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開会 午前９時３０分 

 

○委員長（井川佳子君） 

  皆さん、おはようございます。 

  本定例会議、予算特別委員長に就任いた

しました井川でございます。副委員長には

中川委員が就任されております。よろしく

お願いいたします。 

  だんだん暖かくなり、春めいてきている

今日この頃でございますが、春も本番にな

る４月頃に、お茶室に掲げられるお軸の言

葉にこのようなものがございます。柳は緑、

花は紅。文字どおり、柳は緑に芽吹き、花

は紅に咲いているという春の情景を詠んだ

歌でございますが、もう少し掘り下げてみ

ますと、柳は緑で美しい、花は紅で美しい、

それぞれよいところがあって、お互い引き

立てあっている。人も人を羨むだけではな

く、自分のよいところに目を向け、その置

かれた場所で精いっぱい咲き誇りたいもの

だと、私なりに解釈しております。 

  さて、ここにおかれました理事者におか

れましては、非常に厳しい財政状況の下、

予算案を上げられてきておると思っており

ます。予算案は理事者の皆様が、精いっぱ

い描かれた来年度の設計図です。我々委員

もそのことを心にし、十分に審査をし、住

民の皆様に納得のいただける予算案に練り

上げていきたいと思っております。 

  さておきましては、限られた審査日程で

ございますので、委員各位におかれまして

は、スムーズな進行に御理解、御協力をよ

ろしくお願いいたします。 

  それでは、座らせていただきます。 

  ただいまの出席委員は６名であり、定足

数に達しておりますので、予算特別委員会

を開会いたします。 

  新型コロナウイルス感染症対策で、委員

間の距離を取るため、通常の席から変更し

ております。皆様にはマスクの着用をして

いただいておりますが、発言の際にもマス

クの着用のままでお願いいたします。 

  また、傍聴につきましては、スペースの

関係上、第１会議室にて音声傍聴の形を取

らせていただいておりますので、御了承願

います。 

  委員会の開会に当たり、町長より御挨拶

をいただきます。よろしくお願いいたしま

す。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  おはようございます。御挨拶をさせてい

ただきます。 

  本当に春めいてまいりました。今日は暖

かくなるということでございますけれども、

本当は太陽に当たりたいところでございま

すけども、今日はしっかりとよろしくお願

いいたします。 

  令和３年度特別予算案は本当に厳しい財

政状況の中、引き続き経費を削減をさせて

いただきました。 

  また、将来にわたる持続可能なまちづく

りを進めるために、限られた財源をいわゆ

る効果的または実効性のあるものに、重点

的に配分をさせていただきましたので、今

日の内容につきまして、御質問そして丁寧

な御説明をさせていただきたいと思います

ので、どうぞよろしくお願いをいたします。

ありがとうございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  では、委員長から皆様にお願いがありま

す。 

  １、発言の際は、最初に挙手をしてくだ

さい。 

  ２、委員長が指名をしてから質疑・答弁

をしてください。また、理事者の皆様は最

初に所属と氏名を言ってから、説明・答弁

願います。 
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  会議の進め方といたしましては、第１８

号議案から順次進めさせていただきます。 

  まず、歳出からページを区切って審査し

ていただきます。事前に当初予算説明資料

が配付されておりますので、新規事業や町

政運営方針で述べられている事業や、特に

説明が必要と思われるところのみ、順次挙

手していただき説明していただければ結構

です。何もなければ質疑から行います。 

  また、委員の方は、教えてくださいとか、

要望や予算に関係のない質疑、一般質問の

ような質疑は避けてください。理事者の方

の答弁も、簡潔明瞭にお願いいたします。 

  ４、委員長の要望としては、第１８号議

案から第２３号議案までの案件をスムーズ

に審査を進めたいと思っておりますので、

皆様の御協力をお願いいたします。 

  ５、まず第１８号議案から審査し、暫時

休憩をしながら、担当部課の入替えをしま

すので、関係する所属以外の方は自席で待

機してください。 

  以上のように進めていきたいと思います

が、何か御質問はございませんか。 

  ないようですので、スムーズな議事進行

に御協力よろしくお願いいたします。 

  それでは、一般会計の歳出から始めます。 

  まず、議会費から総務費の自治振興費ま

で行いますので、関係所属以外の職員は退

席して、待機してください。 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の審査日程はお手元に配付のとおり

です。 

  「第１８号議案 令和３年度豊能町一般

会計予算の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  ５６ページ、款１・議会費から６９ペー

ジ、款２・総務費、項１・総務管理費、目

１１・自治振興費までの説明を願います。 

  まず初めに、各会計の人件費全般の説明

が池田秘書人事課長よりしていただきまし

て、その後、順に説明願います。 

  では、よろしくお願いします。 

  どうぞ、順次発言ください。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

  おはようございます。秘書人事課、池田

です。よろしくお願いいたします。 

  そうしましたら、第１８号議案 令和３

年度豊能町一般会計予算の件について、御

説明いたします。 

  初めに、予算書の各事業の前に、人件費

のほうについて説明させていただきます。 

  予算書の１４７ページ以降に給与費明細

をつけておりますので、併せて御覧くださ

い。 

  まず、人件費のうち特別職は約１億4,７

００万円、会計年度任用職員を含む一般職

は約１８億6,５００万円、合わせまして約

２０億1,２００万円となっており、前年度

当初と比べまして、約6,２００万円の減と

なっております。 

  増加と減少で、主な要因を申し上げます。 

  減少の主な要因といたしましては、昨年

１１月議会で御可決いただきました期末手

当の引下げによりまして、常勤の期末手当

が約３６０万円の減、あと退職手当が、定

年退職者の数が１０名から５名ということ

で減りましたので、そのことによりまして

約１億1,０００万円の減となっております。 

  次に、増加の要因でございますが、時間

外勤務手当がございますが、今年度、令和

２年度は選挙がございませんでしたが、令

和３年度につきましては、衆議院議員選挙

並びに町議会議員選挙があることによりま

して、約６２０万円の増となっております。 

  また、令和２年度の４月から新たに会計

年度任用職員の制度が始まっております関

係で、会計年度任用職員の報酬が約1,００

０万円、期末手当が約3,０００万円、社会
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保険料が約４１０万円の増ということにな

っております。 

  次に、会計年度任用職員を除く一般職の

人件費について、御説明させていただきま

す。前年度との比較のために、退職手当を

除いた人件費で説明させていただきます。 

  退職手当を除きました人件費は、約１３

億1,５００万円で、前年度１３億1,１００

万円に比べまして、約４００万円の増とな

っております。 

  この増の主な要因でございますが、先ほ

ど申し上げております選挙手当の増が要因

となっておるものでございます。 

  なお、退職手当と会計年度任用職員の人

件費を除き、特別会計を含めた町全体の一

般職の人件費につきましては、約１４億2,

２００万円で、前年比、前年度と比べます

と、約３００万円の減となっております。 

  減少の主な要因といたしましては、退職

の職員と新規採用職員との給与の差による

減ということでございます。 

  人件費の概要につきましては、以上でご

ざいます。 

○委員長（井川佳子君） 

  どうぞ、順次説明願います。 

○議会事務局長（東浦 進君） 

  すみません、議会費です。 

  通常、項目は変わりませんが、今回議会

運営事業で、掃除機を買わせていただくこ

とになりまして、予算をつけていただいて

おります。それと議会共済事業費ですが。 

○委員長（井川佳子君） 

  すみません、何ページですか。 

○議会事務局長（東浦 進君） 

  議会費です。５７ページ。議会共済事業

費ですが、毎年減額しておりますが、今回

も３年度７５万2,０００円の減額という形

になっています。 

  以上でございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  どうぞ。 

○行財政課長（仙波英太朗君） 

  おはようございます。行財政課の仙波で

す。 

  それでは、予算書の６２ページを御覧く

ださい。当初予算説明資料は４９ページで

す。 

  款２・総務費、項・１総務管理費、目

３・財政管理費の１、財政管理事業です。

そのうちの業務委託料でございますが、財

務会計システム導入事業に記載しておりま

す予算編成、予算執行などの管理を行う財

務会計システムについて更新を行うもので

ございます。 

  なお、この事業につきましては、予算書

の１４ページ、第３表、債務負担行為に記

載のとおり、令和３年度から令和８年度の

６年間で債務負担行為を設定しております。

当初導入に係る経費及び５年間の保守管理

費用の一括契約を予定しております。 

  続きまして、予算書の６３ページを御覧

ください。当初予算説明資料は５２ページ

です。 

  同じく、総務管理費の目・財産管理費の

２．普通財産管理事業の工事請負費でござ

います。当初予算説明資料の小事業名の２、

旧社会福祉協議会施設解体事業につきまし

ては、パークアンドライドを目的としたコ

インパーキングにするため、ときわ台１丁

目にあります旧社会福祉協議会の建物を解

体するものです。 

  同じく、当初予算説明資料の３、戸知山

周辺整備事業でございますが、戸知山のア

クセス道路の舗装及び雨水排水用の水路を

整備するものでございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  どうぞ。 

○まちづくり創造課長（中谷 匠君） 
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  まちづくり創造課、中谷です。 

  予算書６４ページ、予算説明資料１４ペ

ージを御覧ください。 

  政策推進事業のうち、５番目のスマート

シティ戦略事業でございます。この事業は

大阪スマートシティパートナーズフォーラ

ムと連携し、大阪府や民間企業の力を借り

ながら、全国モデル事業として町の課題解

決に向けた取組を実施していきます。 

  豊能町におきましては、子育てに優しい

まちづくり、高齢者に優しいまちづくりを

メインテーマに、大阪府、企業、大学と課

題整理を行い、実証、実装に向けた検討を

進めるための費用を計上しております。 

  予算の内訳は、旅費５万8,０００円、需

用費１５万円の合計２０万8,０００円を計

上しております。 

  続きまして、同じく予算書６４ページ、

予算説明資料１５ページ、町政ＰＲ事業の

１番目はホームページを更新するための費

用で、令和元年度から３年間の債務負担の

最終年度で、主なものは物件使用料などの

１４８万2,０００円を計上しております。 

  続きまして、予算書６５ページ、予算説

明資料１６ページ、地域活性化事業の２番

目、協働による魅力発信事業でございます。

予算額は前年度の４００万円から１２０万

円と大きく減少しております。こちらは、

令和元年度までまち・ひと・しごと総合戦

略に係る事業で、国の交付金により事業を

展開しておりました。令和２年度は、国の

交付金の切れたところではありますが、ト

ヨノノレポーターの自主活動を支援する事

業は、引き続き行ってまいりました。今回

の予算では、予算の精査を行い、トヨノノ

レポーターの自主活動の支援方法の見直し

を図り、予算の削減に努めたものでござい

ます。 

  予算の内訳としましては、保守管理委託

料６０万円と業務委託料６０万円の１２０

万円を計上しております。 

  続きまして、予算書６６ページ、予算説

明資料１９ページ、ふるさと寄附推進事業

の１番目でございます。 

  予算額は、前年度７３９万円から1,２２

１万6,０００円と大きく増額となっており

ます。これは、ふるさと寄附の返礼品とカ

ード決済手数料、サイト運営委託料で、令

和２年度の当初予算では、寄附額を1,５０

０万円と見込んで予算化をしておりました

が、令和３年度は2,５００万円の見込みで

予算を計上したことから、増額したもので

す。 

  また、２番目、ふるさと起業家支援事業

につきましては、こちらは、ふるさと寄附

制度による寄附を活用した資金調達の機会

を提供し、受け入れた寄附金を補助金とし

て交付する自治体版クラウドファンディン

グ型の支援を行うもので、５００万円を計

上しております。 

○委員長（井川佳子君） 

  どうぞ。 

○総務課長（浜本正義君） 

  おはようございます。総務課、浜本です。 

  予算書６７、６８ページの目の９・電子

計算費の２．行政情報化推進事業、予算説

明資料では３６ページになります。そちら

を御覧ください。 

  説明資料の２、イントラネット更新事業

は物件使用料のうち、８８９万2,０００円

を予算として、町組織内のネットワークで

あるイントラネットについて、１１月以降

サポート期間が満了となることから、１１

月から来年３月までを予算化し、機器の更

新やセキュリティの移行などを行い、イン

トラネットの安定運用を図るものでござい

ます。 

  また、説明資料の３、イントラネット事
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務用機器追加調達事業は、機械器具費１１

２万8,０００円、物件使用料のうち６万6,

０００円を予算として、パソコンを使用す

る職員の増加や、端末の故障に対応するた

め、パソコンを追加購入するものでござい

ます。 

  それから、予算書の６８、６９ページの

目１０・防災諸費、予算説明資料では３９

ページの防災対策事業になります。そちら

を御覧ください。 

  説明資料の２、防災備蓄品整備事業は、

消耗品のうち、１１８万4,０００円、庁用

器具費５７万円を予算として、保存水、保

存レトルト食品、ＬＥＤ懐中電灯、乾電池、

簡易トイレ、トイレ処理袋など、これらを

備蓄するものでございます。 

  また、説明資料の４、地区ハザードマッ

プ作成事業は、業務委託料のうち５５万円

を予算として、東ときわ台地区のハザード

マップを作成、配布するもので、地域の特

性や危険箇所を事前に把握周知することで

災害時の適切な避難行動と自助共助に資す

るものでございます。 

  説明、以上でございます。よろしくお願

いいたします。 

○委員（井川佳子君） 

  これより本件に対する質問を受け付けま

す。 

  質疑ございませんか。 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  高尾でございます。 

  説明資料の５２ページ、予算書の６３ペ

ージでございます。この件について、戸知

山の和解の話を２月にされたときに、令和

３年度の予算説明の中で出ておりましたこ

の整備事業と、これ和解の話の中に出てい

る舗装復旧、これと同じことになるのか、

その点、どういうふうに進められていたの

かお聞きます。 

○委員長（井川佳子君） 

  仙波行財政課長。 

○行財政課長（仙波英太朗君） 

  行財政課の仙波です。 

  和解の中、要は和解の基になりました戸

知山をめぐる裁判につきましては、被告で

ありました柳井組に対して、その道路の舗

装の復旧を求めておりました。先日、議会

のほうで御議決いただきましたが、和解の

中では結局舗装も含めまして、あのような

形で、要は損害賠償金と土地の購入という

形で相殺することになりましたので、工事

のほうは何もこのまましなければ、あのま

まの状態が続くという結果になっておりま

す。 

  したがいまして、あの和解を受託したと

いうことを受けまして、今回道路の舗装の

必要性を鑑みまして、令和３年度の予算で

この戸知山の舗装の整備を行う予算を計上

しておるものでございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  おっしゃることはよく分かるんですけれ

ども、御説明いただいた日の、何月でした

か、予算説明が午前中にあって、お昼から

この和解の話が出てきたんです。そのこと

で、この周辺整備は確かに必要ですけども、

何か和解のこの文章と中身と、これがもう

ありきで出てきているんだなというふうに

思うんですけれども、この道路整備の件で

すね。もちろんしないといけないんですけ

れども、和解の中でしてもらうという話が、

これ不法行為としてあったわけで、その中

で舗装復旧を3,６６０万ですか、こういう

金額で賠償して、やりなさいということが、

項目に挙げられている中で、これが今回、

同じように出てきているというのは、あり
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きではなかったのかなというふうに、ちょ

っとこちらとしては考えるんですけど、そ

れはどういうふうに御説明されますか。 

○委員長（井川佳子君） 

  はい、どうぞ。 

○行財政課長（仙波英太朗君） 

  行財政課の仙波です。 

  今回の和解議案につきましては、私ども

としては、苦渋の選択ではございますけれ

ども、和解で致し方ないと言い方はあれな

んですけれども、和解を何とか認めていた

だいて、柳井組との関係を終わらせたいと

いうか、あそこの場所に決着をつけたいと

いう意味合いで、議会に議案を提出させて

いただきました。提出させていただいた後

で、その議案に基づく限りにおいては、道

路舗装をするという前提になりますので、

その道路につきましては、御存じのとおり

大分崩壊の１歩手前になっておりますので、

早急に整備をしなければならないと考えて

おります。 

  したがいまして、通るのが前提という考

えではないんですけれども、道路舗装とい

う形で早急にしたいという思いを持って、

今回の当初予算に計上した次第でございま

す。 

○委員長（井川佳子君） 

  予算のことでお願いします。 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  これはちょっと徹底して質問しておきた

いと思います。 

  これが５００万円で買うという和解の話

だったもんですから、これがありきで出て

きたので、これはちょっとおかしいなとい

うふうに思って質問させてもらってます。

これは、まず和解が決まっていたという話

ではございますけれども、議会で可決して

しまっているということが前提ではありま

すけれども、ありきで先にこの予算説明書

の中に出てきたというのが、ちょっと問題

ではないかと私は思っております。その点、

指摘しておきたいと思います。 

○委員長（井川佳子君） 

  順序ですね。和解も成立していない、議

会に説明していないのに、これをつくった

んではないかと思ってはるみたいなんです

けど、そうではないではないですか。そこ

をちゃんと分かるように説明お願いいたし

ます。 

  はい、どうぞ。 

○行財政課長（仙波英太朗君） 

  行財政課の仙波です。 

  あくまで、私どもの思いとしては、先ほ

ど申し上げたとおりでございます。 

  ただ、その和解が通るという前提でこの

予算を作成したのではございませんで、午

前中に、もしあのときに議会がありまして、

そのときに和解が否決された場合には、こ

の道路の舗装というのを行えないことにな

りますので、そうなったときの想定といい

ますか、その場合には予算がどうなるのか

ということにつきましては、当然考えてお

りました。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  和解が前提じゃなかったというのは、今

聞きました。たとえ今回、和解は成立して

なかったとして、関係なくこれは通った場

合に、和解関係なくこっちが裁判やってて、

それでいてこの工事が始まったら、また同

じように崩れるというふうな話にはならな

いんですか。私、これ上げてきたというこ

とは、もちろん和解との関係も疑問ですけ

ども、既にあそこの山をどう使うか、かな

り話が煮詰まってて、そうして上がってき

たんだとばっかり思ってたんですけど、そ
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の辺りいかがですか。 

○委員長（井川佳子君） 

  仙波行財政課長。 

○行財政課長（仙波英太朗君） 

  行財政課の仙波です。 

  あそこの山、今回取得した土地及び戸知

山につきましては、戸知山につきましては

特に一般質問等でも何度か出ておりますと

おり、今現在、まだ具体的にどういうふう

な活用をするかどうか決まっている段階で

はございません。 

  ただ、道につきましては、もう大分崩壊

状態が進んでおりまして、このまま崩壊し

てしまうと、豊能町以外の隣地の所有地の

皆様にも御迷惑をおかけしてしまう可能性

がありますので、早急に工事の必要性は感

じておった次第です。なので、今回早急に

できますように、当初予算に計上させてい

ただいたという形になっております。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  現場、見ました。確かにひどいです。あ

のまま水が流れていくということに対して

は問題は出てくると思います。ただ、あそ

この柳井が、今まで流れているところを塞

いだからああいうふうになったわけでしょ

う。これは裁判でちょっと争って言い分が

通らなかったことあるけど。そこの部分だ

け直せば、ともかく水の流れだけちゃんと

してけばいい話であって、道路はその次じ

ゃないですか。あの山を具体的にどう使う

かと。今で道路がついてても使い物になら

なかった土地ですよ。順番としては、あそ

この水の流れをちゃんとする。今までどお

りの岩か何かで塞いだのかもしれませんが、

それを通って豊能町の土地になったんです

ね。あの中、流しておくという形で。余計

な予算は通らなくてもいいんじゃないんで

すか。ましてや、これも借金で３０年だっ

たかな。そこのところの説明、お願いいた

します。 

○委員長（井川佳子君） 

  仙波行財政課長。 

○行財政課長（仙波英太朗君） 

  行財政課の仙波です。 

  今回の予算につきましては、先ほど委員

がおっしゃいました、要は水路を、水の流

れを元に戻す工事も入っておりますし、そ

の後で、舗装復旧する工事も入っておりま

す。 

  近年、梅雨どきの集中豪雨もそうですし、

台風もそうなんですけれども、要は通常の

想定以上の豪雨が非常に多くなっておりま

す。その場合には、水路を元に戻したとし

ても、それ以上の雨が降る可能性が全く１

００％否定できるわけではありません。そ

の場合、元の水路を復旧したとしても、そ

れ以上の水が流れて、結果として、道の上

に水が流れてしまうという可能性がゼロで

はありません。その場合、舗装しているか

していないかによって、また路面が傷んで

しまうという可能性がございますために、

今回につきましては、水路の元に戻す工事

及び舗装のやり直しという工事を計上させ

ていただいております。 

  以上です。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  万が一考えて、四千何百万かけて整備し

ようというのは、気持ちとして分かるんで

す。ただ、これをやって、この先使い物に

なりますか、あの土地。そこが私、具体的

にこういうふうな、もうある程度、話が煮

詰まってんですという答弁があるなら、ま

だそうかなと、そういうもんかなと思うん

だけども、まだどうするか分からない、元
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に戻しての話で、元に戻す以上に水路をし

っかりしようという話なんだけども、水路

だけで、まずいいんじゃないかなと。大体、

水がどこかからってゴルフ場と、ゴルフ場

と私は思ってる、戸知山がその分のはちょ

っと疑問なんだけども。何でそういうふう

に考えてもらえないのかなと。四千何百万

も、しかも３０年の借金で。豊能町、借金

増やしてる場合じゃないでしょう。これ、

いかがですか。どういうふうな庁内で話し

したのか分からないけども。 

  これ、水路、道路の脇に造って、隣の道

路を舗装しようという計画ですか。それと

も、水路は水路で５００万円で手に入れた

あの土地の中に流そうという計画なのか、

どっちかしら。 

○委員長（井川佳子君） 

  仙波行財政課長。 

○行財政課長（仙波英太朗君） 

  行財政課の仙波です。 

  もともとの水路というのは、山から降っ

た水、いわゆる山全体といいますか、先ほ

どゴルフ場のお話が出てきましたが、ゴル

フ場とか辺り、その辺に降った水について

は、そのまま流れてきて旧柳井組の敷地内

を流れておりました。その水路については

復旧する。柳井組がもともと入れた土のう

を除けて、そこの水路を復旧した上で、最

終的に旧柳井組敷地の中を通って、調整池

に流すという工事をまず行います。それと

ともに、道路の舗装を行うんですけれども、

あの現場を御覧いただけたらと思うんです

けれども、既に崩壊してしまって、道路の

舗装と同時に、道路に降った雨水を流すた

めの側溝も復旧する必要がございます。道

路に直接降った水であるとか、要は山の上

のほうに降った水は先ほど申し上げた柳井

組の敷地を流れるんですけれども、道路に

降ったりであるとか、途中に流れてくる水

は、道路の側溝を通って調整池に流れるよ

うな形になっております。その分の復旧、

道路の舗装だけではなくて、その道路にあ

る側溝の復旧もする予定をしております。

そのために、金額がこのような高額になっ

てしまいました。 

  戸知山の活用につきましては、ずっとも

う議会からも提言をいただきまして、有効

活用できるようにというふうな形で考えて

おるところなんですけれども、議会でも何

度も答弁をさせていただいているかと思う

んですけれども、要は初期費用、これは上

下水が現在通っていないというところもあ

りまして、初期費用が多くかかり過ぎると

いうことであるとか、土地のそういう、い

わゆる法律上の規制が多くあることにつき

まして、まだ具体的に予定は決まっておら

ないんですけれども、今現在の、要は隣地、

所有者等々に御迷惑をかけない範囲で最低

限の工事を、もちろん高額であることは、

私も財政担当しておりますので、この厳し

い財政状況は一番存じ上げておりますが、

その中でもこれについては必要であると判

断して、予算措置をさせていただきました。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  ということは、水路は２つ造るというこ

とですね。道路のほうに流れていく、確か

に潰れていますが、どけたら何か使い物に

なるかなというのは、これくらいの幅のど

ぶのようなものがありますけど、あれを復

旧して、なおかつ柳井組の土地の中にも水

路を造るという、そういう計画ですね。 

○委員長（井川佳子君） 

  仙波行財政課長。 

○行財政課長（仙波英太朗君） 

  行財政課の仙波です。 

  委員おっしゃるとおりでございます。 
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○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  もともとあの戸知山は自然ですわね。自

然だったら、このどぶのような、もう１個

の水路を造って、それで十分じゃないです

か。私なぜここに道路を舗装するのか。あ

れが町として、町の山だから道路を整備し

なくちゃいけないというのが大前提ならば、

今後あの土地がまた使い物にならなくて、

２０年３０年経って、別な、柳井組関係な

く、自然的にまた壊れてきたら、同じよう

に舗装するという、そういう理屈ですか。 

○委員長（井川佳子君） 

  仙波行財政課長。 

○行財政課長（仙波英太朗君） 

  行財政課の仙波です。 

  要は、舗装の傷み具合にもよるかと思う

んですけれども、今のようにもう舗装がむ

き出しになって、そこの路盤といいまして、

道路の下の基礎自体がどんどん水が流れて

いくというような事態になりましたら、や

はり舗装のもう一遍やり直しをする必要は

出てくるかと思います。 

  あそこの場所につきましては、もともと

山であったためにかなり斜面がきつくなっ

てます。ここ最近ずっとこの数年間、先ほ

ど申し上げましたように想定外の雨が降っ

たことで、想定以上の水がやはりそこを流

れているような状態になっておりますので、

路面が傷みやすいという状況にはなってい

ることは確かでございます。 

  ただ、一度舗装をきちっとすれば、当然

その路盤があって、そのアスファルトで保

護することができますので、数十年は対応

年数はあるものと考えております。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  町として、あの戸知山を使おうとか何と

かという発想はもうやめてほしい。今まで

だって、私はなぜ戸知山に道路が走ったの

かもよく分からないんですよね。道路を造

った上で、あと何かいろんな規制があって

使えませんと。じゃ何であの山、道路通っ

たのかなと。これまでも相当かけてますよ

ね、今まで整備するのに。中を掃除するの

に。去年は１年だけど、その前まで２回ず

つだったかな。２回ずつ見てきたものを１

回に下げたがばっかりに、だんだんなった

というふうに私は思わないけども、そこま

でかけてきた経費なんか考えて、今またこ

の四千何百万円かけ、さらにこの先、道路

が万が一傷んだ場合、また町として使い物

にならない土地の道路を整備しなくちゃい

けないわけでしょう。そういうことですよ

ね。その確認だけお願いします。 

○委員長（井川佳子君） 

  仙波行財政課長。 

○行財政課長（仙波英太朗君） 

  行財政課の仙波です。 

  あの道路につきましては、戸知山への入

り口ということで、当然、戸知山の活用に

必要な道路になります。それもあるんです

けれども、あの道路に隣接する土地を所有

していらっしゃる方がやはり何名かいらっ

しゃいます。柳井組の敷地はあるんですけ

ど、それと反対側の山々、それにつきまし

ては、ほかのいわゆる地元の方といいます

か、所有者がいらっしゃいます。柳井組の

少し北側の土地も、別の方が所有しておら

れます。要は、あの道路が崩壊したりであ

るとか、道路の路盤が崩壊することにより

まして、ちょうど上りの右側、柳井組と反

対の敷地のほうには擁壁があって、そこ、

がくっと上って、その上にも山があるんで

すけども、それが崩れたりということにな

ってきますと、やはり所有者の方にも御迷
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惑がかかるということで、要は最低限、道

路があったという、その道路があって、そ

の道路を町が受け継いだということがござ

いますので、その道路の復旧というのは必

要な行為であると考えております。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  今の質問の付け足しになるかも分かりま

せんけど、もともとのあそこのアスファル

トの道が非常に傷んだ根本的な理由は、雨

水、山に降った水が流れを失ったと。あの

水路がなくなったために。柳井組があった

ところの。その水路がなかったがために、

水のパスが、流れる道がないために、あそ

このアスファルトの下の地盤を傷めるほど、

あそこが流れて傷んでいったというのが、

根本原因だというふうに聞いたと思うんで、

そういった意味できちっと水の流れるパス

をしっかりとつくってやることによって、

きれいなアスファルトにした後はそんなに

ひどく一気に痛むようなことはないという

ふうに、そういうふうに解釈できるんです

ね。 

○委員長（井川佳子君） 

  仙波行財政課長。 

○行財政課長（仙波英太朗君） 

  行財政課の仙波です。 

  委員おっしゃるとおり、この工事をする

ことによって、一定対応年数が相当数見込

めると考えております。 

○委員長（井川佳子君） 

  ほかございませんか。 

  説明ですか。はい、どうぞ。 

○まちづくり調整監（松本真由美君） 

  失礼いたします。松本です。 

  戸知山の活用について、先ほど委員より

もう活用しなくてもいいんじゃないかとい

うようなお話を伺ったと思うんですけれど

も、御提言賜っておりまして、どうにかし

たいというふうにずっと思い続けていると

ころでございます。 

  まず１歩を踏み出そうと思いますと、や

はりあの道がきれいにならないと、今年度

も３件企業から見てみたいというようなこ

とございましたが、やはりあの道が最初の

難関でして、あそこの道が通れないことに

は、中で何かが始まらないというのが今の

現状でございますので、できましたらまち

づくりのために、もう少しの間、戸知山の

活用を今後考えていきたいなと思っており

ますので、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  非常に期待の持てそうなお話でしたけど

も、今までにも町はいっぱい募集していた

と思います。ただ、いろんな制約があって

諦めていったと。その規制は今も変わって

ないはずです。なのに、新たに３件、非常

に期待が持てる動きがあるということは、

国の法律か何か変わったものがあるんです

か。 

○委員長（井川佳子君） 

  まちづくり調整監、松本さん。 

○まちづくり調整監（松本真由美君） 

  法律は変わっておりません。あそこは山

ですので、規制がいっぱいあって、やはり

山として何か活用できないかというところ

からしか始まらないと考えてます。あそこ

に企業を誘致するとか、倉庫を建てるとか、

建物を建ててというのは、ハードルが非常

に高すぎて、私感ではありますけれども無

理かなと思っています。 

  それでしたら、豊能町の自然を生かして

何かできることから考えていけばいいので

はないかと思いまして、町の土地の活用、
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それについては、今年度は取り組んできた

次第です。 

  ただ、先でじゃどうなるのというふうに

御質問いただいたとしても、まだ公募をし

ていない状態です。聞きつけて来ていただ

いてる３件でございますので、この先につ

いては、どうなるかというのはまだ分かり

ませんが、一般質問でも答弁させていただ

きましたように、諦めてはいない、何とか

ならないのかなと思っているところでござ

います。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  自然を生かした使い方は、議会も考えま

した。そして何年か前、池田町長のときは

それこそ職員も私たち議員も手伝いに行っ

て、栗を植えたりシイタケを植えて、そし

て幼稚園の子どもたちに使ってほしいなと

いう思いでやりました。結果、どうなった

と思いますか。幼稚園やら学校関係が使い

たくないと。そういう状態ですよ、この町。

あの自然を生かして何とかしたいという思

いは一緒です、みんな。何かしら私は国が

大きな方針を変えて、例えば自然を守るた

めに大きな補助金をつけるとか、動きがあ

るとかというなら、まだ納得できる。現状

何も変わってない中でこんだけかけるとい

うことに、やっぱりもう本当にそんな場合

ですかと、豊能町。意見だけですけど。意

見ですけど、言っておきます。 

○委員長（井川佳子君） 

  そのほか、質疑ございますか。 

  寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

  最初の６４ページで、説明資料の１４ペ

ージの事業の総合戦略審議会事業について

伺います。 

  今回、令和３年度の予算が２６万円なん

ですけれども、全国に先駆けて迎える「厳

しく困難な未来（人口減少や超高齢社会）

への到来の対策として、「持続可能なま

ち・豊能」の実現を目指すための計画とい

うことなんですけれども、令和３年度の具

体的な計画について伺います。 

○委員長（井川佳子君） 

  中谷まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（中谷 匠君） 

  まちづくり創造課、中谷です。 

  総合戦略につきましては、今、総合まち

づくり計画というものをつくっておりまし

て、その中に一体化してつくるということ

で、令和３年度計画をしているところです。 

  今回、国の第２期の総合戦略のプランを

基本的にそちらの流れに沿った地方への移

住、定住の促進、地方とのつながりの強化、

関係人口とか企業版ふるさと納税の拡充、

多様な人材の活躍を推進をしていく、新し

い時代の流れを力にするというような方向

性を基に、計画を考えていく予定となって

おります。 

○委員長（井川佳子君） 

  そのほか、質疑ございませんか。 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  予算書の５８ページで、この説明資料の

２０ページをお願いをします。 

  これ、説明が先ほどあったかとか、ちょ

っと、なりますけど、この２０ページ、説

明資料の人事給与管理事業で、５８２万何

ぼか金額上がってます。これが前年度との

比較で約２００万円近く増加しているとい

うふうな数字になっておりますが、この辺

りは何か要因というのがあるんですか。ど

ういった理由で２００万円ぐらい増えてい

るかなみたいな。 

○委員長（井川佳子君） 

  池田秘書人事課長。 
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○秘書人事課長（池田拓也君） 

  秘書人事課、池田でございます。 

  令和３年度で昨年と比べまして増加して

いる理由でございますが、人事給与のシス

テムのほうの入替えを令和２年にしており

まして、その分で今まで債務負担を組ませ

ていただいているんですけども、前回、債

務負担を組んだときの月額よりも若干上が

ったことによりまして、増額ということに

なっております。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  ６５ページの５の地域公共交通促進事業

の１８の補助金、去年より２００万円ぐら

い上がっているんですが、これは東西それ

ぞれ１００万円ずつアップして、というか

内訳をお願いします、２００万円アップの。 

（発言する者あり） 

○委員長（井川佳子君） 

  中谷まちづくり創造課長。 

  地域公共交通基本構想推進事業でござい

ます。 

○まちづくり創造課長（中谷 匠君） 

  まちづくり創造課、中谷です。 

  今回、約２００万円ぐらい上がっておる

んですけど、こちらにつきましては、バス

の老朽化によりまして、新しいバスを新規

で入れ替える費用が約２００万円ぐらい上

がっておりまして、それを阪急バスに、リ

レー便のバスの費用が増加したために増額

となっているものと、あと利用者の収入の

減額がありますので、その分の減額等で約

２００万円の増額となっております。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  バスの老朽化、利用する人が少なくなっ

た補助金ですよね。その内訳を教えてもら

えますか。 

○委員長（井川佳子君） 

  お時間かかりそうですか。 

  ではどうぞ、高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  今、お調べ中ですけれども、ちょっと関

連で公共交通の件なんですけど、私、利用

しておりまして、昨日リレー便がときわ台

駅に向かって走っているとき、確かに老朽

化しているなと。カラカラというような音

がしているんです。坂道のブレーキかけて

る音が、すごい音がしてて、これは危ない

なというふうに感じまして、これは今、老

朽化による入替えするということですけれ

ども、このリレー便の従来どおり１００円

補助に向けて行われるのかどうかだけ、ち

ょっと確認したいと思うんです。 

○委員長（井川佳子君） 

  中谷まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（中谷 匠君） 

  まちづくり創造課、中谷です。 

  今のところ、令和３年度につきましては

継続ということで、今後もまだ検討してい

く必要はあるとは考えておりますが、一応

令和３年度につきましては、現状のまま運

行するということにしております。 

○委員長（井川佳子君） 

  そのほか、質疑ございますか。まだ調べ

中ですよね。そのほかの質疑、受け付けま

す。 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  そうしたら予算書６２ページで、説明資

料の４９ページです。 

  これの予算説明書の、説明資料の４９ペ

ージの小事業名、３番目、財務会計システ

ム更新事業ということで、1,５８４万円を

計上していただいておりますけれども、多

分これやと思います。例の、私、毎年度作
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らなあかんという財務諸表、あれが結構遅

れぎみやということで、それを解消するた

めに、今はもう期末一括で何か財務処理す

るみたいな、そういうふうなことなので、

あらかじめ予算組みのときに振り分けする

ようなシステムできひんのかみたいなこと

を質問させてもらったら、財務会計システ

ムそのものを変えんことには駄目ですと言

われてたんやけども、私が言っていたあれ

ができる、いわゆる財務会計システムとい

うのは、まさしく今回変えようとしている

このシステムのことなんでしょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  仙波行財政課長。 

○行財政課長（仙波英太朗君） 

  行財政課の仙波です。 

  委員おっしゃるとおり、以前にお答えさ

せていただいたとおり、このシステムのこ

とになります。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  そしたら、今回その予算仕分、導入でき

るんであれば、今回変更によってそれを導

入するとかなったら、今まで以上にこの財

務諸表、これしっかりと作っていけるんじ

ゃないかなと思うんですが、その辺りどう

なんでしょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  仙波行財政課長。 

○行財政課長（仙波英太朗君） 

  行財政課の仙波です。 

  このシステムの詳細につきましては、見

積りを取って予算化しておるんですけれど

も、詳細のその辺の設定をどうするかにつ

きましては、これから仕様書をまとめる段

階で検討する形になります。 

  委員の以前にも御質問いただいた件もご

ざいますので、その辺については、今後シ

ステムの導入の際には検討させていただき

たいと考えております。 

○委員長（井川佳子君） 

  お答え出ましたか。 

  中谷まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（中谷 匠君） 

  まちづくり創造課、中谷です。 

  大変申し訳ございませんでした。内訳と

しまして、リレー便の。 

○委員長（井川佳子君） 

  １７ページです。予算説明資料１７ペー

ジです。はい、どうぞ。 

○まちづくり創造課長（中谷 匠君） 

  阪急バスからの見積りをいただいておる

んですけど、支出としまして2,３５３万円

の支出で、収入見込みが１８７万4,０００

円を引きまして、それから、その差引きが2,

１６５万6,０００円となっており、前年度

は1,９３８万6,０００円の見積りをいただ

いておりました。その差額が約２００万円

ぐらいありまして、何が増えたかといいま

すと、車両１台分の減価償却費用が１５０

万円、バスのラッピング費用が１０万円、

あと収入の減が４０万円を見込んでおりま

して、合計約２００万円の増額となってお

ります。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  私さっき勘違いしてました。買換えだか

らというふうな説明いただいたかなと思っ

て。違いますね、それ。これ、買い換えな

んですか、今の説明は。ちょっとよく理解

できないんです。 

○委員長（井川佳子君） 

  中谷まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（中谷 匠君） 

  まちづくり創造課、中谷です。 

  今現在のバスは、豊能町で購入したもの
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が、今、運行しておるということで、今度

は豊能町で購入するというわけではなく、

今、阪急バスでお持ちのバスを借りるとい

いますか、そちらを使うための費用が１５

０万円増加すると。今あるバスにつきまし

て、豊能町の仕様にラッピングを行う費用

が約１０万円ということになっております。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  じゃあ単純に今度１５０万円でバスを借

りると。だから、常にこの１５０万円は今

後も乗ってきますよということですね。分

かりました。 

○委員長（井川佳子君） 

  その他、質疑ございますか。 

  寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

  予算書の６８ページと、説明資料の３９

ページの防災対策事業が、前年度から増額

になっている理由を伺います。 

○委員長（井川佳子君） 

  浜本総務課長。 

○総務課長（浜本正義君） 

  総務課、浜本です。 

  防災対策事業全体ということでよろしい

でしょうか。これが昨年度よりも減額なっ

ていると。 

○委員（寺脇直子君） 

  増額ですね。３００万円の増だと見受け

ますが。説明資料３９ページでございます。 

○総務課長（浜本正義君） 

  これですね。防災対策事業の。３００万

円の増額となっている分でございますね。 

  これに主な要因といたしましては、防災

行政無線の子局がありますけれども、あち

らのほうに今年度、保守管理委託料でバッ

テリーの交換、こういったものを増額して

おります。こういったことなどによるもの

でございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  その他、質疑ございますか。 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  そうしましたら、予算書の６３ページ、

それから説明資料の５２ページをお願いを

いたします。 

  先ほど御説明をいただいた旧社会福祉協

議会施設の解体事業ということで、初めに

も説明がございましたけども、ここを潰し

て、後、コインパーキングか何かしていく

ということ伺いましたけど、これ実際いつ

頃潰す、解体が終わってコインパーキング

化されるのは、大体いつ頃想定されている

んでしょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  仙波行財政課長。 

○行財政課長（仙波英太朗君） 

  行財政課の仙波です。 

  工事が、これから予算が認定されたとい

たしまして、来年４月からなんですが、工

事を行うのに入札等々も含めまして、約半

年ぐらいはかかるかなと思っております。

工事が完了した後で、その後、そういう駐

車場としてのそういう設計といいますか、

仕様をどうするかというとこら辺も考えま

すと、今年の終わり頃になるのかなと考え

ております。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  今年末というのは、年度末やなくて、２

０２１年の末、１２月みたいなことですか。 

○委員長（井川佳子君） 

  仙波行財政課長。 

○行財政課長（仙波英太朗君） 

  行財政課の仙波です。 

  今年中にできればと考えております。年
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末までにできればと考えております。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  今の関連なんですけれども、今回たしか

６５０万円のうちの解体費用、どこの予算

ですか。解体費用が上がってて、もう設計

費とか整備費とかそういうのも入ってるの

かな。内訳を教えてほしいことと、あそこ

はたしかアスベストの問題があったと聞い

てたんだけれども、それは心配しなくてい

いのかしら。 

○委員長（井川佳子君） 

  仙波行財政課長。 

○行財政課長（仙波英太朗君） 

  行財政課の仙波です。 

  この６５０万円につきましては、全て解

体の工事の費用になります。委員おっしゃ

るとおり、アスベストが含まれております。

アスベストが玄関ホールの床材であるとか、

要は天井材であるとか、こういう具材にア

スベストが含まれているものが５か所ある

というふうに結果が出ております。それに

つきましては、手でアスベストをがっとば

らまかないように、手作業でそれをはがし

て、それを丁寧に解体することで、要は被

害が出ない解体のやり方があるということ

で、それの想定でこの予算のほうを提出し

ております。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  最終、台数が何台かもお聞きしようと思

ったんですけど、最終的に使えるような形

になるには、もう一つこの後の予算が出て

くる、ということですね。コンクリート塗

ったりとか。そこをお願いします。 

○委員長（井川佳子君） 

  仙波行財政課長。 

○行財政課長（仙波英太朗君） 

  行財政課の仙波です。 

  現在コインパーキングとして、ちょうど

光風台の駅の上のファーマシーオカムラの

隣をしているんですけれど、あそこにつき

ましては、要は初期整備、初期のそういう

駐車場の整備費用込みで、町に使用料を幾

らもらえるのかという形で入札といいます

か、そういうプロポをしております。 

  今回もそういう想定をしておりますので、

更地にさえすれば、後はその整備のほうは

駐車場業者さんのほうで行っていただくと

いうふうに想定をしております。 

○委員長（井川佳子君） 

  すみません、１時間経ちましたので、換

気のために休憩したいと思います。再開は

１０時４５分といたします。放送をもって

お伝えいたします。 

（午前１０時３１分 休憩） 

（午前１０時４５分 再開） 

○委員長（井川佳子君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  質疑ございませんか。 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  すみません、予算書の６８ページ、それ

からこちらの説明資料は３９ページをお願

いします。先ほども取り上げられてたと思

いますけども、これは防災行政無線戸別受

信機の設置という内容になるんかなと思い

ますけども、これについては、何件分の費

用を想定されているのか、その辺りちょっ

とよろしくお願いいたします。 

○委員長（井川佳子君） 

  浜本総務課長。 

○総務課長（浜本正義君） 

  総務課、浜本でございます。 

  防災行政無線のほうなんでございますけ

れども、想定が、これは全部で１００台で
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す。１００台なんですけども、外付けアン

テナ付けたり、それをつけなかったりとい

うことで、ちょっとそこで費用が変わりま

すけども、台数は１００台を想定しており

ます。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  戸別受信機ですよね、それって土砂災害

特別警戒区域と避難行動が必要な支援者以

外の、危険と思われるような場所の方も対

象にするのかどうか、その辺り確認お願い

します。 

○委員長（井川佳子君） 

  浜本総務課長。 

○総務課長（浜本正義君） 

  総務課、浜本です。 

  危険と思われる箇所の方、これは町長が

認める危険と思われる世帯というか箇所と

いうか、そういうところを対象というふう

にはもう既にしております。しておるんで

すけれども、それがちょっと具体性がない

ということもございますので、議会のほう

でも質問いただいておりますけれども、土

砂災害特別警戒区域に加え、土砂災害警戒

区域、要するにレッドに加えてイエローゾ

ーンも対象にということを議会でも御質問

いただいておりまして、現在のところ、こ

の令和２年度の工事が、今、四十数件、申

込みございます。在庫がほぼ１００台ぐら

い、９９台なんですけど、正確には、それ

だけございますので、今言いましたイエロ

ーゾーンにも対象に設置を考えていきたい

というふうに思っております。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  当然、何らかの形で募集はしていくこと

になるんでしょうけども、それは募集方法

というのは、何か広報か何かで募集される

ということですか。 

○委員長（井川佳子君） 

  浜本総務課長。 

○総務課長（浜本正義君） 

  総務課、浜本です。 

  募集方法は広報、あるいはダイレクトメ

ールになるんですけれども、避難行動要支

援者名簿の更新が、大体１２月入ってから

ということになります。やはりこれらの方

を優先したいというのがございます。レッ

ドゾーンもそうなんですけども。ですので、

今あるほぼ１００台ぐらいが余るの、３年

度通して１００台ぐらい余りますけども、

その当初から募集をしてしまうと、その１

００台がイエローゾーンとかそういった方

で、多く申し込まれてしまうと在庫がない

ということも考えられますので、今思って

ますのは、やはり例年やっております年末

から年明けにかけて、避難行動要支援者の

方、レッドの方、それに加えてイエローの

方を含めて募集したいというふうに思って

おります。 

○委員長（井川佳子君） 

  そのほか、質疑ございませんか。 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  すみません、防災でもう一点ちょっと確

認をというか、質問をしたいのがございま

すけども、これ予算書でいくと６９ページ

になるんですけども、例の防災行政無線の

保守管理というか、もう毎年、一生懸命や

っていただいているんですけど、この音が

聞こえにくいというのは、これはこれ以上

どうしようもならないというような状況な

んでしょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  浜本総務課長。 

○総務課長（浜本正義君） 
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  総務課、浜本です。 

  そうですね、天候の状況とかにもよりま

すけれども、全世帯にきれいに聞こえるか

といいますと、これはもう無理があると思

っております。ですので、そういったとこ

ろにつきましては何らかの形で、防災行政

無線もそうなんですけども、そういうよう

なそれに代わるような手段も常にないかと

いうような、こちらのほうも気にかけなが

ら、ありましたら、そういったものも取り

入れていきたいというふうに考えておりま

す。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  それで聞き取りにくいというようなこと

で、音をサイレンにしてみるとかそういう

ふうなこともあるようですけれども、その

音を変えることによって、実際、戸別受信

機持っている方にとっては、音が逆にやか

ましいとかいう、そういうふうなことは別

に想定はされないんでしょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  浜本総務課長。 

○総務課長（浜本正義君） 

  総務課、浜本です。 

  そのおそれは確かにございます。ただ、

これはその音を鳴ることによって危険だぞ

ということを知らせるということが、これ

メインでございますので、うるさいとかい

うよりも、危険だというように認識してい

ただければと思います。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  今の中川委員の関連なんですけど、６９

ページの防災無線の１２．保守管理委託料

なんですけど、去年８９４万円1,０００円、

今回ちょっと、ちょっとどころじゃないけ

ど、２００万円上がっている理由は何でし

ょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  浜本総務課長。 

○総務課長（浜本正義君） 

  総務課、浜本でございます。 

  防災行政無線の保守点検に、毎年の保守

点検に加えまして、部品の交換が今回出て

まいりました。部品、主には先ほどにもち

ょっと申し上げましたけども、屋外子局に

ついておりますバッテリーです。これがバ

ッテリーが交換の時期に入ったということ

で、これが主な増額の理由になっておりま

す。そういった機器の更新の分で、２９０

万円ほど増額になっているということでご

ざいます。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  私はちょっとこの予算取るときには、こ

の議会に在席していなかった、分からない

んですけども、私は経験していない、変な

言い方ですけども、雨の日のときに防災無

線がいろいろ危険ですとおっしゃってるけ

ど、実質的には聞こえてない。実際はね。

そのほかに、どのようなときに役に立つだ

ろうと思って、今、町ここまで、要するに

毎年９００万円近いお金をかけていらっし

ゃるのか。今以上の別の扱い方というのは

何か考えているんですか。 

○委員長（井川佳子君） 

  浜本総務課長。 

○総務課長（浜本正義君） 

  総務課、浜本です。 

  メインはもちろん災害時、危険な情報を

流すということでございますけども、それ

以外の使い方としましても、行政情報を選

挙に行ってくださいとかそういったことを

流すというようなこと、当初申し上げてお
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りましたけども、確かにあまりというか、

ほとんど活用されていないようでございま

す。こういうようなものにつきましては、

もっと全庁的に活用のほう、こちらもして

まいりたいと思います。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  戸知山と一緒で、何か先の見えないもの

に予算をかけているという町のこの、方向

って言うのか、何か正直言っていいのかな

と私は思うんです。せっかく、たしかこれ

何億とお金かけてつけたと思うんです。こ

れ、町長、非常に頑張って行政に働きかけ

たと思うので、町長は町長なりにこんな方

法もあるということは、何かお持ちでした

らお聞かせいただいたらありがたいんです

けども。防災無線に関して。まだ今、見た

ら、こんだけまた投資しなくちゃいけない

という話もあるのかもしれないけども、防

災無線がこの豊能町にとって必要だという

ことは、随分熱心に動かれたと思いますの

で、何か今の使い方以上のものがあったら

お聞かせください。 

○委員長（井川佳子君） 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  ありがとうございます。 

  防災行政無線というのは、やっぱり災害

のときにお知らせをするというのが、第１

番の目的であります。今、浜本のほうも御

紹介させていただいたように、行政情報の

提供ということで、選挙のとき、それから、

もう一つは今回、緊急事態宣言がありまし

たけれども、コロナのとき外出自粛とかそ

ういう形のもので利用するということで、

それがプラスアルファの利用だというよう

に今、思っております。 

  さらに今後、前回のときもうるさいとい

うような指摘はありませんでしたので、今

後もっと活用できる方法は、皆さんとで検

討していきたいというふうに思っておりま

す。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  相当億かけて、何億とお金かけて投資し

たんです、これで。毎年やっぱり1,０００

万円前後、今のバッテリーの交換の時期な

んて話を聞くと、まだまだお金がかかるの

かなと思うので、やっぱりこれもきちっと

練り上げていただきたい。今のような形の

使い方であるんならば、やっぱり８００万

円、行政全体のお金にしたら大したことな

いんかもしれないけど、かなり行く行くは

大きなお金になってきますので、見直しと

いうか充実というか、ぜひぜひ考えていた

だきたいし、次年度のときに同じような内

容の使い方では、ちょっとやっぱり疑問だ

と思いますのでお願いします。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  予算書の６６ページ、企画費のところで、

説明資料は３５ページです。 

  指定管理者選定事業、これは委員会の運

営というふうに説明では書いておられるん

ですが、これはどのような構成になるんで

しょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  浜本総務課長。 

○総務課長（浜本正義君） 

  総務課、浜本です。 

  指定管理者を選定する前に、今、議会の

議案に上げる前に、その前に庁内で指定管

理者の選定委員会というのを開催しており

まして、その指定管理者選定委員会の中で、

議会に提案する業者を決めているというよ
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うなことでございます。その分の費用でご

ざいます。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  従来どおりの設定ということなんですか。

ちょっと予算が前年度より多くなっている

ので、その点で変化があるのかな、新たな

公共施設の指定管理とかそういうのが入っ

ているのかなと思ってちょっと聞いたんで

すけど、それはどうなんでしょう。 

○委員長（井川佳子君） 

  浜本総務課長。 

○総務課長（浜本正義君） 

  総務課、浜本です。 

  昨年度より、若干増えておりますけども、

令和２年度につきましては、たんぽぽの家

を指定管理の選定委員会をさせていただき

ましたけれども、令和３年度につきまして

は、シートスとそれから右近の郷、２か所

想定しているということで、１か所増えた

ということでございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  ちょっと別件で質問ですが、予算書の６

９ページ、自治振興費です。説明資料は４

１ページなんですが、行政連絡協議員会事

務事業、これの関連指標というところで、

加入率が９０％というふうに明記してある

んですけれども、これは今、１４自治会と

いうふうに思っておりますが、これはどう

いうことなのでしょうか。９０％という数

字は。 

○委員長（井川佳子君） 

  浜本総務課長。 

○総務課長（浜本正義君） 

  総務課、浜本です。 

  これは目標値ということで捉えていただ

けばと思います。目標が９０％ということ

でございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  令和３年度については、１００％は、１

４自治会全部というわけではないというこ

とを想定してはるんですか。その点をちょ

っとどのように考えたらいいのか。 

○委員長（井川佳子君） 

  浜本総務課長。 

○総務課長（浜本正義君） 

  総務課、浜本です。 

  これ、各自治会ということではございま

せんでして、全自治会、全体的に自治会員

になられる方が９０％、これを目標にして

いるということでございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  秋元です。 

  予算書の６５ページ、説明書の１６ペー

ジなんだと思いますけども、ここのトヨノ

ノレポーターのことを触れてますね。説明

書の１６ページで。これがこの６５ページ

のどこに入ってくるのかちょっと分からな

いのと、前年度はトヨノノレポーターの組

織運営補助金というのが出てたと思うんで

す。それが込みになっているのかどうかも、

ちょっと説明お願いします。 

○委員長（井川佳子君） 

  中谷まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（中谷 匠君） 

  まちづくり創造課、中谷です。 

  まず、予算書のどこにあるかということ

で、予算書の６５ページの４番、地域活性

化事業のうち、保守管理委託料６０万円と、

この業務委託料３９０万円のうちの６０万

円の１２０万円、合計１２０万円が対象の
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事業となっております。 

  昨年度までは、補助金をということで考

えておりましたが、令和３年度につきまし

ては、その予算は減額としてゼロ円として

おります。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  ちょっと分かりづらかったのでお聞きし

ました。 

  それで、要は何かをこうやって業務委託

料と保守管理委託料６０万円ずつに分けて、

この協働による魅力発信事業をお願いして

るということですね。まず、分かりました。

後でまた考えます。 

  それでその上の住まいの相談窓口とあり

ますね。これってかなり専門的なものだと

思うんですが、これ今の事業、このまま続

けていかれますか、この補助金で。町の方

針だけお尋ねします。 

○委員長（井川佳子君） 

  中谷まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（中谷 匠君） 

  まちづくり創造課、中谷です。 

  住まいの相談窓口の運営につきましては、

令和３年度まではふるさとおこし協議会と

協定を結んで運営をということなっており

ます。ただ、令和４年度以降につきまして

は、どのような形で今後運営するかという

のを、来年度中に検討していくことになっ

ております。また、引き続き、ふるさとお

こし協議会にお願いすることになるのか、

また別の団体にお願いすることになるのか

等を、またプラスして違うところに協定を

結ぶとか、ちょっとそのような方策を今後

といいますか、来年度中に検討してまいり

たいと考えております。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  これは要望というのも変なんですけども、

豊能町、何か切り変えるときに、単純に指

定管理者募集かけて比べたりなんかするん

だけども、今回この住まいの窓口は窓口な

りにやっぱりそれなりに経験積んできたも

の、あると思うんです。ただ、やっぱりそ

れなりの成果が出てるかといったら、また

それは別な問題ですし、非常に専門的な知

識を要する仕事なので、やはり今後どうす

るかということは、きちっと私たちも納得

できるような説明で、この１年間考えてい

ただきたいなと思います。これは要望です

ので、お願いします。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  今の関連の質問になりますけども、実際、

令和３年まではふるさとおこし協議会が担

当しますというふうなことで、今後はまた

考えますということでしたけども、実際、

今後のことを考えるにおいては、実績はど

うなのかみたいなのが、当然問われるのか

なと私は思うんですけども、実際これまで、

この住まいの窓口、これ実績はどうやった

のか、そしてまた人口増、多分あんまり人

口増してませんけども、どのようないい検

討ができたのか、検討というか、いい関与

ができたのか、その辺りはどのように考え

ておられますか。 

○委員長（井川佳子君） 

  中谷まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（中谷 匠君） 

  まちづくり創造課、中谷です。 

  まず実績につきましては、物件の成約件

数を平成２９年から申し上げます。 

  平成２９年度が６件、平成３０年度が７

件、令和元年度が４件、令和２年度の１月

末現在で６件という形になっております。 
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  この住まいの相談窓口につきましては、

空き家バンクというのを一緒にやっていた

だいておりまして、大阪府版の空き家バン

クにも登録していただいて、府内の方がそ

ちらを見られて、豊能町の物件を見るよう

なところにも登録するようなことも担って

いただいておりまして、やはり町内だけで

はなかなか探しておられる方も少なく、府

内、大阪府のホームページに上げることに

よりまして、そちらから結構問合せがあり

ますので、そのようなことで今、一応この

相談等の窓口を受けていただいてるという

ことで、人口増加策の一部にはなっている

かというような認識をしております。 

  以上です。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  この空き家バンクのシステムそのものは、

大阪府版とリンクはしていると、今、御説

明ございましたけども、そこまでですか。

これ全国版にリンクとかいうのは、そこま

でいってないんですか。 

○委員長（井川佳子君） 

  中谷まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（中谷 匠君） 

  まちづくり創造課、中谷です。 

  全国版は今のところ行っておりませんが、

ちょっと今資料があれなんですけど、費用

が発生したかもしれませんので、今のとこ

ろ、しておりません。 

○委員長（井川佳子君） 

  そのほか、質疑ございませんか。 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  予算書６４ページ、企画費です。説明資

料は１５ページです。 

  ここには豊能町政ＰＲ事業ございます。

とよのんＰＲ活動事業、これは今、まちづ

くりで人口増に向けての大きな役割も果た

すものだと思っておりまして、豊能町のホ

ームページの月間平均検索数が5,４００件

というのは、多いのか少ないのかちょっと

分かりませんけれども、このことについて

ちょっとお尋ねします。多くなっているの

か、その点どうなのか、お聞きします。 

○委員長（井川佳子君） 

  中谷まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（中谷 匠君） 

  まちづくり創造課、中谷です。 

  こちらにあります平均5,４００件という

数値につきましては、目標数値としており

まして、実際の今の数字等はちょっと現状

として分かっていない状況でございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  分かりました。ＰＲしていくということ

が、皆さんが大変頭を本当にいろいろとア

イデアを生かしたものを頑張ってつくって

おられると思うんですけど、今、私がちょ

っとすごくいいなと思っているのが、これ

は後の豊能町の文化財保護法のところにも

関連するんですけれども、今、豊能の新聞

のほうで「はろーあさひ」というところに、

豊能町のいいところということで、探訪記

で豊能町の文化財をＰＲしている記事がず

っと載っております。６号発行されており

まして、豊能町の石仏を順番に紹介してい

るんですけども、これは元秘書政策課のほ

うにもいらっしゃった小嶋さんがやってお

られるということで、すごく興味深い、ま

た豊能町にこんな歴史のあるものがいっぱ

いあるんだなということが、改めて思い知

らされているわけですけれども、こうした

ものも含めてＰＲしていくと、歴史の好き

な人も結構いてますので、いろいろ講座も

やっておられますけども、また、これは豊
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能町として物すごく広くＰＲできるものだ

と思っておりますので、ここだけで終わら

すのはもったいないなと思うので、ぜひ豊

能町のよさの１つにもっと加えていくとい

うことが大事かと思うんですけどそれは、

これは御存じですよね。その点について、

ちょっとお伺いします。 

○委員長（井川佳子君） 

  すみません、予算書にどのように反映し

ますかみたいな、ホームページに紹介しま

せんかみたいな質問でいいですか。 

（発言する者あり） 

○委員長（井川佳子君） 

  中谷まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（中谷 匠君） 

  まちづくり創造課、中谷です。 

  ホームページのほうにつきましても、来

年度リニューアルを考えております。また、

今、「トヨノノＰＯＲＴＡＬ」というサイ

トがございます。その中で、豊能町の魅力

の発信を行っているところでございますが、

そちらのサイトにつきましても、今そのサ

イトのリニューアルも今一緒にちょっとや

っておりまして、そちらにつきましても、

近々「トヨノノＰＯＲＴＡＬ」につきまし

ては、魅力の発信をそちらで広く行えるよ

うな形を取っていきたいなと考えておりま

す。 

  以上です。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  予算書の６６ページ、説明書は多分１９

ページだと思います。 

  ふるさと寄附金の質問ですけども、去年

より上がっているというか、ちょっと私ど

れだけ上がったか比べたのがちょっと出て

こないんですけども。説明の中では、今年

が1,５００万円ぐらいの寄附で、来年は2,

５００万円ぐらい入るんじゃないかという

説明だったんですけど、その根拠は何かな

と。返礼品がこんだけ増えたとか、何かそ

ういうふうな説明がちょっといただきたい

んですけども。返礼品を、いろんな形を町

と働きかけてこんだけ増えましたみたいな、

何か成果みたいなのがあったら、お願いい

たします。 

○委員長（井川佳子君） 

  中谷まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（中谷 匠君） 

  まちづくり創造課、中谷です。 

  返礼品につきましては、今年度、上手工

作所の商品の追加を行っております。ふる

さと寄附のサイトの追加ということで、

「さとふる」というサイトの追加を行って

おります。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  それだけ全国の住民に見てもらう場所を

多くしたということですね。まず、それ分

かりました。 

  それで、もう一つその下にある１８の自

治体クラウドと説明があるんですけども、

ちょっと私これ５００万円かける、予算５

００万円ですけども、そこの中身がちょっ

とどういうものかイメージつかないので、

説明お願いします。 

○委員長（井川佳子君） 

  中谷まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（中谷 匠君） 

  まちづくり創造課、中谷です。 

  すみません、まず先ほどの１個前の質問

で、「さとふる」と申し上げましたが、

「ふるなび」でございます。訂正をお願い

したいと思います。申し訳ございません。 

  ふるさと起業家支援金の５００万円につ

きましては、こちらもふるさとチョイスの
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規定があるんですけど、１プロジェクト最

低１００万円で募集するということになっ

ておりまして、現在は１００万円かける５

事業で計画しておりますが、金額につきま

しては、最低１００万円ということになり

ますので、例えば２００万円とかで応募す

る場合でも対象となりますが、予算としま

しては、今のところ１００万円かける５の

事業の５００万円ということで、予算計上

をさせていただいてるものです。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  この手はちょっと弱いもので分かんない

んですが、例えば、豊能町の中でこういう

事業をしたいと。それで応募しますと。こ

れ豊能町の活性化のためにいいじゃないか

と。じゃ１００万円出しますというふうな、

そう理解していいですか。 

○委員長（井川佳子君） 

  中谷まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（中谷 匠君） 

  まちづくり創造課、中谷です。 

  すみません、ちょっと説明が不足してお

りまして、申し訳ございません。 

  今回、令和３年度につきましては、今、

令和２年度にトヨノノ応援会というプロジ

ェクトを実施しておりまして、今現在２１

プロジェクトがございます。そちらのプロ

ジェクトで、その起業家を支援するために、

今現在といいますか、今後応募をさせてい

ただいて、その事業を応援していただける

方が寄附していただくというようなもので、

それが最低１００万円の事業となります。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  私もクラウドといったら、何か応援する

イメージしかないんですね。クラウドと聞

いたら、何か応援するんだろうなと思って。

これはだから町が応援するお金ではないん

ですか。そこら辺、ちょっと分からないん

です。申し訳ない。 

○委員長（井川佳子君） 

  中谷まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（中谷 匠君） 

  まちづくり創造課、中谷です。 

  ふるさと寄附を募るという形になりまし

て、そちらに寄附を集まったものに対しま

して、町がその金額を、プロジェクトを立

ち上げられた方にお金を支払うというもの

が５００万円で計上させていただいている

という形で、例えば５００万円以上寄附が

集まった場合は、例えば７００万円集まり

ましたとなりますと、歳出で５００万円し

か組んでおりませんので、２００万円町が

頂くことはできませんので、その場合はま

た歳出の補正予算を来年度中にお願いする

ことになりますが、それは金額がどうなる

か、寄附額が幾らになるかによるというこ

とになりますので、またよろしくお願いし

ます。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  今の関連なりますけども、これって先ほ

ど来、ちょっと盛り上がってましたあの戸

知山の活用いいますか、そういった部分に

も関連していく、例えば、戸知山何とか活

性化するぞみたいな、そういうふうな人が

出てきた場合、そういうところにこのお金

がつぎ込めるということなんですか、もし

よければ。 

○委員長（井川佳子君） 

  中谷まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（中谷 匠君） 

  まちづくり創造課、中谷です。 

  この起業家支援事業では、戸知山にとい
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うことは今、考えておりませんが、普通の

ふるさと寄附の中に戸知山の活性化という

メニューをつくるということは検討はでき

るかもしれませんけど、このふるさと起業

家の支援というところとは、別に何らかの

方法を考えることは可能という形になりま

す。 

○委員長（井川佳子君） 

  そのほか、質疑ございますか。 

  寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

  予算書の６２ページ、説明資料の４９ペ

ージの地方公会計制度対応事業は、令和３

年が減額になっている理由と、この事業に

ついて詳しく説明をお願いします。 

○委員長（井川佳子君） 

  仙波行財政課長。 

○行財政課長（仙波英太朗君） 

  行財政課の仙波です。 

  令和２年度の予算には、今使っておりま

す地方公会計制度の財務諸表を作るには、

先ほど説明しました財務会計のシステムと

別に公会計のソフトが必要になります。そ

の公会計のソフトで、今現在、令和２年度

現在は国のつくったソフト、これがもとも

と無料やったんですけれども昨年度から有

料になっておりまして、その分の予算が令

和２年度に措置されております。 

  そのソフトがもう令和３年度で、要は国

が提供をやめるということになってしまい

ましたので、今年度、令和２年度に新しい

ソフトを入れました。ということで、この

令和３年度の予算が少なくなっているのは、

令和２年度から国の分にお支払いするお金

がなくなったことによるものです。 

○委員長（井川佳子君） 

  そのほか、質疑ございますか。 

  西岡委員。 

○委員（西岡義克君） 

  すみません、西岡です。 

  ちょっと関連で思ったんやけど見過ごし

てしまって、説明書の５２ページの戸知山

周辺整備事業の件ですけども、これ先ほど

から説明聞いてますと、道路が非常に荒れ

ていると。将来、事故が起きるとかいうよ

うなことで工事をするんだということです

けれども、我々もこの戸知山のこの件に関

しましては可決しましたんで、だからあれ

これ言うつもりはないんですけども、これ

やっぱり戸知山周辺の整備事業ということ

であれば、やっぱり前向きに戸知山の有効

利用のために道路、もしくは配管工事をす

るというふうに設定づけないと、住民さん

に対して我々説明がつかへんのです。何で

荒れたんやと。今まで何しとったんやと。

裁判が起きて、あんたら何しとったんやと。

全く、賛成したから我々が言うべきことじ

ゃないけども、これまで平成１８年とか平

成２６年、平成２８年、３回にわたって、

高木部長も来てはりますけども、問題を起

こしていると。それに対して何らできない

で最終その裁判になった。それで結局和解

やと。和解の内容も聞かせてもらいました

けども、こんなん和解でも何でもないと私

は思ってますけども。それは別にして、と

にかくこのことで道路をぐちゃぐちゃにさ

れたと。それを、何のためにほんならその

補修工事をすんねやということで、いや荒

れてるから、またこれから道路を使うのに

どうのこうのいうことやけども、あの道路

は戸知山を開発したときについた道路なん

です。戸知山利用のために。ところが、戸

知山が全然利用できなかったと。これまで

もやってきたんです。それで山としてしか

利用できないという話もありました。そん

なことないんです。今までやってきたんで

す。ただ、これこの土地は非常な縛りも入

ってますけども、行政が主導的にやればで
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きるんです。私も大阪府も何回も言ってま

すけども。だからいわゆる職員の、この町

長の今回のこの予算書を、基本的には協働

が基本です。誰と協働するねんということ

もあんねん。こんなところで講演するする

必要ないけど、戸知山の有効利用のために

道路をあれするという意思はないんですか。 

○委員長（井川佳子君） 

  仙波行財政課長。 

○行財政課長（仙波英太朗君） 

  行財政課の仙波です。 

  もちろん戸知山を管理している行財政課

ですけれども、もちろん戸知山を有効活用

したいという思いは持っております。道路

についても、もちろん戸知山を有効活用す

るというのの前提で道路を直すという形に

はなります。ただ、先ほど申し上げたのは、

隣地の方々が使う道路でもあるということ

で、早急に直さなければいけないという必

要性は感じております。ただ、今現在の状

況では、具体的にこういう形で活用ができ

るという状況があって道路を直すというわ

けではございませんので、将来的な目標と

しては、活用をしたいために道路を整備す

るんですけれども、なぜ来年度かというこ

とになりますと緊急性を要しているからと

いう形で考えております。 

○委員長（井川佳子君） 

  西岡委員。 

○委員（西岡義克君） 

  緊急性というのは、道路を利用するから

緊急性があるわけでしょう。利用せえへん

かったら、緊急性はないわけです。じゃそ

れまでのところを、例えば今まで両端に民

間のあれもいてはりません。その人らが使

うために不便なんやったら、そこまではや

ったらよろしい。それから上のことは、今

緊急に必要なんかということもあって、こ

れ4,８６１万6,０００円ですか。大変な金

額ですよね。これを前向きにやるんやった

らいいけども、ただ単にきれいにしとくん

やとか、災害があったらって、災害があっ

たらというのは、今まで何回もそういうあ

れはあったはずなんです。何もしてないわ

けです。この柳井組の対応ばっかりして、

やってきてはらへん。３回も問題起きてん

です。それまで何にもしてきてないんです

よ。結果、最終的に和解みたいな裁判。そ

れまでになぜできなかったのか。これはや

っぱり協働です。協働って、まず自分がや

ることです。ない部分をいろんな人に協力

してもらってやる。それを協働の精神が、

今回のは町長のこの町政運営方針、基本は

協働ですよ。やる気がない、ただのシティ

プロモーションなんて偉そうなこと言って

るけど。だから職員がシティプロモーショ

ン、シビックプライド、プライド持ってや

れということ、これが基本なんです。これ

はぜひ前向きに、将来戸知山をどうするか、

何年計画なんか、やるのかやらないのか、

やらないのだったらやらない、はっきりせ

んと、これ今、中途半端に将来はやるかも

分かりませんみたいな言い方で、この道路

を工事するのは、住民さんに責任を負わし

たということになるんです。柳井のやった

ことを何で町が金出してやらなあかんのか。

町が、職員さんが解決できなかった部分を

金で解決するということは、住民さんの金

でやるということです。何の相談もない。

何の議論もなかった。住民さんの説明もな

かった。議会にもなかった。いきなり出て

きて和解ですと。和解も事前に話なかった。

こんなん和解違います、はっきり言って。

それは置いて、前向きにまちづくりのため

に、戸知山を利用するために道路をつける

というのやったら、この予算は建設公債で

すわ。赤字公債じゃない。御存じですか、

赤字公債と建設公債。建設公債なんですよ。
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建設公債としてこれを出すのかということ

を、今を聞いてるわけです。具体案をこれ

からやっていくのかどうか、その辺ちょっ

とお聞かせください。 

○委員長（井川佳子君） 

  仙波行財政課長。 

○行財政課長（仙波英太朗君） 

  行財政課の仙波です。 

  もちろん、戸知山の活用については、こ

れから町に役立つために活用できるように、

いろいろな方法を検討していきたいと考え

ております。 

○委員長（井川佳子君） 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  ありがとうございます。 

  私に交代してから、やっぱり皆様から戸

知山の有効活用というのがあります。やは

り町の財産でもあります。ただ、法律的に

は非常に厳しい部分がありますけれども、

自然活用というところと、それから今、い

ろいろなお話をいただいてる方々のものも

含めて、私はこの戸知山を有効活用したい、

その思いです。 

  今回の道路に関しては、災害の部分があ

りましたし、それから住民の皆さんもあり

ますので、最低限の道路を直す。その直し

た状態のところでは、戸知山がさらに有効

活用できる、このものをしっかりと私はし

ていきたいという思いでございますので、

どうぞお認めをいただきたいというふうに

思います。 

○委員長（井川佳子君） 

  西岡委員。 

○委員（西岡義克君） 

  だから、責任を取ってからやるんやった

らよろしい。結局、これ今まで３回も長き

にわたって、これ開発したのいつですか、

これ。昭和６３年ですわ。元年から三井興

産が、これ、関西学術研修の森という名目

で、大手企業に対して研修センターを分譲

する。その一部を我々豊能町にくれたんで

す。そこは我々としては、いわゆる生涯学

習社会に向けて生涯学習センター造ろうと

いうことで、これずっときたんです。最終

が、柳井組か何か知りませんけど、３回ほ

どやったときに一切行政としては行政勧告

もしないし、やったけどできひんかったの

かも知りませんけども、何ら３回とも何の

処罰もあれもないんです。それは責任取っ

てないですよ、行政として。住民さんに全

部押しつけてるわけですよ、つけを。財政

が厳しい中で町の将来性を見たときに、き

ちっとした、これでもそうですよ、道路こ

れだけの金かけるんやったら、先に委員会

でも立ち上げて、何でもこうこう先にせな

あかんです。こんなもの、言うたら悪いけ

ど、将来やりますって、やりませんわ、は

っきり言って。考えます、検討しますとい

うのは、やらないということです。きちっ

とプランを立てて、提示してから予算上げ

るべきです。今、町長言われたように、将

来的にあなたの思いもあるから、そんなん

否定したって仕方ない。これからやっぱり

協働して行政も議会もやっていきたいと思

うんですけど、その辺、事前のちゃんとし

たものつくってから、できたら予算上げて

ほしいなと。これは要望しときます。 

  町長の考え、ちょっともう一回、聞かせ

てください。 

○委員長（井川佳子君） 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  本来ですと、具体的なものがあって、絵

を描いて、そのために道路整備ということ

であれば、そういうものが必要だと思いま

す。順番としてもやっぱりそういうことだ

と思いますけど、今回の場合は、水路のも
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のを造る、それから周辺の住民の方もおら

れますので、我々が引き継いだ道路を整備

をもうしないといけないというところがあ

りましたので、先にこれを上げさせていた

だきましたけれども、ポンチ絵に関してと

いいますか、総合プランに関しては議会の

ほうからも御提案いただいたものも、それ

からそれ以外のものも含めて、早急に絵を

描きながら進めていきたいと。民間企業で

あるとか、そういうところに対する御説明

も含めて、そういう法律的に可能な施設と

かというのも、ちゃんと説明をしないとい

けませんので、それらを準備をして誘致を

図っていきたいと思いますので、今回のほ

うは緊急性というところで御理解をいただ

きたいと思います。ただ、戸知山の有効活

用については、しっかりと協議をさせてい

ただきながら、最低の予算で効果が得られ

るよう、特に住民の憩いの場、それからい

わゆる関係人口が入るこの自然を生かした

ところのものを、しっかりと整備をしてい

きたいというふうに考えております。 

○委員長（井川佳子君） 

  そのほか、質疑ございますか。続きです

か。 

  西岡委員。 

○委員（西岡義克君） 

  こういう民間相手、いわゆる官民でやる

場合はやっぱり、私も大阪府へ大分行きま

したけど、このときは。やっぱり行政が主

導的にならないと、こんなものできない。

高木部長も大変な部署にばっかり行っては

るわ。相手、民間ばっかり。ダイオキシン

もそうや。もう民間なんて死に物狂いです

わ。明日、飯食わなあかん。生き残りやっ

てるんです。それについていく、先頭切っ

てやるような形でないとできない。こんな

ん規制なんか、何ぼでも緩和、外せますよ、

これ。町が主導やったらですよ。町が主導

やったら民間もついてきます。民間にお任

せやったら絶対できない。その辺のやっぱ

り職員に対するフォローの、きちっとやっ

てお願いしたいと思います。言うときます。 

○委員長（井川佳子君） 

  そのほか、質疑ございませんか。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  今回の説明、戸知山の件なんですけど、4,

８００万円の内訳の簡単な図面、沈砂池の

前、今、塞いでますわね。あそこから戸知

山に至るまでの道を、この4,８００万円何

がしかけて水路２本、それから道路を造る

のかなという予算かなと思っているんです

が、そういう意味ですか、これ。どんなふ

うにしようとしてるのか。予算上げた以上、

ラフ図みたいなのがあると思うんですけど、

それは出していただけるんですか。 

○委員長（井川佳子君） 

  仙波行財政課長。 

○行財政課長（仙波英太朗君） 

  行財政課の仙波です。 

  今回の予算につきましては、排水整備工

事、この排水整備工事というのは、要は柳

井組の旧敷地内に水路を通して、いわゆる

ゴルフ場をはじめ、そういう戸知山全体に

流れる雨水、それを調整池に流すという道

路を通らない水路を整備する工事が2,０３

１万7,０００円。舗装等復旧工事、この舗

装等復旧工事の中には、道路の舗装部分と

先ほど申し上げました道路の側溝、それを

復旧する工事も入っております。それが2,

６７７万4,０００円。あと、調整池に今、

土が入ろうとしている部分、それを直す応

急工事ということで１５２万5,０００円の

トータルになっております。 

  その図面については、今日の予算委員会

中に、ちょっと後ほど回答させていただき
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ます。すみません。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  もう一点だけ、確認します。 

  戸知山というのは、さっき憩いの場とか

いろいろおっしゃってましたけど、それに

はやっぱり下水道設備と水道、それは私た

ち議会でも話し合ったときネックだったん

ですけども、それは豊能町主導だったら、

今の西岡委員の質問でしたら、可能だとい

うことですね。何かそれらは最初からもう

全然規制がかかって駄目なような説明も聞

くし、いやそうじゃないという説明も聞く

し、そこの辺りはどうなんですか。もとも

と研修所造るのが可能なんだろうなと私は

思ってるんですけど。 

○委員長（井川佳子君） 

  まちづくり調整監。 

○まちづくり調整監（松本真由美君） 

  松本です。 

  上下水があそこは通っていなくて、下か

ら通していくにしても、かなりの費用がか

かります。それをするに当たって、まず計

画を立てて、そこからということになりま

すので、それをした上で戸知山をどうにか

進めていこうと思うと、また何年も先の話

になります。 

  今、考えているのは、それは必要、それ

ができればもっと利活用の幅は広がるとい

うことは重々分かっておりますし、それを

進めていきたいというようなことも、中で

は話はしておりますが、それをすることな

く、まず利活用できる第１歩は何かという

ことで、先ほど御説明させていただきまし

た自然を生かす、そういう形で何かできな

いかということで検討をしているところ、

今来てる３件、３件のうち全てが見ていた

だいてかなうというものではありませんが、

そのうちの１つには、グランピングですと

か、そういう形での活用もありじゃないか

なというような御意見も賜っておりますの

で、まずはそこからというふうに考えてお

ります 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  文句言いたくないけど、無理でしょう、

はっきり言って。それはここ何年も議会も

いろんな議場の場で、皆さん提案してきて、

言ってきたことですよ。しかも、そういう

具体的に提案持ってた人もいたと思う、確

か。私もいろんなサイクリングとマウンテ

ンバイクとか聞いてみました、業者に。で

もやっぱり下水道がなければの話しなんで

す。それ本当にこの四千何百万かけて可能

ですか。考えていただきたい。本当に確実

にこういうものがあるというならば、そら

そうだねとなる。だけど、今の説明だけで、

もう本当に何かもう泣きたくなるほど辛さ

があります。これは意見ですけど、言っと

きます。下水道に関しましては、分かりま

した。無理だってこと。 

○委員長（井川佳子君） 

  そのほか、質疑ございますか。 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  中川です。 

  そうしましたら、予算書の６６ページ、

それからこの説明資料の１０３ページ、事

業名、小事業名は女性活躍推進事業という

ふうなことで、毎年取り組んでいただいて

いるんかなと思いますけど、この予算の額

が去年は６７６万円、それに対して今回３

２８万円、もう半額になってますんですけ

ども、これはどういった意味で半額、半分

ぐらいになっているのか。あと、逆に言う

と女性の活躍支援するのをちょっと下げる
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んかみたいな、そんなふうに取れるんです

が、その辺りどうなんでしょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  浅海住民人権課長。 

○住民人権課長（浅海 毅君） 

  住民人権課の浅海でございます。 

  これまで、今年度も含めまして、女性活

躍推進事業ということで、マルシェ支援事

業、それから人材育成事業として、これま

で行っておりました。 

  人材育成事業につきましては、この３年

事業を続けてまいりました。次年度に関し

まして、当初の２年間は国の交付金がござ

いましたので、それを活用しながら実施し

てまいりました。今年度、令和２年度に関

しましては、その国の交付金が切れたとい

うことで、非常に財政的にも厳しい状況で

はございましたが、何とか今年度につきま

しても、人材育成事業を続けてまいりまし

た。 

  次年度は、どういう形でこれを続けてい

くかということで、これまでやってきた内

容と少しちょっと変わりますが、これまで

委託してきておりました人材育成事業の一

般社団法人さんにと、あと、これまで市民

団体としての女性活躍のとよのわたし研修

室という団体さんが、これからさらに御自

身、自分たちの団体で、それからそれに賛

同する皆さんと一緒にその人材育成を今後

も続けていくための経費として、減額には

なっておりますが、そういった事業をこれ

からしてまいりたいなと思っております。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  そうしましたら、金額は下がっているけ

ども、引き続きしっかり取り組んでいきた

いということなので、そういうふうに受け

取ったんですけども、額が下がっても何と

かやっていけるということでよろしいんで

しょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  浅海住民人権課長。 

○住民人権課長（浅海 毅君） 

  住民人権課、浅海です。 

  頑張ってやっていきたいと思っておりま

す。 

○委員長（井川佳子君） 

  そのほか、質疑はございませんか。 

  寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

  予算書の６８ページ、説明資料の３９ペ

ージなんですけれども、４番目のこの地区

ハザードマップ作成事業が令和２年度がゼ

ロで、今回５５万円で、東ときわ台地区と

いうことなんですけども、今後、ちょっと

確認したいんですけが、ハザードマップの

未作成の地区はあるのかどうか。確認しま

す。 

○委員長（井川佳子君） 

  浜本総務課長。 

○総務課長（浜本正義君） 

  総務課、浜本でございます。 

  今現在ですけども、ハザードマップ作成

しているのが、１４自治会中７自治会とい

うことになります。来年度は、東ときわ台

が、これ予定されてます。このとおりにな

りますと、８自治会という状況でございま

す。 

○委員長（井川佳子君） 

  寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

  ほかの地区については、作成することに

ついては、何か検討しているんでしょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  浜本総務課長。 

○総務課長（浜本正義君） 

  総務課、浜本でございます。 



30 

  これは、行政連絡協議員会議等の中で、

私どものほうからハザードマップの作成す

るようにと。ここ近年はちょっと強く言え

てないんですけども、ずっと言ってまいり

ました。その中で、作成される自治会、自

主防災組織さんが手を上げられて作成して

いただいてるというような状況でございま

す。これ、町と一緒にやっているんですけ

ども。 

  作成されていない自治会さんにつきまし

ては、これはイコールではないんですが、

自主防災組織の組織化もちょっとできてな

いようなところもございますので、それと

はまた自主的なちょっと、もうちょっと自

主防災組織もそうですけども、こういった

マップもそうですし、そういったもんの力

をもうちょっと力を入れていただくように、

こちらのほうも強くちょっと言っていきた

いと思っております。そういったところが、

ちょっと弱い自治会さんなのかなというふ

うには思っております。 

○委員長（井川佳子君） 

  そのほか、質疑ございますか。 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  中川です。 

  予算書の６５ページ、お願いします。そ

れで、概要説明資料２９ページです。小事

業名、ＮＰＯ等支援事業というふうになっ

てます、名前は。これにつきましては、令

和２年と比べて約２倍近くの予算、７６万5,

０００円を今回計上されておりますけども、

この辺り内容見ますと、何か研修会への講

師派遣等行うというふうな文言があります

が、実際はそのような講師派遣等の要件が

結構増えるということで、額が倍増という

か、なっているというふうに考えといたら

よろしんでしょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

  秘書人事課、池田でございます。 

  令和３年度に増額している理由でござい

ますが、派遣の委託料が増額したというわ

けではございませんでして、負担金補助及

び交付金のところで、ちょっと実績が増え

ているというところで４０万円弱、ちょっ

と増額しているということでございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  その負担金等が増額というふうに今聞い

たんですけど、それはどのように考えたら

いいんですか。負担金が増額というのは。 

○委員長（井川佳子君） 

  池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

  秘書人事課、池田でございます。 

  ＮＰＯ団体の方々、団体さんが町のほう

に寄附をしていただくと。寄附をしていた

だいた分の経費を除いて９５％分について

補助金を交付するということになっており

まして、これ実績に基づいて補助金を交付

するということになっておりますので、こ

の増分といいますのは、前年、ちょっと４

月３月の実績ではございませんが、１年分

の実績に応じた分を予算化するものでござ

います。 

○委員長（井川佳子君） 

  そのほか、質疑ございませんか。 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  たしか町長、町政運営方針の中で、観光

のことで高山と花折街道のこと、どこか触

れていたと思うんですけれども、ちょっと

具体的に分からないんですけど、その花折

街道のことで、もしかしたらということで

質問させていただきます。 
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  予算書６５ページの下から７段目、のせ

でんアートライン妙見の森負担金とありま

す。これ、去年より７万円ぐらい増えてい

るのかな、確か。それが花折街道への観光

活性化というふうに理解してよろしいでし

ょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  中谷まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（中谷 匠君） 

  まちづくり創造課、中谷です。 

  この、のせでんアートラインの企画とい

うものにつきましては、令和元年度にふる

さと寄附として入ったものに対しまして予

算化したものでございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  私がお尋ねしたかったのは、花折街道の

活性化のために増やしたのかなと、そうい

う考えがあったのかなと。どうもそうじゃ

ないらしいですね。分かりました。もし、

そうだったらそれでいいです。別途、どこ

かなと聞くだけですから。いいです。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  予算書の６１ページの一般管理費のとこ

ろで、説明資料では２５ページ、文化の日

の表彰事業のところでございます。 

  令和３年度では、予算が増えているんで

すけれども、この表彰する方の人数が増え

ているということで、この予算が上がって

いるんでしょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

  秘書人事課、池田でございます。 

  令和２年度につきましては、実施ができ

ておりませんでしたので、令和３年度に、

その対象者の方も含めまして実施する予定

をしておりますので、大体倍増ということ

になっております。 

○委員長（井川佳子君） 

  そのほか、質疑はございませんか。 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  すみません、中川です。 

  予算書の６６ページ、説明資料は１６３

ページです。 

  支所庁舎管理事業という事業名になって

いますが、これにつきましては、令和２年

と比べて約１割程度、予算が今回増えてお

りますけども、この辺りはどういった内容

で増えているんでしょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  南吉川支所長。 

○吉川支所長（南 小百合君） 

  吉川支所の南でございます。 

  こちらにつきましては、環境課のシャワ

ーブースを来年度、着工されるんですけれ

ども、それの分の電気代、上下水道代の予

算が３６万円でございます。 

  それとあと、業務委託料で総合駐車場、

第１総合駐車場が３月３１日付をもって閉

鎖させていただきますので、４月１日から

第１駐車場が、門扉を施錠させていただい

て、使えなくなるんです。使えなくなりま

すので、誤って第１駐車場にお越しになる

と、事故の原因等もあるかと思いますので、

ちょっとガードマンの方を置かせていただ

いて、第１駐車場は使えないということと、

第２駐車場を御利用くださいということを、

４月の初め２週間ぐらいなんですけども、

委託させていただく予定としております。 

  説明、以上でございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 
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  そういうことですか。ガードマン、やっ

ぱりいるんですか。何か、ポールか何か赤

いコーンか何かで入れないようにしといた

らいいんかなと思ったんですが、そういう

わけにいかないんですか。 

○委員長（井川佳子君） 

  南吉川支所長。 

○吉川支所長（南 小百合君） 

  吉川支所の南でございます。 

  第２駐車場だけで施設利用者の方が十分

駐車ができるかどうかという調査も含めて

させていただきたいなと思っております。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  第２駐車場だけでいけるんかどうかみた

いな、今お話でしたけど、ちょっと観点変

わりますけども、この間ときわ台の交番所

の近く通ってたら、交番所の横の空き地と

いうか、あそこきれいに駐車場の形になっ

てましたけども、あそこも今後何かの形で

活用していくみたいなことやったんかなと

思いますけど、その辺りも含めたら結構台

数がもう少し確保できるんかなと思うんで

すが、その辺りどうなんですか。 

○委員長（井川佳子君） 

  南吉川支所長。 

○吉川支所長（南 小百合君） 

  吉川支所の南でございます。 

  交番横の駐車場は、今第１駐車場と停め

ております公用車、公用車置場です。あと、

吉川支所前の１０台程度を吉川支所の施設

利用者の方に利用していただく目的で、今、

吉川支所前、公用車を停めさせていただい

ているんですけど、そちらのほうを交番横

に移って、させていただいく予定でござい

ます。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  ということは、交番所横はあくまでも公

用車のみの駐車場と。一般の住民さんが使

うとなった場合は、利用する場合には、今

の支所前と裏側の第２駐車場、その合計の

台数が一般の方が施設利用のときに使える

という、そういうことでよろしいんですね。

分かりました。 

○委員長（井川佳子君） 

  そのほか、質疑ございますか。 

  寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

  予算書の６４ページ、説明書の１４ペー

ジの武庫川女子大学連携協定事業５０万円

なんですけど、令和３年度の具体的な取組

について伺います。 

○委員長（井川佳子君） 

  中谷まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（中谷 匠君） 

  まちづくり創造課、中谷です。 

  こちらの５０万円につきましては、武庫

川女子大学と連携協定を結んでおりまして、

健康なまちづくりを大きなキーワードで、

ちょっとまだ最終打合せ等はできておりま

せんが、公園等の活用について検討してま

いりたいと考えております。 

  以上です。 

○委員長（井川佳子君） 

  もう１２時ですので、休憩を取りたいと

思います。 

  どうぞ、秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  今、ちょっと町のその予算書の上げ方な

んだけど、前回はたしか武庫川女子がどう

の、こんだけですとか書いてあったんだけ

ど、今回そういったことが出てこないので、

さっきもこの内訳はどうなってますか、ト

ヨノノレポーターどうなってますかと質問

させていただいたんだけど、これは何か意
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図的なもの、意図的なものとは悪い言い方

になるけど、何かいく場所が変わったとか

何か理由があるんですか。去年のはっきり

武庫川女子とか書いてるんで分かりやすか

ったんだけども。どこかに移動したとか。 

○委員長（井川佳子君） 

  仙波行財政課長。 

○行財政課長（仙波英太朗君） 

  行財政課の仙波です。 

  去年と特に表示方法が変わったわけでは

ございませんで、予算書のほうは予算科目

別に数字のほうを記載しております。例え

ば、需用費の消耗品であるとか、人件費の

職員手当とか書いてあります。 

  当初予算説明資料のほうは、大事業が１

ページ単位になってまして、大事業ごとの

中にある小事業ごとの明細という形で記載

をさせていただいております。ちょっとす

みません、去年の武庫川女子大学がどこで

どういう形で明確になっていたかどうか、

今ちょっと確認をしておりませんが、去年

と今年とで表示の仕方が変わったというこ

とはございません。 

○委員長（井川佳子君） 

  すみません、ここで休憩に入りたいと思

いますが、総務の質問ってまだ続きますか。 

  では、休憩させていただきます。再開は

１時といたします。放送をもって連絡をい

たします。 

（午前１１時５９分 休憩） 

（午後 １時００分 再開） 

○委員長（井川佳子君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  中谷まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（中谷 匠君） 

  まちづくり創造課、中谷です。 

  午前中に、秋元委員のほうから御指摘い

ただきました武庫川女子の負担金の件でご

ざいます。 

  本来ですと、予算書６４ページの政策推

進事業の１８・負担金とあるんですけど、

その下の段に武庫川女子大学連携事業負担

金という名称を入れないといけないところ

でございましたが、ちょっと漏れ落ちてお

りまして、隠しておったというわけではご

ざいません。申し訳ございません。追加の

ほう、お願いしたいと思います。よろしく

お願いします。 

○委員長（井川佳子君） 

  仙波行財政課長。 

○行財政課長（仙波英太朗君） 

  行財政課の仙波です。 

  先ほどお配りいたしました資料について、

少し御説明をしたいと思っております。 

  左から１番、場内排水整備工事、２番、

道路復旧工事、３番、応急復旧工事として

おります。図面といいますか、図が３つ並

んでおりまして、１番が場内排水整備工事

になっております。この図のうちの黄色く

塗っているところが、要は戸知山の道にな

ります、今現在走っている。図の左側が、

戸知山の山の上、頂上ら辺、頂上方向。右

側が、ちょうど右側の下のほうに調整池い

うて書いてあるんですけれども、調整池が

あるところを、地図には写っていないのに

イメージという形で調整池を入れておりま

す。 

  水はこの図でいうと、左から右に沿って

上から下へ流れるという形になっておりま

す。 

  １番の場内排水整備工事というのは、こ

こで赤い矢印が書いてあるんですけれども、

ちょうど図面の真ん中に青い丸がありまし

て、そこが要は柳井組が土のうを埋めたと

ころになるんですけれども、そこから調整

池に向かって旧柳井組の敷地内を真っすぐ

通るこの赤い矢印のとおり、ここに要は排

水溝といいますか、溝の設置を行うという
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工事になります。これが１番下に概算金額

ということで、こちらちょっと万円単位に

なるんですけれども、2,０３２万円という

形で積算をしております。 

  ２番の道路復旧工事は、同じくこの真ん

中の青い丸のところからこの黄色い道路に

沿って、道路の図でいうと上側に赤い矢印

がずっと道に沿ってしてあるんですけれど

も、要はこの線に沿って道路を復旧する。

それで、真ん中に工事の名称として側溝を

設置する工事とかご工、かご工というのは、

今現在、道路の脇が崩れているところがあ

りますので、そこを要は復旧する工事がか

ご工でございます。あと舗装工、これはＡ

Ｓ舗装というのは、アスファルト舗装とい

う形で、この分が2,６７８万円。 

  ３番の応急復旧工事と書いてあるのが、

この図の一番右に調整池がありまして、そ

の下に小さく赤で囲った丸をしております。

ここに要は、土が調整池に流れないように

柵を設けて土が池の中に流入するのを防ぐ

工事、これが１５３万円という形になりま

す。 

  説明は以上です。よろしくお願いします。 

○委員長（井川佳子君） 

  ほかに質疑ございますか。 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  中川です。 

  そうしましたら、予算書の６８ページ、

それで説明書が３７ページをお願いしたい

です。説明書類の３７ページの小事業名、

住民情報化推進事業とありまして、これが

昨年、今現在の令和２年度と比べて７００

万円ぐらい減少しているという数字になっ

ておりますが、この辺りはどういったあれ

で、７００万円ぐらい今回は減るのかなと

いう部分、ちょっとよろしくお願いします。 

○委員長（井川佳子君） 

  浜本総務課長。 

○総務課長（浜本正義君） 

  総務課、浜本でございます。 

  イントラネット、職員が使っております

が、プリンターです。これのリース期間が

切れたということでございまして、リース

満了後もそのままずっと使っているんです

けれど、その予算がこの令和３年度には上

がっていないということが、主な原因にな

ります。これで大体４４０万円ぐらい減に

なっております。 

○委員長（井川佳子君） 

  そのほか、質疑ございますか。 

  西岡委員。 

○委員（西岡義克君） 

  予算書５９ページ、職員研修事業という

ところ、説明書のほうは２１ページ、この

職員研修事業、目的が職員の能力開発とモ

ラルアップのため職員研修計画に基づく研

修を実施することにより、職員一人ひとり

の自己改革を推進し、能力と意欲のある職

員の育成及び職員の資質の向上を図るとい

うこと書いてますが、今までどおり同じよ

うなことをやるんですか。 

○委員長（井川佳子君） 

  池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

  秘書人事課、池田でございます。 

  職員研修事業の内容でございますが、予

算に計上させていただいておりますのは、

階層別の研修、４階層、これはまだ中身に

ついては、今の段階では決めておりません。

年度当初に当該年度の研修計画というもの

をつくりますので、その中で職員に予算の

範囲内でということになりますので、その

時点で一番必要となる研修を精査させてい

ただいて、実施していくということにして

おります。 

○委員長（井川佳子君） 
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  西岡委員。 

○委員（西岡義克君） 

  １番必要とする研修、これを今から精査

するの。どれをメインにやっていくの、こ

れ。 

○委員長（井川佳子君） 

  池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

  秘書人事課、池田でございます。 

  今、説明申し上げましたのは、階四階層、

階層別でのメニューをこれから決めるとい

うお話をさせていただきましたが、例年、

職員に常に求められますコンプライアンス

であるとか、私ども今実施しております人

事評価、またもしくは個人情報の保護の関

係と。必要とされる分が多岐にわたります

ので、先ほど申し上げましたとおり、予算

の範囲内で、予算の都合で隔年になったり

ということもございますが、新たに入って

くる職員もいておりますので、その辺りを

徹底してやっていこうというふうに考えて

おります。 

○委員長（井川佳子君） 

  西岡委員。 

○委員（西岡義克君） 

  今、非常に予算が厳しいということもあ

って、町のこのシティプロモーションとい

うことも言ってますので、職員の意欲を、

これをどうレベルアップするか、かき上げ

るかということは、やっぱり基本やと思い

ます。今までも僕もいろいろ質問してきた

んやけど、シビックプライドとかシティプ

ロモーションとか、いいことはたくさん言

うてるんやけど、具体的にやっぱり僕は第

４次総合計画には参加させてもらいました、

充て職で。そのときに一回職員にデータ取

ったらどうやと。あんたら、どんなまちに

しようと思ってるねんと、データ取ったら

どうやということも言いました。全くそう

いうこともなかった。やっぱりやる気を出

さすということは、これの主目的やと思い

ます。町をどうするかということでは。そ

ういうことを起点にして、やっぱり予算組

み、これに書いてある階層的には違うと思

うんです。やっぱり管理職からいろいろあ

りますやんか。だからやっぱり基本的には、

皆が１つになって協働してやるという、町

長の基本方針です。そういうことになると、

やっぱり１つになる部分、やっぱりやる気

というか、そういうところかき上げる、そ

れが基本やと思います。そういうことを基

本に研修を、今までと同じようにやるんや

ったらやらんほうがましですわ。はっきり

言ったら。やっぱり新しいことをやってい

く、そして新しいまちづくり、それにはや

っぱりみんなが１つになるということが基

本やと思います。だから、協働の精神はま

ず自分がやる、ない部分をほかに協力して

もらう。我々も職員が今どういうことをや

って、どういう研修をして、どういう意思

でこのまちづくりについて仕事をしている

のか。分からへんかったら協働のしようが

ない。お互いに知らんとあかんわけ。今、

職員がどういう状況で頑張っているかとい

うことを議員が分からなかったら、我々に

できる、フォローできるものがどこにある

か分からへんわけ。だから、協働を基本に

して研修をしていただきたいと思います。

どうですか。 

○委員長（井川佳子君） 

  池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

  秘書人事課、池田でございます。 

  今、委員のほうから御指摘がありました

内容も踏まえて計画のほうを立てて、ちょ

っと説明、ちょっと補足になりますが、こ

こちょっと予算が伴うものということで計

上させていただいておりますが、例年、マ
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ッセ大阪のほうで、大阪府の府内の市町村

の職員を対象とした研修がございまして、

今年度はちょっとコロナの関係で中止とい

うのが相次いでおりますが、その研修メニ

ューの中に、これは各市町村からの研修要

望、こういうものを吸い上げて、より要望

の多いものを実施するというようなところ

で御案内をいただいておりますので、そう

いうものにつきましても、年度当初に職員

向けに、これは御自身で選んでいただくこ

とになりますが、受講をしていただくとい

うことと、あとあわせまして、今年度から

予算があまり少ないという中で、研修の重

要性というのも考えまして、一定の職員、

職員間での研修というのも今年度から実施

するということで、もう既に２回実施して

おりますので、この分についても、引き続

きやっていきたいというふうに考えており

ます。 

○委員長（井川佳子君） 

  西岡委員。 

○委員（西岡義克君） 

  やっぱり職員間、縦割り行政やなくてや

っぱり職員間の交流、意見交換、その辺も

含めてやっていただきたいと思います。 

  これ、要望です。 

○委員長（井川佳子君） 

  そのほか、質疑ございませんか。 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  中川です。 

  そうしましたら予算書の６０ページ、そ

れからこの説明資料の４８ページをお願い

します。 

  ４８ページは基金管理事業なんです。私

も過去遡って調べてみましたけども、令和

２年、今現在は1,５００万円の予算計上で、

その１年前の令和元年もたしか同じく1,５

００万円の計上になってまして、今回、令

和３年で1,０００万円増額の2,５００万円

というふうな基金の額に、積み増し額にな

っておりますけども、この辺り今後のこと

考えて、基金の量を増やしてるのは、とい

うふうな意味合いでよろしいんですね。 

○委員長（井川佳子君） 

  仙波行財政課長。 

○行財政課長（仙波英太朗君） 

  行財政課の仙波です。 

  今回1,０００万円増になっておりますの

は、この予算書の６０ページの下から３つ

目、ふるさとづくり基金積立金、こちらの

ほうが前回は1,５００万2,０００円であっ

たのが、2,５００万2,０００円、ここが1,

０００万円増となっております。これが何

で増になっているかといいますと、このふ

るさとづくり基金というのは、ふるさと納

税の寄附金を財源としておりますので、寄

附金の歳入が増えたというところで、その

増えた分をこちらに積み増しをしていると

いう形になっております。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  まだこれ質問していなかったと思います

が、予算書の６５ページ、企画費のところ

で広域連携事業、ここに２点丸ちょこちょ

こっとしてある分で、これは広域的にはい

い事業をされていると思うんですけれども、

この事業について、行政サービスの効率化

と向上を図る、またその下では、サービス、

いろいろ書いてありますけれども、このこ

とによって、今回は1,５００万7,０００円

計上されております。この事業で集客また

効果があったということで、引き続きこの

事業を続けられるということになっている

と思いますけど、その点の結果、どうだっ

たのか聞きます。 

○委員長（井川佳子君） 
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  中谷まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（中谷 匠君） 

  まちづくり創造課、中谷です。 

  まず、こちらの事業につきましては、大

きく共同処理センターの事務に対しての負

担金が、主な費用となっております。そち

らの費用が1,４２０万5,０００円が、共同

処理センターに払う負担金になっておりま

す。こちらは池田市、箕面市、豊能町、能

勢町の２市２町において、地方分権による

権限移譲された事務を共同処理するための

負担金で、現在、障害手帳の交付など、５

３の事業を共同で処理を行っているもので

ございます。 

  あとの残りにつきましては、国崎せせら

ぎ、龍化、出合地区の維持管理費などの負

担金と、あとは、のせでんアートラインと

かの負担金等になっております。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  お聞きしましたら、いろいろと含まれて

いるのが分かりました。これは、これから

また期待ができるものなのかなと思います

けれども、国崎のそういう管理維持、これ

はなかなか夏場が多いと思うんですけれど

も、そういうところは常に豊能町としても

パトロールといいますか、そういうことも

行いながら、この状況を続けて継続される

と、そういうことでよろしいでしょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  中谷まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（中谷 匠君） 

  まちづくり創造課、中谷です。 

  国崎周辺のあの公園等の維持管理に要す

る経費で、パトロールとかもこの経費を負

担金として、６２万1,０００円支払ってお

るんですけど、こちらの経費でそのパトロ

ール等も行っていただいております。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  経費、いろいろと入っておりますね。の

せでんのアートラインで参画をされてきて

おりけれども、これは豊能町もやはり入っ

ての、費用負担もしているということです

ので、この後に残ったいろいろなものがあ

りますよね。壁にいろいろスプレーで書い

たりとか、それから作品が残ったとか、そ

ういうのは、あとはどういうふうな処理を

されているですか。それぞれが持ち帰って

いるということになるんですか。アートラ

インでいろいろと催しやっておられました

よね。そのことについてちょっと。 

○委員長（井川佳子君） 

  中谷まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（中谷 匠君） 

  まちづくり創造課、中谷です。 

  アートラインで実施しました事業で、御

柱をつくるとかいうような事業もやってお

りました。東ときわ台の公園に設置してお

ったんですけど、昨今の土砂等が崩れた、

光風台地区で崩れた等がありまして、やは

りそういうものが住民の危険を伴うという

ことで、今年度にそちらのほうは一旦撤去

させていただくような形を取らせてもらっ

ておりますが、一応そのようなイベントで

使っていく費用となっております。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  御柱、３０メートルぐらいあったですか

ね。すごく長くて、とにかく重たいもので

すから、東ときわ台の方が、あれいつ片づ

けるのかとかというようなことがありまし

て、そういう催しをしたのは、置いとける

ものと、いろいろとあるでしょうけども、

あれは大変な撤去費用もかかったんじゃな
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いかなと思います。それだけちょっと気に

なっておりまして、そういう撤去費用も含

まれているということでございますので、

その点、こういう費用が重なっているとい

うことになっているんですね。撤去費用は

別ですか。トラックで撤去されたというの

は聞いております。 

○委員長（井川佳子君） 

  中谷まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（中谷 匠君） 

  まちづくり創造課、中谷です。 

  撤去費用につきましては、こちらのほう

には入っておりませんでして、のせでんア

ートラインのほうの予算でやっていただい

ているというような形になっております。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  今の関連になります。私も、のせでんア

ートのあの御柱、私も担いだ１人なんです。

物すごく重たくて、ほんましんどい思いし

てあそこに設置したんやけども、結局１年

後に撤去しないかんという半分残念な気持

ちでもあるんですけども、やっぱり安全考

えたら仕方ないんかなという気はいたしま

すけども、あれってどうなんですか。私は

ずっと置いておくもんやというふうな認識

でおったんやけども、あれは毎年そこにも

のを置かせてもらうよみたいな、そういう

ことをしっかりと申請して、それを継続し

ていかなあかんというふうな事情もあって、

今回住民さんの何かあまり前向きなあれも

なかって駄目やったということなんやけど

も。ああいうのってやっぱりのせでんアー

トでせっかくあんなしてやるんやったら、

しっかりと後々ずっと残せるようなものの

ほうが、私はいいかなと思うんやけども、

その辺り、今後ものせでんアートもやって

いくんやったら、一緒にやっていくんやっ

たら、その辺りちょっと考えないかんのか

な、どういうものやったらいいよ、こんな

ものはあかんよみたいなことをしっかりと

考えてやっていく必要があるんかなと、私

は今回のあの件を、東ときわ台の件を見さ

せてもらって思ったんですけど、その辺り

どうなんでしょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  中谷まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（中谷 匠君） 

  まちづくり創造課、中谷です。 

  企画段階で、どのようにして、実際にそ

れをどうしていくかというところまで、企

画段階でもうちょっと詰める必要があった

のではないかというふうに考えております。 

  今回、公園にということであったんです

けど、公園に常設するというような決まり

にはなっておりませんでして、１年１年更

新していくというようなことになっており

ましたので、今後、企画する段階で方針を

ある程度決めて計画してまいりたいと考え

ております。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  私はこの分類の仕方をお尋ねします。今

の件で。 

  前回は地域活性化事業として、武庫川女

子のことですとか、トヨノノレポーターと

か、今の入っていたのせでんとか入ってい

たんですけども、今回こののせでんと猪名

川上流の地域資源を活用するネットワーク

の会は、広域連携事業としてなってますよ

ね。この違いがよく分からないんです。イ

メージがつかないというか、目的が変わっ

たのか、１つその辺りお願いします。 

○委員長（井川佳子君） 

  中谷まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（中谷 匠君） 
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  まちづくり創造課、中谷です。 

  今回、ちょっと機構改革等によりまして、

まちづくり創造課ができたということで、

いろんな事業が昨年度の全く同じ形で表記

しているわけではございません。実際に、

言われておりました広域連携事業に他市等、

負担コストに対する負担金等につきまして

は、広域の連携事業であるだろうというよ

うなことから、予算の配置換えといいます

か、同じ費用とか事業なんですけど、配置

を今回ちょっと変えさせていただいたとい

うところがございます。 

  以上です。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  私は能勢電なんか地域活性化事業だと思

うんですけども、変えたことによって何か

前進するとか、そういうふうに受け取った

らよろしいのかな。それとも、単に変えた

だけ。 

○委員長（井川佳子君） 

  中谷まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（中谷 匠君） 

  まちづくり創造課、中谷です。 

  一応、今のところ事業自身を変えるとい

うようなことではございませんでして、こ

ちらの事務サイドとしましても、広域の連

携事業というのを集めたほうが分かりやす

いかなというような形で、このような表記

にさせていただいたということでございま

す。 

○委員長（井川佳子君） 

  そのほか、質疑ございますか。よろしい

ですか。 

  では、１つ。 

  予算書６８ページ、説明資料３９ページ

でございますが、防災対策事業で旧ふたば

保育所に置いている備蓄品をどこに移動す

るつもりかというのを伺いたいんですけれ

ども。 

  浜本総務課長。 

○総務課長（浜本正義君） 

  総務課、浜本でございます。 

  旧ふたば保育所に置いていた備品なんで

すが、昨年の末、今、老人憩の家、旧老人

の憩、こちらのほうに一時保管しておりま

す。 

○委員長（井川佳子君） 

  また老人憩の家は、まだ別の計画がある

と聞いているんですけど、そこからまた移

動されるおつもりで、この費用が上がって

いるんですか。 

  浜本総務課長。 

○総務課長（浜本正義君） 

  総務課、浜本です。 

  老人憩の家が、あと今プロポーザルです

か、そちらに入るということなんですけど

も、その前にこちらのほうが仮置きさせて

いただいておりましたので、その後、老人

憩の家の利用が決まりましたら、もちろん

移動はさせなあかんと思っておるところで

ございます。ちょっとその次の候補地はま

だ今決まっておりません。 

  それから、その移動に係る予算なんです

が、特に予算組みはしておりません。 

○委員長（井川佳子君） 

  もう一点ありまして、予算書が６３ペー

ジで、説明資料が５１ページでございます。

そこの庁舎等修繕事業５０万円でございま

すけれども、こちらは取りあえず予算立て

のために上げてあるのか、それともこの５

０万円でどこか修繕できるのか伺いたいで

す。 

  仙波行財政課長。 

○行財政課長（仙波英太朗君） 

  行財政課の仙波です。 

  この５０万円は、そちらの会議室の途中
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に間仕切りがあるんですけれども、本庁舎

の第１、第２、第３会議室というところの、

第１と第２の間に可動間仕切りと申しまし

て、要は１と２を一緒に使えたり、別々に

分けたりする壁があります、可動式の。そ

の壁がもう要は外れて危なくなっておりま

すので、その修繕費用として予算を計上し

ております。 

○委員長（井川佳子君） 

  ありがとうございます。 

  これからまた公共施設等をいろいろ再編

していくのに委員会があってというのは聞

いていたんですけど、その委員会までの取

りあえず５０万円かなと思ったんではなく

て、その可動間仕切りで５０万円するんで

すか。 

  仙波行財政課長。 

○行財政課長（仙波英太朗君） 

  行財政課の仙波です。 

  可動間仕切り、後で、要はガラガラと天

井とかにレールがありまして、そのレール

に沿ってこの壁をガラガラと動かす、よう

公民館にはないか、その扉を何遍も修理を

しているんですけど、要は扉が木製になっ

ておりまして、上に金具がついているんで

すけど、その金具が外れているんです。そ

の金具をつけようとするんですけれども、

もうその木製の扉自体がぼろぼろになって

いるんで、簡単な修繕がどうしてもできな

い。でも、その金具が外れているために、

今はちょっと、要はすごく壁が不安定な状

態になっておりまして、操作によってはち

ょっと危険もありますので、この庁舎を今

後どうするかは委員会で決定するんですけ

れども、どうしても応急措置的に予算組み

をしておりますものです。その場合、要は

もう今現在そういった扉を、木製の扉のそ

ういう金具自体がありませんので、もうこ

のレールとかその扉自体を全部交換するし

か方法がないということで、今回５０万円

という予算を上げております。 

○委員長（井川佳子君） 

  分かりました。 

  そのほか、質疑がなければ総務はもう終

結したいんですけど、よろしいですか。 

  では、そのようにさせていただきます。 

  それでは、次、７０ページ、項２・徴税

費から、８０ページ、項７・人権推進費ま

でを説明願います。 

  どうぞ、順次説明願います。 

○税務課長（千歳あや乃君） 

  税務課、千歳でございます。 

  税務課の所管します予算につきまして、

御説明させていただきます。 

  予算書７１ページ、当初予算説明資料１

０１ページを御覧ください。 

  項２・徴税費、目２・賦課徴収費でござ

います。令和３年度は予算が減額となって

おります。この主な要因としましては、町

税課税事業におきまして、令和２年度は固

定資産税の課税資料とするデジタル空中写

真撮影業務を行っており、この業務は３年

に１度実施するものでございますので、令

和３年度の予算計上がございません。その

ための減額でございます。 

  説明は以上です。 

○委員長（井川佳子君） 

  浅海住民人権課長。 

○住民人権課長（浅海 毅君） 

  住民人権課の浅海でございます。 

  私からは予算書の７２、７３ページ、予

算説明資料では１０４ページを御覧願いま

す。 

  総務費、戸籍住民基本台帳費の戸籍住民

基本台帳費、戸籍事務等窓口業務事業でご

ざいます。経常的な経費のほかに、令和３

年度におきましては、戸籍システムのリー

ス期間の満了に伴う機器の更新、それから
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戸籍法、デジタル手続法の改正に伴うシス

テム改修のための経費を計上しております。 

○委員長（井川佳子君） 

  仙波行財政課長。 

○行財政課長（仙波英太朗君） 

  行財政課の仙波です。 

  続きまして、予算書の７４ページを御覧

ください。当初予算説明資料は５５ページ

です。 

  総務費の項４・選挙費、目６・豊能町議

会議員一般選挙費の豊能町議会議員一般選

挙事業です。任期満了に伴う豊能町議会議

員選挙に要する費用について、予算措置を

するものです。 

  続きまして、予算書７５ページを御覧く

ださい。当初予算説明資料は次の５６ペー

ジです。 

  同じく項４・選挙費の目７・衆議院議員

総選挙及び最高裁判所裁判官国民審査費の

衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判官国

民審査事業でございます。衆議院議員の任

期が令和３年度中に満了するため、選挙に

係る費用について予算措置をするものでご

ざいます。 

  説明は以上です。よろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（井川佳子君） 

  ありがとうございます。 

  これより質疑を、ございますか。 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  中川です。 

  予算書７３ページで、説明資料は１０４

ページをお願いします。説明資料の１０４

ページの小事業のナンバー１です。戸籍事

務等窓口業務事業というふうになっており

まして、この約５００万円ぐらい減額にな

っておりますんですけども、この令和２年

と比べて。この辺りの要因は何でしょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  浅海住民人権課長。 

○住民人権課長（浅海 毅君） 

  住民人権課、浅海でございます。 

  こちらは戸籍システムのリース料が、こ

れが今年度は満了するということで、こち

らの、それは経常のものでしたので、それ

が減額ということになってございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  同じくその部分の事業概要というところ

で６点ぐらい、ちょぼが打ってありますが、

その一番下の旅券発給事務に係る窓口対応

業務の実施となっているんですけど、これ

はどのように捉えたらよろしいんでしょう

か。 

○委員長（井川佳子君） 

  浅海住民人権課長。 

○住民人権課長（浅海 毅君） 

  住民人権課、浅海でございます。 

  旅券発給事務ということで、パスポート、

こちらのほうは発給するに当たりまして、

今現在、池田市さんのほうに業務を委託を

しておりまして、その委託している経費で

ございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  ということは、今、池田でやってもらっ

ているのを、うちでやるような窓口ができ

ますよという、そういう意味じゃないんで

すね。 

○委員長（井川佳子君） 

  浅海住民人権課長。 

○住民人権課長（浅海 毅君） 

  住民人権課、浅海です。 

  はい、まだ継続して池田市さんのほうに

お願いをする予定でございます。 
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○委員長（井川佳子君） 

  そのほか、質疑ございませんか。 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  それって、大阪府からの権限移譲の関係

ですよね。それはばらばらなのか。さっき

その質問したところに入ってましたね。権

限移譲の件でまとまって、どんと。何だっ

け、地域関係どうのこうのと。それとは違

うから、ここにあえて上げているというこ

とかな。だからこれ、この後、いろんな権

限移譲のものは土木で上がったり、いろい

ろするという理解でいいですか。ちょっと

そこだけお願いします。 

○委員長（井川佳子君） 

  浅海住民人権課長。 

○住民人権課長（浅海 毅君） 

  住民人権課、浅海でございます。 

  今、委員おっしゃるとおりでございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  中川です。 

  これは予算書７６ページで、説明の資料

は３１ページでございまして、これの説明

資料の小事業３つある中の一番下の３番目、

令和３年経済センサス活動調査事業という

ことで、その横に事業概要をつらつらと書

いていただいておるんですけど、これは質

問というよりも、文章が何か一番最後の２

行ありますよね。これと同じ文章がその上

の行にも全く同じ文章があって、ダブって

るように思えたんですけど、これはダブり

じゃないんですね。読みますね。農林漁家

を除く全ての事業所及び企業の経済活動の

状況を調査し、全ての産業分野における、

そこから先ですね、事業所及び企業の活動

からなる経済の構造を全国的及び地域別に

明らかにする、で、事業所及び企業の活動

からなる経済の構造を全国的及び地域別に

明らかにするという、何か同じような文章

が２回出てくるような、何かこれ、念押し

のために文章が入っているのか、それとも

ダブりなのか。 

○委員長（井川佳子君） 

  池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

  秘書人事課、池田でございます。 

  申し訳ございません。重複しております

ので、訂正のほうよろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（井川佳子君） 

  そのほか、質疑ございますか。 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  予算書７４ページ、それから説明資料は

５５ページをお願いします。 

  先ほど、説明でありましたけど、町会議

員の選挙の事業ということで、費用が計上

されています。これは４年に１回の選挙な

んです。４年前の平成２９年、前のときの

金額を見たら、８２０万円計上、確かされ

ておりまして、それに対して大分1,６００

万円ぐらい増えているというふうな金額と

なってるのかなと思ったんですが、これは

やっぱり要は選挙の公費負担とかいうのあ

りましたよね。そういったものが、計上さ

れているがために、こんだけの大きな膨れ

上がった額になってると考えておいたらよ

ろしいでしょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  仙波行財政課長。 

○行財政課長（仙波英太朗君） 

  行財政課の仙波です。 

  委員おっしゃるとおりでございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  そのほか、質疑ございますか。 

  中川副委員長。 
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○副委員長（中川敦司君） 

  中川です。 

  そうしましたら、予算書７１ページ、そ

れから説明資料の１０２ページをお願いし

ます。ここは、先ほど説明されたかどうか、

ちょっとあれですけども、１０２ページの

この内容が町税収納徴収事業ということで、

費用計上がありまして、令和２年が９８万4,

０００円、今回は１６６万1,０００円とい

うことで、６０万円か７０万円ぐらいアッ

プしているような金額になってますが、こ

の辺はどういった要因が考えられるんでし

ょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  千歳税務課長。 

○税務課長（千歳あや乃君） 

  税務課、千歳でございます。 

  昨年、令和２年度につきまして、コンビ

ニ収納事業というのを、新たに新規事業と

して導入いたしまして、その収納に係る手

数料というのを、今回経常予算として上げ

させていただいておりますので、その金額

が増額となっておるものでございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  予算書の７９ページ、ふれあい文化セン

ター運営事業、３のふれあい文化センター

管理事業。これが人権啓発の欄でございま

すけれども、ふれあい文化センター事業、

その次も１０８ページにも、ふれあい文化

センターの管理事業というふうに掲載され

ておりますけれども、人権問題学習会、講

習講座とか、これが例年ずっとあるわけな

んですけれども、同じような項目が人権問

題として上げられているので、この点につ

いて人権啓発というのは大事なことなんで

すけども、ここに生活上の相談及び指導の

社会福祉に関する事業を行うというのが、

１０７ページに事業概要で載っております

が、この点の成果というか効果というのか、

その点について聞きます。 

○委員長（井川佳子君） 

  浅海住民人権課長。 

○住民人権課長（浅海 毅君） 

  住民人権課、浅海でございます。 

  今、委員お尋ねのこの説明資料で申しま

すと、この１０７ページ、これはふれあい

文化センター、館の運営事業ということで、

内容につきましても、この事業概要のとこ

ろでは、生活上の相談とか社会福祉に関す

る事業を行うということではございますが、

先ほどちょっと人権問題というような御指

摘もありましたが、それはこのふれあい文

化センター運営事業の中でも人権問題の学

習会、それからその隣にあります、左隣に

あります１０６ページ、こちらのほうは人

権啓発の推進事業ということで、館の事業

とはまた別で、住民人権課としての取組と

いうようなもので、そこはちょっと一定、

大きいところではふれあい文化センターの

事業も含んではおりますが、事業としては

別物というふうに考えております。 

  それから今、やっている事業の成果とい

うことではありますが、この成果というの、

何をもって成果というのかなかなか難しい

ところではあるんですが、例えば人権啓発

でしたら、大きく例えば啓発のためのポス

ターとか、後は毎年やってますふれあいフ

ォーラムでありますとか、それからあとは

人権まちづくり協会と共同しながらやって

いくための補助金でありますとか、それと

は別で、ふれあい文化センターでも必要に

応じて相談の業務なんかも行っていると、

こういうところでございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 
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  ふれあい文化センターの管理事業のほう

にいきますと、ここは管理する事業として

１人の事務職の方がいておられる、豊能町

の職員がおられるというわけですね。ちょ

っと確認します。 

○委員長（井川佳子君） 

  浅海住民人権課長。 

○住民人権課長（浅海 毅君） 

  住民人権課、浅海でございます。 

  今、ふれあい文化センターですが、私が

館長、兼務もしているということでござい

ますが、ふだんは会計年度任用職員の職員

が、そこに１人いるということでございま

す。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  ふれあい文化センター管理事業と今、言

いましたね、運営事業。公民館でいえば、

１つの項目、１つの事業名で管理、それも

どれも入っているんですけども、もうこの

ふれあい文化センターということでは、何

ページ、２ページに事業が別々のような感

じで掲載されておるんですけども、それと

これは一括してできるものではないんかな

と思うんです。これ予算は別々には上がっ

ているんですけども、今回、同じような数

字になっているわけですけれども、それは

西公民館、またここの中央公民館と同じよ

うな格好で、一括して計上するというよう

な格好にはできないのかなと。いつもこの

混乱してしまうんですよね。同じようなこ

とが書いてあって、こういうやり方でずっ

ときているわけですけども。その点はいか

がでしょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  浅海住民人権課長。 

○住民人権課長（浅海 毅君） 

  住民人権課、浅海でございます。 

  今、委員御指摘のこの事業を統一してで

きないかということでございますが、その

１つ前、上といいますか、予算の費目とし

ましては、目として、ふれあい文化センタ

ーの運営費という予算費目の中では、その

３つの事業が中に入ってございます。当初

予算の説明資料の右肩のところ御覧いただ

きますと、予算の科目としては、この３つ

の事業、運営事業、管理事業、それから地

域交流促進事業とがそれぞれふれあい文化

センターの運営費の中に、この３つの事業

が入っている。それから、これを１つの事

業に統一できないかということではござい

ますが、ふれあい文化センター、隣保館の

補助金、運営のための補助金のメニューが

ございます。そのメニューの関係もありま

して、この事業を３つ分けているというと

ころがあるのかなとは思ってございますが、

この事業を１つの事業にまとめるというこ

とも、何らできないというわけではないの

かなとは思ってますが、運営のための経費、

それから維持管理のための経費、それから

このもう一つは、地域交流促進事業という

ことで、その事業として細分化していると

いうふうに御理解いただけるとありがたい

かなと思っております。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  御説明を聞いてると、理解はできるんで

すけれども、この人権問題というのがすご

く強調されてて、これは生きる上で大事な

ことですからそれはいいんですけれども、

細分化しているような気がしまして、同じ

場所で地域交流促進事業というのも行われ

てて、これは豊能町の経費でされていると

いうことですよね。１０９ページの説明資

料、事業内容は生け花、茶道、絵画、健康

体操、これは教養を身につける上で大事な
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ことだと思いますし、元気の出ることだと

思うんですけれども、これが交流促進のた

めの経費として９３万8,０００円、前年度

と同じですけれども、これは大阪府から出

ている補助金が含まれているということな

のか、確認します。 

○委員長（井川佳子君） 

  浅海住民人権課長。 

○住民人権課長（浅海 毅君） 

  住民人権課、浅海でございます。 

  実は、実はいうとそんなにあれなんです

が、残念ながら今現在は、私、館長が兼務

しているということもありまして、この補

助金がちょっと交付されない状況でござい

まして、ここに館長が専任で配置されると、

補助金もつくと。そういう補助制度の内容

になってございまして、今はたまたま私が

兼務ということもありまして、今現在は補

助対象には、最初からそこで外れていると

いうことにはなってございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  今の件なんですけど、ふれあい文化セン

ターの件、予算は1,２００何万取ってます

よね。７９ページのところに、ふれあい文

化センターの運営費として。間違いないで

すよね。私が勘違いしてるかな。1,２４３

万5,０００円ですよね。 

（発言する者あり） 

○委員（秋元美智子君） 

  人件費だけ。いやもっとじゃびっくりし

ちゃうわ。人件費が1,２４３万5,０００円。

これ私、全体だと思ったけど、それはびっ

くり。じゃあ運営事業として２６万7,００

０円とかそういうことですよね、ばらばら

に。そこまでかけて、実際やっている事業

というのは、この４の９３万8,０００円で

すわね。そう理解したらいいのかな。私が

勘違いしてる。人件費、そこまでかけ、そ

れで文化センターの運営事業に２６万円か

かり、管理事業に１１０何万円かかって、

やっている事業というのは、今ここであり

ましたように、９０何万円という理解で、

間違ってるかな。間違っているかどうかだ

けで。 

○委員長（井川佳子君） 

  浅海住民人権課長。 

○住民人権課長（浅海 毅君） 

  住民人権課、浅海でございます。 

  間違っているとまでは、私、全然申し上

げられませんけれども、事業としましては、

ふれあい文化センターの館の運営のための

事業、それから施設の維持管理のための事

業、それから地域交流促進事業、これは各

種講座のための事業ということですので、

そのように御理解いただけるとありがたい

です。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  私が言いたいのは、その事業、その一緒

の中も、一緒の事業そのものを否定するわ

けじゃない。ただ、その事業をするために、

あそこの建物があって、なおかつ維持費が

かかり人件費がかかる。この状況をどう思

いますかと聞きたいんです。あのまま今度

は使っていくとなったら、公共施設見直し

しているようだけれども、またきれいにし

ますとかというような、そういう使い方、

そのものを問題に、町の中ではならないん

ですか。そういう、それしか今やっていな

い事業、そのことをお聞きします。 

○委員長（井川佳子君） 

  浅海住民人権課長。 

○住民人権課長（浅海 毅君） 

  住民人権課、浅海でございます。 

  今はふれあい文化センターとして、これ
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運営しております。ただ、それとその前に、

財政再建計画の中で、このふれあい文化セ

ンターと老人憩の家の２館を統合するとい

うことで、最終検討、地元とも協議してい

く中で、最終的にはふれあい文化センター

のほうに憩の家の老人の部分の機能を一部

移管するということで、２つの施設のうち、

ふれあい文化センターの中に一部老人の憩

の家の部分の機能を移管する形で、今現在、

運営をしておりますので、この中には、そ

の必要な改修工事も行いましたし、ですか

らそこで、この以前のふれあい文化センタ

ーの事業のみということではなくて、以前

の憩の家のしてた分の、主に地域の方々、

それからそこ以外の方々も、そこに日常来

られるというための部屋を設けて、ふだん

館を運営しております。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  今は、この相談事業、総合相談事業と、

ここには特に総合相談事業というのは書い

てません。生活人権相談事業ということで

は、人権啓発推進事業で説明資料の１０６

ページに載っているんですけども、そうい

う件数というのは上がってますか。 

○委員長（井川佳子君） 

  浅海住民人権課長。 

○住民人権課長（浅海 毅君） 

  住民人権課、浅海でございます。 

  昨年度、昨年の９月議会で決算のときに、

前年度の相談件数としましては、８件とい

うことでございました。今年度、令和２年

度の今の時点で、２月の末までで１６件と

いう件数を報告を受けております。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  この１６件の、これは同じ人が回数重ね

ても１６件というふうになっているんです

よね。実質、何人というのは分かるんです

か。 

○委員長（井川佳子君） 

  浅海住民人権課長。 

○住民人権課長（浅海 毅君） 

  住民人権課、浅海でございます。 

  今、その１６件は同じ方の何回かの回数

も含めた、延べの回数となります。 

  その中の実質、人だけで見ると、何件だ

というのは、ちょっと今、手元にございま

せんが、すぐ調べたほうがよろしければ、

調べてまいりますが。 

○委員長（井川佳子君） 

  どうされますか。 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  また後でいいですから、調べてください。 

  あと、私は従来言うてきましたけど、人

権擁護委員さんに、せっかくいらっしゃる

わけですから、ここに統合して相談できる

ようにされたらどうかということをずっと

訴えてきたんですけど、それはできないと

いうことなんでしょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  浅海住民人権課長。 

○住民人権課長（浅海 毅君） 

  住民人権課、浅海でございます。 

  できないと申し上げるのが、ちょっと限

りなく近いのかなと思っておりますが、人

権擁護委員さんは、法務省が直接委嘱をさ

れている身分の方でして、毎月こちらの本

庁、吉川支所とで、庁内で相談なんかはし

ていただいております。 

  ただ、それ以外にでも法務局のほうまで

出向かれて、ふだんの擁護委員さんとして

の業務もされておりまして、あまり人権擁

護委員さんの活動、それから事業について、

割と法務省のほうで、そんなにきっちりと
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情報を密にしてというふうにはされておら

れない、そういう内容の事業となっており

ますので、人権擁護委員さんに今、町がや

っている生活人権相談とかそういうものを

委託するということは、ちょっと制度上も

厳しいのかなというふうに思っています。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  相談内容は同じようなこともあるんじゃ

ないかと思うんですよね。人権相談なんで

すから。だから、人権ということになると、

法務省のところにも関係する話ではあるわ

けです。じゃこれは差別があっただ、どう

なのという、そういう問題も含めて話があ

るわけですから、そこのところを民間の民

民でそういうことを、はたから見たら、も

しかしたら井戸端会議しているんじゃない

かなというようなことも、これ失礼な言い

方ですけど、そういうふうにも見える、聞

こえてくるような、そういう話です。講習

受けられているという方が肩書がどうある

のか分かりませんけれども。しかし、そう

いう人権に係る問題は大抵深刻な問題が多

いと思いますので、やっぱり人権擁護委員

さんが関わってもいい話じゃないかなと思

うんですよね。絶対、駄目だという話ばっ

かりですか。そうじゃないでしょう。やっ

ぱり法的に問題があるというような話もさ

れるんじゃないですか。やっぱりそういう

中身がやはりちゃんとした中身になってい

ないと、これによってその人権相談委員さ

んがほかにもそういうことをやっていると

ころはあるかもしれませんけれども、いつ

までもこの人権に啓発、啓発はいいんです、

大事なことなんですけど、以前あった同和

問題的な、そういうことを継続していると

いうようなイメージがやはりあるわけです

よね。それは、今はもう制度上なくなって

いるということなので、国としてはもうや

めています。だから、こういう人権問題的

なことは、人権擁護委員さんにやはり委ね

るべきじゃないかということを、私は言っ

てます。ぜひ、そのようにしていって、前

向きに考えていただきたいなというふうに

思います。 

○委員長（井川佳子君） 

  浅海住民人権課長。 

○住民人権課長（浅海 毅君） 

  住民人権課、浅海でございます。 

  委員、特にこの人権問題に関しましては、

非常にちょっと見識も高いのかなと思って

おります。毎回非常にアドバイスをいただ

けるのかなと思っております。 

  今の制度の中では、人権擁護委員さんは

ちょっと立場が少し法務省のほうと違うと

ころもございます。その中でも、今おっし

ゃっていたように、とは言いながら、人権

というところでは一緒じゃないかというこ

とは、私自身もそこは同じ思いでございま

す。ですから、人権擁護委員さんが相談業

務をなさっているときにも、いろんな相談

業務があると。そこでも相談ができる。そ

れから、こちらのほうで委託をしていると

ころでも相談ができると。そこがただ、い

ろんなところでやってて、件数がどうなの

というところの議論にもなっているのかな

と思いますが、今後も今まだ補助金もつい

ている中でやっておりますので、何とかこ

ういう形で、どうしてもできない部分は依

然としてありながらも、人権問題それから

相談業務なんかは続けていきたいなと思っ

てございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  そのほか、質疑ございませんか。 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  ちょっと違う質問なんですけど、ここの
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さっきした地域交流促進事業９３万8,００

０円、その目的というのが、今、８０ペー

ジの話ですけど。１０９ページの説明を読

むと、基本的人権尊重の精神に基づき、人

権啓発の推進及び地域福祉の向上を図ると

ともに、住民の交流を促進する。そのため

にここに予算を取っているわけなんですけ

ど。これこういう目的で、私はだからとい

って生け花やお茶がそれに結びつくか、ち

ょっとそれはそれで疑問なんだけれども、

ただ町がそう思っているならば、このふれ

あい文化センターだけでなくて、ほかの場

所でもされているのかなと。ただ、予算上

ここに上がっていないのかなと思って、ち

ょっとそれだけ確認したいんです。例えば、

公民館の事業の中に入っているとか。いか

がですか。 

○委員長（井川佳子君） 

  浅海住民人権課長。 

○住民人権課長（浅海 毅君） 

  住民人権課、浅海でございます。 

  この地域交流促進事業は、場所としまし

てはふれあい文化センターの中だけでやっ

てございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  高尾委員とは反対ではあるかもしれない

けど、こういう立派な目的、目標を上げて

いるならば、これだけでは少なくないかな、

逆に言えば。もっと多くやったほうがいい

んじゃありませんか。しかも、生け花とか

お茶とかそういうところでいけるならば、

公民館とかそういうところを使ってやって

いくというような、そういうお考えはない

んですか。 

○委員長（井川佳子君） 

  浅海住民人権課長。 

○住民人権課長（浅海 毅君） 

  住民人権課、浅海でございます。 

  予算が許す限りで、それが今現在、予算

がついているもの以上に予算がつくという

ことであれば、もっとほかの事業も、ほか

の事業といいますか、ほかの教室なんかも

することはできるのかなと思っております

が、場所につきましては、今のところは特

にふれあい文化センター以外のところで実

施するということは考えてはございません。

そういう可能性があるのかないのかは、今

後そういったところは、補助金がつくかど

うかということも見定めながら、考えるこ

とはできるのかなと思っております。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  これは人権課があるから、ここの人権課

に入っているのだと思うんですけども、こ

の考え方そのものは、別に否定することは

ないですし、町全体の考えだと思うんです。

ですから、これは例えば、この後、入れ替

わって教育委員会になったときには、とこ

ろで実際何か取り組んでますかということ

は、おかしくないですよね。人権課が上げ

ていないだけで、そういうことは町の考え

方としては、統一してんですよね。そこだ

けちょっと人権課の方からお尋ねして、も

う終わります。 

○委員長（井川佳子君） 

  浅海住民人権課長。 

○住民人権課長（浅海 毅君） 

  住民人権課、浅海です。 

  このうちの課でやっているのは、人権啓

発事業というものをやってますが、例えば

教育委員会、それから学校なんかでも人権

教育というのは必要だということで、人権

まちづくり協会としては、いつも教育委員

会のほうと一緒に人権を考える集いとか、

あとは人権カレンダー、それから標語、絵
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画作品の募集とか、そういったところは連

携してやってるということでございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  １時間経ちましたし、休憩しようかなと

思っておりますけど、この項目でまだ。も

ういいですか。 

  では、７０ページから８０ページはこれ

で終結いたしまして、休憩後はまたその次

へ進めさせていただきます。 

  今、２時１０分ですので、２時２０分再

開といたします。放送をもって連絡いたし

ます。 

（午後 ２時１０分 休憩） 

（午後 ２時２０分 再開） 

○委員長（井川佳子君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  では先ほどの、お願いいたします。 

  浅海住民人権課長。 

○住民人権課長（浅海 毅君） 

  住民人権課、浅海でございます。 

  先ほど、高尾委員から御質問ありました

生活人権相談の実際の、延べ件数ではなく

て、人で見た場合の件数ということで、１

１件でございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  では、８１ページ、款３・民生費、項

１・社会福祉費から、８９ページ、目９・

後期高齢者医療費までの御説明をお願いい

たします。 

  はい、どうぞ。順次お願いいたします。 

○福祉課長（仲村晴好君） 

  福祉課の仲村です。 

  予算書の８３ページ、それから予算説明

資料７６ページを御覧ください。 

  款３・民生費、項１・社会福祉費、目

１・社会福祉総務費、７の障害者自立支援

事業、１２の業務委託料でございますけれ

ども、予算説明資料の７６ページを御覧く

ださい。 

  ここでは、小事業２の町立たんぽぽの家

屋根等改修事業費９００万円を計上してお

ります。たんぽぽの家は、経年劣化により

まして、雨漏りがしております。それに伴

いまして、屋根の防水工事、それから外壁

の塗装を予定しております。 

  また電気の容量不足により、ブレーカー

が度々落ちることなど不具合が発生してお

りますので、分電盤の改修等、不具合とな

っている設備を合わせて改修するものでご

ざいます。 

○委員長（井川佳子君） 

  順次どうぞ、お願いします。 

○保険課長（桑原康男君） 

  保険課、桑原です。 

  予算書の８６ページ、説明資料は７１ペ

ージをお開きください。 

  同じく、社会福祉費、目２・老人福祉費、

９の介護施設等整備事業の介護保険施設等

整備補助金2,２５６万6,０００円は、認知

症対応型通所介護事業所の改築移転と、介

護士職員の宿舎の整備を行う介護事業者に

対し、府の補助制度を活用した補助を行う

ものでございます。 

  説明は以上です。 

○委員長（井川佳子君） 

  これより、質疑を受け付けます。 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  中川です。 

  予算書の８３ページ、それから説明資料

を７６ページをお願いします。 

  説明資料７６ページの小事業名でいきま

すと、町立たんぽぽの家の屋根などの改修

事業とありまして、先ほど詳細な説明はご

ざいましたけども、９００万円というトー

タル金額でありますけども、実際のところ

どうなんですか。屋根とか外装、大分傷ん

でるということなんですけども、これ一旦
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修理すると、どれぐらいは修理せんでもい

けるというふうになるんでしょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  仲村福祉課長。 

○福祉課長（仲村晴好君） 

  福祉課の仲村でございます。 

  今回、３０年間ほったらかしの屋根でご

ざいまして、この屋根をきっちり改修しよ

うと思えば、相当な金額がかかると思うん

です。この屋根を以前から少しずつ雨漏り

がしてたんですけれども、その不具合箇所

を、不具合だけを直すような形で今まで対

応してきたんですけれども、今回、完全改

修とまではちょっといかないんと思うんで

すけれども、しばらく持ちこたえられるよ

うな改修の内容になっております。 

  ただ、屋根だけではなくて、屋根は防水

しますけども、中も相当傷んでますので、

そちらのほうも改修しようと思っておりま

す。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  そうしましたら、今、話聞いてびっくり

したけど、３０年間もずっともうそのまま

で、部分部分の補修だけでやってきたとい

うことなんで、相当傷んでいるのかなとい

うふうに、今想像がつくんですけども、逆

に今回屋根と外壁、内部も何か修繕すると

おっしゃってましたけども、そうするとか

なりきれいになる、リニューアルというか、

きれいになるというふうなことなんですね、

そしたら。 

○委員長（井川佳子君） 

  仲村福祉課長。 

○福祉課長（仲村晴好君） 

  福祉課の仲村でございます。 

  今、ちょっと別の話になるのかもしれな

いですけれども、たんぽぽの家の利用者が

定員２０名のところを今１５名程度まで下

がってきてしまっているんです。その５名

分を定員まで回復さすには、新しい利用者

をたんぽぽの家に招き入れないといけない

と。その招き入れる際に、たんぽぽの家が

今の状態よりもリフォームさせていただい

て、見学に来ていただいたときに、このた

んぽぽの家だったら利用したいなと思える

ぐらいのリフォームの成果を上げていきた

いなというふうに思っております。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  屋根とか壁とか内装とかも変えるとなっ

たら、相当な工事になると思うんですけど

も、それってその間は、この建物そのもの

は使えるんですか。それとも、その間は何

かどこか別のところに移動せなあかんとか、

そんなんなってくるんですか。 

○委員長（井川佳子君） 

  仲村福祉課長。 

○福祉課長（仲村晴好君） 

  福祉課の仲村でございます。 

  そこも今度の次の法人さんと打合せはし

ておるんですけれども、全員をどこかの違

う施設で、その工事の期間中、利用できる

ところがないかとか、また半分だけ工事を

させていただいて、残りの半分で事業を継

続するとか、いろいろ今、考え中なんです

けれども、幸い今度の法人であります豊悠

福祉会さんが吉川にひまわりという同じ障

害福祉サービス事業所を持っておられます

ので、そことうまく併用して利用者が負担

にならないように、困らないようにしてい

きたいように考えております。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  これは要望ですけども、たんぽぽの家、
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確かに狭いですよね。非常にやっぱり狭い

というか、息苦しいというのかな。今回、

屋根なんか直していただくのはいいんです

けど、今後あそこであのままというのは、

ちょっともう無理があるんじゃないかなと

いうのがあって、やっぱりこれから学校の

再編とかありますから、そういったものだ

の、ぜひ合わせて考えていただきたいと思

いますので、お願いします。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  今のたんぽぽですけれども、作業場のほ

うは触らないということなんですか。いっ

ぱい缶をたくさん積み重ねて、もういっぱ

いいつも入り口までなってて。そこは触ら

ないということですか。 

○委員長（井川佳子君） 

  仲村福祉課長。 

○福祉課長（仲村晴好君） 

  福祉課の仲村でございます。 

  缶なんですけれども、外からたんぽぽの

家に行きますと、まず缶が目に入るという

ような状況になってますので、そこはちょ

っと工夫させていただきまして、缶を外か

ら見えないような形にさせてもらおうと思

っています。 

  ただ、缶のへこませる作業は地域の方と

つながっておりますので、その缶自体をや

めることは私はできないと思ってますので、

缶を引き続きやらせてもらって、外から見

えないところで、その缶を保管するという

ような形を取ろうかなと思っております。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  缶は大きな収入源になっていると思いま

すので、それは隣近所と連携もしてはると

いうことですけど、あれをプレスするのに

は大きな音が出るのか、私はちょっとまだ

聞いたことないですけど、それは大事な仕

事として、やはりやっていただかなくては

ならないと思いますので、けがのないよう

な、また崩れることのないような作業場の

広さというか、空間がやはり必要やと思う

ので、その点、配慮していただけたらと思

います。それはちょっと要望でお願いしま

す。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  中川です。 

  すみません、先ほどの町立たんぽぽの家

のこの話の続きでして、トータル９００万

円というふうに額が書いてありますが、屋

根と外壁、あと分電盤とかいうふうにおっ

しゃってましたが、大体それぞれどんなふ

うな金額で考えておられるんですか。 

○委員長（井川佳子君） 

  仲村福祉課長。 

○福祉課長（仲村晴好君） 

  福祉課の仲村でございます。 

  それぞれに金額なんですけど、概算で見

積りをいただきまして、分電盤が約１００

万円ぐらいやったと思うんです。あとの外

壁の分とか防水の件については、予算を頂

いた後に設計をきっちりさせてもらって、

今度は今度の法人と４月以降にきっちり詰

めていきたいと思ってるんです。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  予算書の８５ページ、説明書にちょっと

私、分からなかったんで申し訳ない。この

在宅高齢者支援事業の１２の業務委託料と

いうのは、たしか「おでかけくん」だと思

うんですが、もしそれがそれで正しければ、

前年度より５０万円ぐらいダウンしてんで
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す。これはどうしてかなと。根本が違って

たら申し訳ないんだけど、お願いします。 

○委員長（井川佳子君） 

  小森健康増進課長。 

○健康増進課長（小森 進君） 

  健康増進課の小森でございます。 

  今おっしゃったのは、在宅高齢者支援事

業のこれ委託料に係る分でございます。実

はこの額からいいますと、委託料だけ切り

取りますと、１００万5,０００円ほど前年

度より増額を見込んでございます。この増

額分につきましては、件数のちょっともう

一度実績に応じた件数を見直してございま

して、その額を増額として、令和３年度に

計上させていただいております。 

  以上でございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  ほか、質疑ございますか。 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  説明資料の７４ページ、予算書の８２ペ

ージ、社会福祉総務費です。 

  ここに地域福祉推進事業があるんですが、

これ私が今からちょっと質問するのには、

適切な場所というか、ところなのかどうか

分かりませんが、今、福祉委員さんがそれ

ぞれお独り暮らしのところにお弁当を配っ

ているということがあるんですけれども、

お弁当の配付するそのお独り暮らしのとこ

ろが、なかなか把握できないということで、

民生委員さんに聞いても、なかなかそこは

プライバシーの問題で、お話ができにくい

というようなことも聞いておりますが、こ

こ、この項目で合ってるのかどうか分かり

ませんけれども、その点の把握するのは、

どういう方法でしたらいいのかということ

が、今あちこちでちょっと聞かれてますが、

どうしたらいいもんでしょうかね。独り暮

らしの方の把握。 

○委員長（井川佳子君） 

  仲村福祉課長。 

○福祉課長（仲村晴好君） 

  福祉課の仲村でございます。 

  その問題は民生委員の中でも、福祉委員

さんからもよく聞かれてて、問題というか

今後の課題やと思うんですけれども、福祉

委員さんには守秘義務が、一応法律上の守

秘義務がない、民生委員さんには守秘義務

がある。そういったところで、福祉委員さ

んが民生委員に聞いても、民生委員がなか

なかそれをお答えすることができない。今、

協働でいろんなことを、福祉委員と民生委

員が行えば、お互い２つのその団体、団体

というか委員さんが同じ行動をとって、独

り暮らしの方を見つけることができれば、

別に、福祉委員が民生委員に問合せをする

必要がないと。どのようなことがいいのか

ということを、民生委員さんたちの中でも、

福祉委員さんと一緒に何度か去年も協議さ

れていました。 

  今、１つやってますのが、つながりプラ

ンター事業といいまして、前にも一般質問

で質問があったと思うんですけれども、地

域の方が独居とか、そういった独り住まい

の方とかがプランターに１つの野菜を植え

つける。その野菜を植えつけたら、その野

菜を植えつけたことで同じものを育てるの

で、今度はピーマンらしいですけれども、

お宅のピーマンどこまで育ってるとか、そ

ういう声もかけやすくなるし、水をやって

なかったら枯れますし、異変があると。夏

になれば、草を引かなかったら草抜いては

らへんと分かると。それとそういったこと

で、何らか地域がつながるようなものを考

えてやろうということで、来年度ピーマン

で、３００軒ほどそういう方がそれに参加

してくれはるということで、去年は吉川、

ときわ台と光風台地区の福祉委員さんがそ
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れをされたんですけど、今回、全地区の地

区福祉委員さんがそれをやっていただける

ということで、これが広まればすごい盛り

上がっていいのではないかなというような

こと思っています。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  すごく元気の出ることだなと思います。

やっぱり収穫ができるという楽しみもあっ

て、ちゃんとお水あげなあかんなというこ

とを確認ができるというのは、何と言うて

もいいことだなと思いました。ぜひ、それ

は確認する上でのこととして、続けていた

だけるようなことでお願いしたいと思いま

す。 

○委員長（井川佳子君） 

  そのほか、質疑ございますか。 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  中川です。 

  そうしましたら、予算書は８４ページお

願いします。それからこの説明資料８１ペ

ージです。 

  説明資料８１ページの項目はこれ、障害

児通所支援等事業というふうな名称がつい

てまして、これにつきましての予算の金額

ですが、令和２年度が約3,２００万円、今

回、令和３年が２割アップで3,８８７万9,

０００円となってます。結構な額、今回増

額になってますが、その辺りの増額要因と

いうものは、どんなものがあるんでしょう

か。 

○委員長（井川佳子君） 

  仲村福祉課長。 

○福祉課長（仲村晴好君） 

  福祉課の仲村でございます。 

  これは障害者の方が放課後に通う放課後

等デイサービス事業というのがございまし

て、障害のある未就学児なんかもそれに加

えての児童発達支援というのもあるんです

けれども、ここの大きな伸びについては、

放課後デイサービスが発達障害への認知が

高まって、皆さん幼少時から早期に療養を

希望される方が増えてきているので、放課

後等デイサービスも増えてきたということ

でございます。昨年度は１３名を予定して

おりましたが、今年度は１９名の予算の予

定になっております。 

○委員長（井川佳子君） 

  そのほか、質疑ございますか。 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  ごめんさないね。さっき勘違いしてまし

て。あの「おでかけくん」のところです。

要は１００万円上がったということなんで

すが、あれ「おでかけくん」でいいんです

よね。今年は１００万円アップしてます。

その理由というのは何ですか。例えば、ガ

ソリン代を持つことになったとか何とか。

お願いします。８５ページです。 

○委員長（井川佳子君） 

  小森健康増進課長。 

○健康増進課長（小森 進君） 

  健康増進課の小森でございます。 

  もう一度、確認させていただきます。 

  予算書は８５ページの５の在宅高齢者支

援事業の１２の業務委託料のところでござ

います。説明資料につきましては、８７ペ

ージでございます。 

  今の件なんですけれども、単純にという

たらちょっと言い方が誤解があるかもしれ

ないんですが、今年度から、５月から、新

しい受付業務をＮＰＯにしていただいてお

ります。こういうコロナ禍の中ではあるん

ですが、件数もちょっと伸びておる状況も

ございまして、実際は予算上では、先ほど

ちょっと申し上げて重複する形になるんで
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すけれども、燃料費等につきましては、同

じような数字を計上してるんですが、利用

数の伸びが出ておりますので、その利用数

の伸びを先ほど申し上げましたとおり、ち

ょっと実績に合わせて増額という形にさせ

ていただいております。 

  以上でございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  ということは、利用数かける１回行くた

びに幾らというふうな計算を導入したとい

うふうに理解したらいいですか。 

  これから、このＮＰＯはどんどん動いて

くれたならば、またそれに合わせて伸びて

いくという理解でよろしいですか。 

○委員長（井川佳子君） 

  小森健康増進課長。 

○健康増進課長（小森 進君） 

  健康増進課の小森でございます。 

  その予算立てのスキームということでの

御質問だったかなというふうに思います。 

  これにつきましては、運行協力費として

お１人当たり５００円かける件数という形

にしてございます。先ほど言いました「お

でかけくん」を利用した形と、そのほかに

町内の介護タクシーの事業所についても、

協力を得てますので、それも同じように５

００円かける件数という形で運行協力費を

お渡ししております。 

  それと、「おでかけくん」につきまして

は、事務委託料をお支払いさせていただい

ております。これは３００万円でございま

す。 

  それと、燃料費につきましては、「おで

かけくん」の実際の運行した燃料費を実費

分としてお支払いするのですが、予算上と

いたしましては、リッター１３５円かける

４５０リッターの１２か月の７２万円を予

定しております。 

  以上でございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  ほか、質疑ございますか。 

  寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

  予算書の８９ページで、説明資料の６５

ページなんですけれども、令和２年度に比

べて増額している理由を伺います。 

○委員長（井川佳子君） 

  桑原保険課長。 

○保険課長（桑原康男君） 

  保険課、桑原です。 

  後期高齢者の医療の繰出金事業でござい

ます。これの増額理由は、やはり７５歳以

上、後期高齢者に移行された方が増えてき

ているということで増額になっておるので

ございます。 

  以上です。 

○委員長（井川佳子君） 

  寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

  今後、一般会計からの繰出しというのは、

どういうふうになっていくんでしょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  桑原保険課長。 

○保険課長（桑原康男君） 

  保険課、桑原です。 

  法定のルール分になってますので、保険

者が増えるに従いまして、この額も増額し

ます。 

○委員長（井川佳子君） 

  そのほか、質疑ございますか。 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  中川です。 

  予算書は８３ページ、説明資料は７７ペ

ージです。 

  説明資料の中の小事業名のナンバー１で
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す。障害者自立支援事業（補助事業）とい

うふうに名称なってまして、そちらにつき

まして、令和２年度が２億9,８００万円、

それに対して今年度、令和３年度が３億3,

５００万円というふうな金額になってまし

て、約１割程度、増えているような感じな

んですけども、この辺りはどういったこと

が要因でしょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  仲村福祉課長。 

○福祉課長（仲村晴好君） 

  福祉課の仲村でございます。 

  障害者がお子さんで、その親御さんが高

齢になられて、今までは在宅で支援をされ

ておったんですけれども、その在宅で支援

できなくなって、その方がグループホーム

や施設に入られるというようなケースが増

えてきています。共同生活援助というのは

グループホームなんですけれども、これが

去年は１４人であったものが、今年は１６

人で予算を計上させていただいております。

これ大体１人増えますと、１か月二十数万

円、これが１年ですので、２７０万円とか

その辺になりますかね。 

  あと、就労移行支援と就労継続支援、障

害を持ちながら一般就労をしていた方が、

退職して障害福祉サービスを利用するケー

ス、それから、一般就労退職後に障害の認

定を受けて、障害福祉サービスを受けるケ

ースが増えてきているということで、就労

の移行支援を受けられている方が昨年は６

人だったのが、今年は１０人で予算計上さ

せてもらってる、就労継続支援は３９人だ

ったのが、４５人計上させてもらっている

という状況です。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  予算書の８５ページ、老人福祉費、説明

書の６９ページです。 

  ここに介護保険支援事業で、１万円計上

しているこの意図は何でしょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  桑原保険課長。 

○保険課長（桑原康男君） 

  保険課、桑原です。 

  これ、ありますとおり、社会福祉法人が

低所得者の利用の負担軽減をした場合に、

町のほうからもそれを助成をするという制

度でございます。現在のところ、その対象

となる方がいらっしゃらないので、予算の

項目を出すための、予算措置です。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  分かりました。もう一点、ちょっと聞き

ます。 

  予算書の８６ページ、説明書の７１ペー

ジです。地域密着型サービス等整備等助成

事業の事業名ですが、ここに2,２５６万6,

０００円計上されております。これは法人

を指しているようなことになるんですけど、

これはどこか分かっているんでしょうか、

法人名。 

○委員長（井川佳子君） 

  桑原保険課長。 

○保険課長（桑原康男君） 

  保険課、桑原です。 

  町内事業所なんですけれども、まだちょ

っと計画の段階ですので、当該法人と公表

について承認の確認等取れておりませんの

で、この場での名前は出させてもらうのを

ちょっと控えさせていただきたいと思って

おります。 

  以上です。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 
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  確認が取れていないということで、一応

計上はしてあるけれども、これはこれから

きちっと確認取って、この予算を履行する

ということなんですか。いつ頃になるのか、

これは。その辺、お聞きします。 

○委員長（井川佳子君） 

  桑原保険課長。 

○保険課長（桑原康男君） 

  保険課、桑原です。 

  ちょっとまだ時期は未定なんですけども、

府のほうと補助金の交付決定が受けました

ら、実際にお知らせ等もできるようなこと

になるかと思います。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  これは新たな法人ということですね。そ

れと、交付はどれぐらいの割合であるのか。 

○委員長（井川佳子君） 

  桑原保険課長。 

○保険課長（桑原康男君） 

  保険課、桑原です。 

  新たな法人かということですけども、こ

れ町内の事業所の移転です。今の事業所が

老朽化しているということで、建て替えの

必要が出てきましたので、場所も変えて移

転改築ということになります。 

  補助率ですけれども、移転改築につきま

しては、もう定額の補助になります。職員

宿舎の整備につきましては、３分の１の補

助というふうになっております。 

  以上です。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  これは場所的には、一応想定はされてい

るんですか。 

○委員長（井川佳子君） 

  桑原保険課長。 

○保険課長（桑原康男君） 

  場所の確保等されているということで聞

いております。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  今は場所は言えないんですね。吉川とか、

ここにもありますよね。東地域にも何か所

か。 

○委員長（井川佳子君） 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  保健福祉部の上浦でございます。 

  もう少し詳しく申し上げますと、光風台

にあった認知症デイがもう古くなってきて

いるということで、そこからときわ台地内

に居を求めまして、そこで実施をされると

いうふうに伺ってございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  中川です。 

  私のほうからは、予算書は８６ページ、

そしてこの説明資料の６０ページです。 

  この資料６０ページの老人医療費助成事

業ということで、令和２年と比べて約７０

０万円、令和３年は下がっておりますけど

も、これは経過措置みたいなこと書いてま

すけども、この辺り、減額しているその要

因とか、どんな内容なんでしょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  桑原保険課長。 

○保険課長（桑原康男君） 

  保険課、桑原です。 

  老人医療の助成事業ですけども、令和２

年度で令和３年３月末をもって廃止、経過

措置が終わるということです。もっと前に

制度自体はなくなっているんですけども、

経過措置でこの３月３１日までが対象には
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なっておったんですが、その分の支払いが

翌年、令和３年中にある分についてのみ、

予算措置しているということでございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  ほか、質疑ございますか。 

  では私、予算書８２ページで、説明資料

７３ページの、毎年聞いてるんですけど、

戦没者等援護事務事業でございます。これ

はどこでされる予定にされてますか。 

  仲村福祉課長。 

○福祉課長（仲村晴好君） 

  福祉課の仲村でございます。 

  まだ正式決定はしておらないですけれど

も、中央公民館でさせていただく予定です。 

○委員長（井川佳子君） 

  では例えば、祭壇を工夫したらエレベー

ターがあるところでできるんじゃないか。

例えばここの場所でもできるんじゃないか

という気はします。人数も結構限られてき

ているように思うので、そのような計画は

なさらないですか。 

  仲村福祉課長。 

○福祉課長（仲村晴好君） 

  福祉課の仲村です。 

  委員長おっしゃったように、東地区、こ

こやったら東地区になるので、遺族会の意

見としては西でするのが遠いと。東なら行

けるけど、西ならちょっとやめとこうかな

という方もいらっしゃるみたいで、東地区

でするなら、私は中央公民館かなと思って

はおるんですけれども、ここの天井の高さ

が追悼碑をするのに、天井多分当たると思

うんです。高さが足りないんじゃないかと

いうふうに思ってるんですけど、またその

辺は検討させてもらうのと、あと庁舎管理

が許せばということになると思いますけれ

ども。 

○委員長（井川佳子君） 

  何というんですか、エレベーターがある

という点でここはいいと思うので、追悼碑

にこだわる必要があるのかなと。また考え

といていただきたいです。お答えあります

か。 

  仲村福祉課長。 

○福祉課長（仲村晴好君） 

  福祉課の仲村です。 

  遺族会と今、一緒にこの事業進めてきて

いる事業ですので、また遺族会のほうの方

の意見もお聞きして、意向を尊重したいと

思います。 

○委員長（井川佳子君） 

  ありがとうございます。 

  そのほか。中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  中川です。 

  そうしましたら、予算書８６ページ、説

明資料は９１ページをお願いします。 

  ９１ページの説明資料のところは、この

永寿荘管理の事業になっておりまして、こ

れにつきましては、予算額が令和２年と比

べて１２０万円ほどアップしておりまして、

この辺りのアップ要因は何でしょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  小森健康増進課長。 

○健康増進課長（小森 進君） 

  健康増進課の小森でございます。 

  永寿荘の管理の委託のほうを社会福祉協

議会に行っていただいております。来年度

から私どもの町と同じような会計年度任用

職員と同じような企業体系で予定をしてお

りまして、通常であれば夏と冬の賞与とい

いますか、がないんですけども、その賞与

分を見込んだ額ということで、増額という

ことになってございます。 

  以上でございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 
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  同じような質問になるかもしれませんが、

同じく今度は説明資料の９２ページ、こち

らは今度は豊寿荘、西側ですね、豊寿荘の

管理事業で、こちらも同様に、同様じゃな

いな、金額的には五、六十万のアップにな

りますが、これも同じような意味合いなん

でしょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  小森健康増進課長。 

○健康増進課長（小森 進君） 

  健康増進課の小森でございます。 

  委員おっしゃるとおりでございます。ち

なみに、永寿荘職員、対象職員は３名、豊

寿荘、対象職員は２名ということになって

ございます。 

  以上でございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  予算書の８３ページ、社会福祉総務費、

説明資料では７８ページです。 

  障害者相談事業なんですけれども、これ

障害者虐待防止センターを設置するという

ふうに説明がありますけれども、これはど

こで行うのか、どこに設置されるのか、お

聞きします。 

○委員長（井川佳子君） 

  仲村福祉課長。 

○福祉課長（仲村晴好君） 

  福祉課の仲村でございます。 

  障害者虐待防止センターは、吉川支所に

あります福祉相談支援室に設置してござい

ます。夜間につきましては、本庁に専用の

電話とファクスを備えております。 

○委員長（井川佳子君） 

  そのほか、質疑ございますか。 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  電話は無料でできるというようなことに

なってるんかと思うんですけど、専用ダイ

ヤルでやられるということですか。 

○委員長（井川佳子君） 

  仲村福祉課長。 

○福祉課長（仲村晴好君） 

  福祉課の仲村です。 

  専用ダイヤルなんですけれども、無料で

はございません。 

○委員長（井川佳子君） 

  そのほか、質疑ございますか。 

  では、委員長の私から質問させていただ

きます。 

  予算書は８８ページで、説明資料が６３

ページでございます。 

  子ども医療費助成事業でございますが、

これは一体何人を見込んでいらっしゃいま

すか。 

  桑原保険課長。 

○保険課長（桑原康男君） 

  保険課、桑原です。 

  令和２年度の１２月末現在の対象者数で、

1,１３３人ですので、それをベースに見込

んでいるところでございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  桑原保険課長。 

○保険課長（桑原康男君） 

  保険課、桑原です。 

  失礼いたしました。合計で1,３１８人、

実績を基に算定しておるところでございま

す。 

○委員長（井川佳子君） 

  令和２年は1,１３３人を見込んでいて、

令和３年は1,３１８人見込んでいるのに、

予算額として減っているのは、症例による

ものなんですか。 

  桑原保険課長。 

○保険課長（桑原康男君） 

  保険課、桑原です。 

  その前が、１年前が1,３８０人で、今現
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在で1,３１８人なので、人数が減っている

んです。 

○委員長（井川佳子君） 

  令和２年は1,３８０人で、令和３年は1,

３１８人を見込んでいるというお答えでし

たか。 

○保険課長（桑原康男君） 

  実績が１年ずらしておりますので、令和

元年度で1,３８０人、令和２年度の１２月

末現在で1,３１８人。減少しておるという

ところです。 

○委員長（井川佳子君） 

  それをベースに令和３年を計上している

ということでございますね。開設当初、4,

５００万円あった予算だと思うんですけど、

やはりそのように子どもの数も減少してい

るのかなという感じですけど、その理解で

よろしいですか。 

  桑原保険課長。 

○保険課長（桑原康男君） 

  保険課、桑原です。 

  はい、委員長のそれでよろしいかと思い

ます。 

○委員長（井川佳子君） 

  ありがとうございます。 

  そのほか、質疑ございませんか。 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  予算書の８４ページ、社会福祉総務費で

す。説明書は８１ページです。 

  障害児通所支援等事業、これまだ質問さ

れてませんね。されましたか。ここに報酬

のことは書いてないんですけど、報酬は従

来どおりの報酬額になるのか。それと保育

士の確保というのができるのかどうか、こ

れちょっとお聞きします。放課後等のデイ

サービスということで。これはちょっと確

認です。 

○委員長（井川佳子君） 

  仲村福祉課長。 

○福祉課長（仲村晴好君） 

  福祉課の仲村です。 

  障害児の通所の分は、障害福祉サービス

の事業所に通う分ですので、町内の保育所

へ通うとかそういうのではございません。

その答えでよかったですか。 

○委員長（井川佳子君） 

  そのほか、質疑ございますか。 

  このページは終結しますけど、よろしい

ですか。 

  では、ここのページについては終結いた

します。 

  次、８９ページ、項２・児童福祉費から、

１０１ページ、款４・衛生費、目２・し尿

処理費までの説明をお願いいたします。 

  順次、説明をお願いいたします。 

○こども育成課長（竹内弘明君） 

  こども育成課の竹内です。 

  それでは予算書９０ページ、当初予算説

明資料は１８８ページをお開きください。 

  款３・民生費、項２・児童福祉費、目

２・児童福祉施設費の説明欄に吉川保育所

管理事業でございます。主なものは、１７．

庁用器具費でございます。これは、国の保

育所等におけるＩＣＴ化推進等事業、感染

対策支援を活用し、保育業務のＩＣＴ化を

行うものです。具体的には、吉川保育所に

おきましてタブレットを１台設置し、子ど

もたちが園庭等でも調べることへの興味や

関心を高めることを目的とし、建物の外で

の活動を増やすことで、３密の回避も目的

としています。 

  また、タブレットを使用することで保育

業務の軽減も目的としております。 

  次に、同じ予算書のページ、９０ページ、

当初予算説明資料も同じく１８８ページを

お開きください。 

  説明欄３の吉川保育所運営事業でござい
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ます。主なものは、予算書は９１ページに

なりまして、１２．業務委託料でございま

す。これは給食調理業務を委託します1,３

４６万4,０００円と保育士派遣事業1,１６

９万円です。給食調理業務は令和２年度と

金額の変更はありませんが、保育士派遣事

業は２名分を計上しております。 

  民生費の説明は、以上となります。 

○委員長（井川佳子君） 

  小森健康増進課長。 

○健康増進課長（小森 進君） 

  健康増進課の小森でございます。 

  私のほうからは、衛生費になります。予

算説明資料の９４ページ、それと予算書に

つきましては、９５ページを御覧いただき

たいと思います。 

  ２の成人健康増進事業の中の、予算書で

申し上げますと、主には１２の検診委託料

でございます。これにつきましては、来年

度より肺がん検診の個別事業を実施する予

定をしてございます。４０歳以上の方に、

今まででしたら集団接種のみで実施してお

りました肺がん検診につきまして、個別の

お医者さんでも受けていただけるように手

当をしてございます。 

  続きまして、予算説明資料の９６ページ、

それと予算書は同じく９６ページでござい

ます。 

  予算書で申し上げますと、４の新型コロ

ナウイルスワクチン接種体制確保事業でご

ざいます。前回の補正の場でも上げさせて

いただいたんですけど、今回のこの費用に

つきましては、実際、接種が始まってまい

ります。接種費用に係る経費が主なという

ことでやらせていただいております。 

  以上でございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  星原環境課長。 

○環境課長（星原健男君） 

  環境課の星原です。 

  私のほうからは、予算書１００ページ及

び予算説明資料１１６ページを御覧くださ

い。 

  款４・衛生費、項１・清掃費、目・塵芥

処理費ですけども、説明の欄２．広域ごみ

処理事業です。１８の負担金のうち、猪名

川上流広域ごみ処理施設組合負担金につき

ましては、２億4,９５０万7,０００円を計

上しております。前年度と比べて、９６４

万6,０００円の減額となっております。減

額の主な要因は、起債償還終了などによる

公債費の減額となっております。 

  同じく１８の負担金のうち、豊能郡環境

施設組合負担金につきましては、3,０５０

万4,０００円を計上しております。前年度

と比べて1,３１９万3,０００円の減額とな

っております。減額の主な要因は、ダイオ

キシン対策費の調査費用の減額、またダイ

オキシン問題対策協議会関係費が令和２年

度で終了したことに伴う減額です。 

  以上です。 

○委員長（井川佳子君） 

  説明は以上ですか。 

  それでは、質疑に入ります。 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  中川です。 

  予算書９０ページで、説明資料が１８８

ページをお願いいたします。 

  先ほど説明ございました、この小事業名

のナンバー２のほう、吉川保育所管理事業、

タブレットを配置しということなんですけ

れども、未就学の子どもさんたちもタブレ

ットを使うというふうな、そういうふうな

位置づけなんですか。ちょっとすみません。 

○委員長（井川佳子君） 

  竹内こども育成課長。 

○こども育成課長（竹内弘明君） 
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  こども育成課の竹内です。 

  保育士もしくは職員がタブレットを持ち

まして、子どもと一緒に調べていく、そう

いうことを想定しております。 

  以上です。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  続けて、同じその説明資料の１８８ペー

ジ、小事業名の番号３番、保育士派遣事業

ということで、ここのこの保育士だけにか

かわらず、幼稚園の先生も今回派遣という

ふうな項目が見受けられるんですけども、

実際、派遣を仰がなければならない、やら

なければならないというのは、実際はそん

だけやっぱり人手がちょっとうまく集めら

れないというのが原因なんですね。 

○委員長（井川佳子君） 

  竹内こども育成課長。 

○こども育成課長（竹内弘明君） 

  こども育成課の竹内です。 

  ただいま委員がおっしゃったとおりでご

ざいます。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  ちょっと私、想像がつかないんですが、

先生というか、教師の方というか、保育士

の方もそうですけども、派遣というのは実

際はあるんですか。ちょっとほかの地域、

分からないんですけども。 

○委員長（井川佳子君） 

  竹内こども育成課長。 

○こども育成課長（竹内弘明君） 

  こども育成課の竹内です。 

  先日、２月ですが、視察した交野市でも

大阪府の交野市の派遣をされておりますし、

東京都なんかでしたら、派遣というのをさ

れているというふうには聞いております。 

  以上です。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  派遣の方を雇い入れるというか、使わせ

ていただくとなりますと、派遣というのは

結構昔からいろいろと問題提起されている、

ニュースなんかでも見ましたけども、派遣

労働の何かそういうふうな派遣者労働、そ

ういう派遣法というんかな、そういう別な

労働の関するルールというかありますけど

も、そういったものをしっかりと、そうい

う対応したようなことやっていかなあかん

と私は思ってるんですけど。その辺は大丈

夫なのか。特に派遣先責任者を決めないか

ん、これはこちら側ですね、派遣先責任者

をきちっと決めなあかんのと、あと指揮命

令者、それもきっちりと、この人が命令を

下す人ですよ、その人の責任者はこの人で

すよみたいな。特に就労管理とかそんなん

もきちっと分かってるような人が、特にこ

の派遣先責任者にならなあかんというのが

このルールの大きな点やと思うんですけど

も、その辺りちゃんとできるんかどうか、

大丈夫なのかなというのが、私のちょっと

今の疑問点なんですが、その点、大丈夫な

んでしょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  竹内こども育成課長。 

○こども育成課長（竹内弘明君） 

  こども育成課の竹内です。 

  ただいま委員がおっしゃったとおり、派

遣法に定められた規定で、現場においての

責任者、またその派遣で来られる方が抱か

れる苦情等に対する責任者というのもしっ

かり契約において定めるようになっており

ます。それは確認はできております。 

  以上です。 

○委員長（井川佳子君） 
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  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  ずっと前、もう十何年前から豊能町、保

育士さん、保母さん、幼稚園の教員の方、

雇わないんで心配してたんですけども、も

ういよいよ、そのとき来ちゃったかなとい

う感じなんですが、今は正職何人いらっし

ゃるんですか。 

  そしてこの先、５、６年、皆さんのお歳

を想像しても、５、６年でもう退職されち

ゃうんじゃないかなと思うので、５年後に

正職の方が何人なのか、教えてください。 

○委員長（井川佳子君） 

  竹内こども育成課長。 

○こども育成課長（竹内弘明君） 

  申し訳ございません。ちょっと今、正確

な今、職員の人数と、あと５、６年後の人

数というのは、ちょっと今把握できており

ませんので、申し訳ございません、また後

で回答させていただいてよろしいでしょう

か。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  それは構いません。別途、またこの時間

の中で教えてくださればいいんですけども、

となると、豊能町のほう、合わせて民営化

という話も出ていますんで、ここ１、２年

できちっと話を詰めて、来年度予算にはど

うするかというぐらいの形を進めなくちゃ

いけないと思うんです。そういったつもり

で、こっちも心の準備をしていたらいいで

すか。今後の計画だけ、お尋ねします。 

○委員長（井川佳子君） 

  竹内こども育成課長。 

○こども育成課長（竹内弘明君） 

  民営化につきましては、子ども子育て審

議会等を通じて今から、実際動くのは来年

度からですが、通じて計画を立てていきた

いと思っております。今はその年度計画を

立てる準備をしているところでございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  中川です。 

  そうしましたら、予算書９５ページで、

説明資料は９４ページです。 

  例の肺がん検診という話でしたか、説明

資料９４ページの、小事業名が２番目の肺

がん検診、個別をやりますよみたいなこと

なんですが、これそもそも、今まではやっ

てなかったけども今回個別でやりましょう

かみたいなこと、オーケーになる背景は何

かあるんですか。 

○委員長（井川佳子君） 

  小森健康増進課長。 

○健康増進課長（小森 進君） 

  保険課の小森でございます。 

  この事業を行うという背景でございます

が、そもそも集団検診でのみしか実施でき

ていなかったということで、個別でもとい

うことで、いわゆるちょっと差別化でされ

ていたということなんですけれども、町内

の医療機関さんといろいろお話させていた

だきますと、やはりぜひ個別の部分でもや

らせてほしいという先生方のお話もござい

ました。 

  実は毎年、年度が替わる前に、医師会さ

んのほうから要望もいただいてございます。

その中にも、そういう記載もございまして、

今回検討させていただきまして予算化をさ

せていただいたと、そういうことになって

おります。 

  以上でございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  そしたら個別で受ける方対象で５００万
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円を計上されてますけど、大体人数的にと

いうか、件数的にいうたら、どれぐらいを

想定をされているんでしょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  小森健康増進課長。 

○健康増進課長（小森 進君） 

  健康増進課の小森でございます。 

  先ほどちょっと答弁漏れをしておりまし

た。実はこの管内、池田医師会管内、能勢

町さん、私どもと池田市さんなんですが、

能勢町さんも池田市さんも既に実施済みと

いうことなってございましたので、報告さ

せてもうときます。 

  それと、予算の根拠資料なんですけども、

想定人数といたしまして、５２０人分を想

定してございます。 

  以上でございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  そのほか、質疑ございますか。 

  寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

 予算書の９４ページ、説明資料の６８ペー

ジ、令和２年度と比べると、減額になってい

る主な要因について伺います。 

○委員長（井川佳子君） 

  桑原保険課長。 

○保険課長（桑原康男君） 

  保険課、桑原です。 

  診療所への繰出金のことです。令和２年

度につきましては、機器の整備にございま

して、その分、上がっていた。令和３年度

につきましては、その分がないということ

で下がるということです。 

○委員長（井川佳子君） 

  ごめんなさい、申し訳ありませんけど、

もう一度お願いいたします。すみません。 

○保険課長（桑原康男君） 

  令和２年度は機器整備の費用が乗ってい

たんですけども、それがなくなったという。 

○委員長（井川佳子君） 

  ごめんなさい、繰出しのお金はまた特会

のほうでも、またお聞きいただいたらなと

思うので、お願いいたします。 

  そのほか、ございますか。 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  予算書の９６ページ、予防費です。予算

説明書の９６ページお願いします。 

  新型コロナワクチン接種体制確保事業な

んですけれども、これ国がまだワクチンの

全員が摂取できる確保というのは、なかな

かできてなくて、豊能町としても大変予定

が立てにくいような状況もあるんじゃない

かと思うんです。それで、このワクチンに

ついてはまだ有効性と安全性、その確保と

いうのがまだはっきりしていないように言

われております。薬害の痛苦の歴史を繰り

返さないということが大事なんですけれど

も、医療スタッフとそれと会場確保、ワク

チン数量不足なんかが言われておりますけ

れども、豊能町としてはいつ頃を、明確な

時期は言えないのかもしれませんけど、い

つ頃になるのか、国のがはっきりしないか

ら分からないというようなことが最初に説

明がありましたけれども、その辺はどうで

しょう。 

○委員長（井川佳子君） 

  小森健康増進課長。 

○健康増進課長（小森 進君） 

  健康増進課の小森でございます。 

  委員、御心配いただきまして、どうもあ

りがとうございます。 

  刻一刻と毎日皆さん、テレビとか新聞御

覧いただいていて、いろんな情報が入って

きます。ただ、その中にもリークした情報

でありますとか、ほんまなのかうそなのか

分からない情報もございます。我々の綱と

いいますか、頼みとしては、当然国ないし
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大阪府からの情報というのが正確な情報と

いうことで思ってございます。 

  率直な質問といたしましては、いつ頃か

ら始められるんでしょうかというような質

問であったかなというふうに思ってます。

実際問題、ちょっと今分かっている情報か

ら申し上げますと、４月の３週目ぐらいま

でには、微量ではございますが８０人分の

ワクチンが豊能町に割当てはされていると

いうところでございます。これは新聞でも

出てございましたし、ニュースでも出てま

したし、我々も大阪府から情報もしっかり

いただいております。この８０人分をどう

していくかということになるんですけども、

それぞれ自治体によっては、これもマスコ

ミ報道で見てられると思うんですが、まず

は高齢者施設の方から接種をしようとか、

いろいろ方法があると思います。今後ちょ

っと我々としては、ある程度、数量が集ま

り次第、開始してはどうかなということで

考えてございます。ですので、実は今週の

週末までに、この８０人分を豊能町さん受

けられますか、受けられませんかという回

答をしなくてはいけません。もうちょっと

詳しく申し上げますと、実はこのワクチン、

冷凍ではなくて冷蔵状態で引取りに行くと

いうような作業がございまして、これを受

けられることになりますと、御存じのとお

り５日ぐらいで打ってしまわなくてはいけ

ないということもございます。近隣の市で

も高齢者施設からということもお聞きはし

ておりますが、取りあえず私どもについて

は、今後また町長とも相談はさせていただ

くんですけれども、まずはある程度打てる

ような数をプールといいますか、確保して

から始めてはどうかなと、今の段階では思

ってございます。この時期につきましては、

恐らく５月ぐらいの開始ではないのかなと

いうふうに思ってございます。 

  以上でございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  その件については、各自治体、今大変で

すけど、豊能町の医療関係の方も大変御苦

労をなさってると思いますので、この点、

人員の確保やらいろいろと本当に配慮され

て大変なことだと思いますけども、その点

は住民の安心安全の守っていただく上で、

自治体の職員さんも、これ最初に受けない

けないようなことも言われてますし、医療

関係と同時にね。そういうところもよく、

皆さん十分考えられて、安全に対応してい

ただきたいと思います。お願いします。 

○委員長（井川佳子君） 

  すみません、ではもう１時間以上経って

ますので、１０分休憩いたします。３５分

まで休憩いたしますので。 

（午後 ３時２２分 休憩） 

（午後 ３時３５分 再開） 

○委員長（井川佳子君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  竹内こども育成課長、お願いいたします。 

○こども育成課長（竹内弘明君） 

  こども育成課の竹内です。 

  先ほど秋元委員からいただきました職員

数について、御回答差し上げてもよろしい

でしょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  はい。すみません、何ページか教えてい

ただけると助かります。 

○こども育成課長（竹内弘明君） 

  ページ数ではなく、職員の数がという御

報告の質問でした。申し訳ありません。 

  令和２年度当初で正職員が２９名、再任

用職員が３名、計３２名が職員となります。

これが令和６年度は、正職員が２３名。た

だ、この間で定年を迎えて退職される方が
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再任用を御希望されるかどうかが分かりま

せんので、この再任用のされる方の人数は

ちょっと把握できません。お答えできるの

は以上になります。 

○委員長（井川佳子君） 

  ありがとうございました。 

  では、そのほかの質疑、お願いいたしま

す。 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  中川です。 

  予算書の９２ページ、お願いします。そ

して、説明資料は８３ページです。 

  説明資料８３ページの小事業名が児童手

当支給事業とあります。これにつきまして

も、金額の差、令和２年が１億5,２００万

円、今回、令和３年の予算が１億4,５００

万円という金額になってて、約８００万円

程度下がっているのかな、この辺りはどの

ような要因でしょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  仲村福祉課長。 

○福祉課長（仲村晴好君） 

  福祉課の仲村でございます。 

  昨日の今年度の補正予算でも常任委員会

のほうでお答えさせていただいたんですけ

れども、子どもの数が減っております。昨

日、全体の年齢別人口を比較させてもらっ

てお答えさせていただいたんですけれども、

今日は予算ベースで何人、対象人数を見込

んでおったかとかを、ここでお答えさせて

いただきます。 

  令和２年度の予算では1,１９０人、来年

度の令和３年度の対象児童人数は1,１４９

人ということで、４１名の減少ということ

になっております。 

  昨日、申し上げました人数、全体の人数

と、今、申し上げた人数の差については、

公務員の分が含まれておりますので、今回

公務員の分を除きまして、正味の対象人数

ということで今、御報告させていただきま

した。 

○委員長（井川佳子君） 

  ほか、質疑ございますか。 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  そうしましたら、予算書９５ページで、

説明資料９５ページ、予算書も説明資料も

９５ページです。 

  ここの小事業名で、ロタウイルス予防接

種情報の云々というのと、あと３番目、新

型インフルエンザ予防接種情報のという名

称がついておりますけども、これは予防接

種の何か登録というか、管理するシステム

のようですけども、あれってＶシステムと

いうんですか、何かそういうふうなシステ

ムの改修、変更というか、そういうふうな

ことなんでしょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  小森健康増進課長。 

○健康増進課長（小森 進君） 

  健康増進課の小森でございます。 

  今、委員おっしゃっていただいたＶシス

テムにつきましては、今回のコロナウイル

スの関係の分の、国のシステムでございま

す。 

  今回、上げさせていただいてますのは、

そもそも皆さん、直近であればインフルエ

ンザの予防接種を皆さん受けられて、その

情報が我々に返ってまいります。それを私

どもは、自治体の役目としては、その打っ

た方がどこでどういうロットのワクチンを

打ったかという情報を、登録を、実はうち

のシステムにしておかないと駄目なんです。

今回のこのロタウイルスについても、新型

インフルエンザ予防の分につきましても、

これも新たにそういう情報をしっかり私ど

ものシステムの中に入れるというシステム
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改修という名目のお金でございます。以上

でございます。 

  ですから、今回の新たな、今後始まりま

すコロナウイルスの分につきましても、同

じような流れで接種をされた後、私どもの

ほうに問診票がまいりまして、どこの医療

機関で、どなたがいつどういうロットのコ

ロナウイルスのワクチンを打たれたかとい

う情報を入れることにしてございます。 

  以上でございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  続いて質問させてもらいます。 

  予算書の９７ページ、説明資料は９９ペ

ージをお願いします。 

  説明資料９９ページの小事業名、ナンバ

ー２の感染症対策事業というふうな名目に

なってまして、保健福祉センター施設の感

染症対策の強化となってまして、これが今

回、令和２年はなかったけれども、今回、

２７万2,０００円を予算計上されておりま

すが、これはどんな対策、どんなふうなこ

とをされるんでしょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  小森健康増進課長。 

○健康増進課長（小森 進君） 

  健康増進課の小森でございます。 

  今年度、コロナ特例交付金で、我々の施

設もそうなんですけれども、感染症対策と

いうことで、アルコールの設置であります

とか、様々なことをさせていただきました。 

  次年度につきましても、第３次の補正が

ございまして、それが交付金が出るという

ことはお聞きしたんですが、今年度やって

るからといって、来年度その対策をしない

ということは、我々としてもできませんの

で、今年度と同じような、例えば、我々も

検診業務もございまして、特に今年度につ

きましては、最良の配慮をしたと。入り口

で検温させていただいたりとか、必ず手指

の消毒をいただいたりとか、いろんな対策

をしてきましたが、それにかかる、主には

アルコールの購入という形になると思いま

す。 

  以上でございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  予算書の９９ページ、公害対策費、予算

説明書では１１５ページでございます。公

害対策事業の事業名でお聞きします。 

  ここには、豊かな環境の保全及び創造に

関する対策の推進各種環境調査を実施し、

公害パトロールの強化、公共用水域の監視

というふうに概要説明があります。これは

対象は豊能町全域でというふうに考えてい

いですか。お聞きします。 

○委員長（井川佳子君） 

  星原環境課長。 

○環境課長（星原健男君） 

  環境課の星原です。 

  公害の対策地域は全域を考えております。

全域となっております。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  これまで何かこういうことをされて、何

か問題があったとか、あった場合はどうい

うふうに対処されるのか、その点、お聞き

します。 

○委員長（井川佳子君） 

  星原環境課長。 

○環境課長（星原健男君） 

  環境課の星原です。 

  産業廃棄物が捨てられているという事例

も多々ありまして、その場合は、大阪府の

ほうに報告するという形で、一緒にパトロ
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ール、現地確認をしております。 

  それと、例えば河川に影響のある水が流

れた場合であるとか、そういうところにも、

神崎川であるとか、水の管理しているとこ

ろ、所管のところに報告するという形を取

っております。 

○委員長（井川佳子君） 

  そのほか、質疑ございますか。 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  中川です。 

  そうしましたら、私のほうからは予算書

の１０１ページ、それから説明資料は１２

０ページをお願いいたします。 

  １２０ページの説明資料の小事業名の項

目２・豊能町衛生センター施設云々という

この事業の内容ですけども、これも金額的

に増えている、令和２年が1,４９６万で、

今回の令和３年が1,８００万円ということ

で、３００万円から４００万円ぐらい増え

ているんかな、この辺りの要因は何でしょ

うか。 

○委員長（井川佳子君） 

  星原環境課長。 

○環境課長（星原健男君） 

  環境課の星原です。 

  衛生センターにつきましては、計画を立

てて修繕を行っておりまして、令和３年度

につきましては、前処理設備整備でありま

すとか、水中攪拌ポンプ取替えという形で、

若干金額がかさむものの取替えというもの

が発生しております。 

  過去の分でいいますと、令和２年につき

ましては、1,４９６万円の計上になりまし

て、その前、令和元年度につきましては、1,

８２６万円、平成３０年については、1,８

５７万6,０００円ということで、令和２年

につきましては、若干下がっておりますが、

令和３年につきましては、例年どおりの予

算計上という形になっております。 

  以上です。 

○委員長（井川佳子君） 

  では、すみません、委員長のほうからち

ょっと質問させていただきます。 

  その同じ項目の１２０ページでございま

すが、これ、し尿等処理事業ですけれども、

町内何件分の予算で、この値段なんでしょ

うか。 

  星原環境課長。 

○環境課長（星原健男君） 

  一般家庭であれば１９件、事業所は５件、

全部で２４件のくみ取場所になっておりま

して、それプラス、臨時のくみ取がありま

して、令和２年の見込みでは１４５回分、

高山の浄化槽での受入れが、令和２年、本

年度は見込みとして３８件分、それと摂津

市の受入れという形の分が受入量になりま

す。 

○委員長（井川佳子君） 

  委員長からもう一度。 

  すみません、摂津市のものを引き取って、

町内で処理してるんですけれども、例えば

これ一般廃棄物で、摂津市のものもここで

処理していると。言いますと、何を言って

いるかというと、もう修繕費とかいろいろ

かさむわけで、豊能町内のものをどこかほ

かが受け入れてくれたら、そのほうがコス

トがかからないんじゃないかと思うので、

そのような計画とか辺りを見ていくとか、

そのような考えはないのか、予算で聞いて

おきたいと思いました。 

  星原環境課長。 

○環境課長（星原健男君） 

  摂津市とは、当初は平成２５年度に覚書

を交わしまして、平成２５年１０月から受

入れが始まっております。１年間に引き受

けるし尿の量としましては、おおむね1,３

００キロリットルとしておりまして、最後
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の覚書が、平成３０年４月１日から令和５

年３月３１日までの５年間という形になっ

ております。 

  どんどん、し尿の量も減ってきておるん

ですけども、令和２年度の見込みとしまし

ては、令和２年４月から令和３年２月末の

見込みとしては、681.８キロリットルとい

う形になっております。 

  それに応じて、負担金を摂津市さんのほ

うにも負担していただきまして、大体豊能

町が３０％、摂津市が７０％という形で負

担金を負担していただいております。入の

ほうにも入っている負担金になるんですけ

ども。ですので、令和５年３月３１日まで

は覚書がありますので、どうしても受け入

れないといけないかなという形になってお

ります。 

○委員長（井川佳子君） 

  大西住民部長。 

○住民部長（大西隆樹君） 

  住民部の大西でございます。 

  外へというようなお話もあるんですけれ

ども、コスト面で考えると、そういったこ

とも考えられないこともないかというふう

に思います。 

  ただ、やはり町内で処理をするというの

が大前提となっておりますので、摂津市の

意向も踏まえながらということになるんで

すが、やっぱり町内で処理をしていくとい

うことが必要ではないかというふうに考え

ております。 

○委員長（井川佳子君） 

  では、この項目ではございませんか。 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  １００ページ、塵芥処理費です。予算説

明書では１１４ページになります。 

  ごみ資源化事業なんですが、令和２年度、

３２０万3,０００円、令和３年度は３０４

万4,０００円というふうに、ちょっと減額

されておりますけれども、これは減るとい

う予想で見積もられた、予算化されたとい

うことでしょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  星原環境課長。 

○環境課長（星原健男君） 

  集団回収の中の新聞の購読者が減ってお

りますので、その分が減っていくという形

になっております。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  １０１ページの業務委託料ありますね。8,

８００何万なんですけども。これちょっと

多分瓶とか缶だと思うんですが、内訳を教

えていただけますか。瓶に幾ら、缶に幾ら。

その中で同じ業者がいるようだったら、こ

ことここは同じ業者ですというような、そ

の説明が欲しいんですが。 

○委員長（井川佳子君） 

  星原環境課長。 

○環境課長（星原健男君） 

  不燃ごみと瓶、缶収集委託業務が１社と

容器包装プラスチック、ペットボトル収集

運搬業者が１つ、それと資源紙類、紙類収

集運搬業者それぞれ３社、別々の業者と契

約しております。 

○委員長（井川佳子君） 

  はい、どうぞ。 

  星原環境課長。 

○環境課長（星原健男君） 

  環境課の星原です。 

  予算ベースで、金額ですけども、不燃瓶、

缶につきましては3,８１７万円、容器包装

プラスチック、ペットボトルにつきまして

は約3,６００万円、資源紙、紙類収集運搬

業務につきましては、1,４００万円の予算

ベースになっております。 
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○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  大体、紙、段ボールの別として、上の不

燃物瓶、缶、プラスチック、ペットボトル

というのは１種類集めるのに、大体1,００

０万円かかっているということですよね。

そうなったときに、この事業がスタートし

たときに、たしかペットボトルとプラスチ

ックは一緒に集めていることがあったんで

す、業者が。今、ここまでごみが減ったら、

それも可能かなと思って、そういう交渉な

どはしていただけたらありがたいんですが、

いかがでしょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  星原環境課長。 

○環境課長（星原健男君） 

  環境課の星原です。 

  今現状では別々ですけども、また今後、

検討していきたいと思います。 

○委員長（井川佳子君） 

  そのほか、質疑ございませんか。 

  では、このページは質疑終結いたします。 

  次、１０２ページ、款５・労働費から、

１１０ページ、款７・商工費までを説明願

います。 

  暫時休憩いたします。 

（午後 ３時５２分 休憩） 

（午後 ４時 ５分 再開） 

○委員長（井川佳子君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  １０２ページ、款５・労働費から、１１

０ページ、款７・商工費まで説明願います。 

  泊農林商工課長。 

○農林商工課長（泊  進君） 

  農林商工課の泊でございます。 

  農林商工課が所管しますのは、総務費、

企画費、負担金の、とよのまつり実行委員

会負担金、労働費、労働諸費、労働支援事

業、農林水産業費、商工費でございます。 

  それでは、主なものを御説明させていた

だきます。予算説明資料１４３ページ、予

算書６５ページを御覧ください。 

  この分ですけども、地域活性化事業のと

よのまつり実行委員会負担金です。これは

昨年度は大阪府振興補助金を受け、２５０

万円で事業を行う予定でしたが、コロナウ

イルスの影響でイベントが中止になりまし

た。今年度はその補助対象とならなかった

ため、減額された昨年度から１００万円の

減額という形で予算措置をしているところ

です。 

  すみません、予算説明資料は１４５ペー

ジ、予算書のほうはちょっとまた飛びまし

て、申し訳ございません、１０２ページを

御覧ください。 

  シルバー人材センター支援事業でござい

ます。令和２年度より事務の見直しにより、

農林商工課のほうで担当となりました。事

業費については、令和２年度と同額の金額

になっております。 

  続きまして、予算説明資料１４８ページ、

予算書１０４ページを御覧ください。 

  農業振興事業でございます。予算説明資

料の下段、構成事務事業の３番目、青年就

農給付金交付事業につきましては、全額府

の補助を受け、地域農業の担い手として、

青年等の新規就農者に対して農業支援をす

るために給付金を交付するものですが、金

額は昨年度と比較して、１５０万円の増加

となっています。これは認定新規就農者が

昨年度の２名から１名増えて、３名となっ

たもので、合計３名分の予算計上としてお

ります。 

  同じく、構成事務事業の４番目、とよの

就農支援塾事業ですけども、農業の後継者、

担い手の育成を目的として実施するもので、

昨年度に引き続き、町単費で実施するもの



70 

でございます。 

  続きまして、予算説明資料１４９ページ、

予算書１０５ページの農×観光戦略推進事

業でございます。予算説明資料の農業法人

設立事業は、地方創生交付金を受けて、開

設した志野の郷の運営を支援する経費とし

て令和２年度より町単費事業として実施し

ておりますが、令和３年度においても、引

き続き支援していくものとして、２０７万9,

０００円を計上しております。 

  続きまして、予算説明資料１５１ページ、

予算書１０５ページの農空間保全事業でご

ざいます。 

  予算説明資料の構成事務事業の２番目、

中山間地域等直接支払制度事業は、令和元

年８月に施行された棚田振興法に基づく制

度で、国より地域指定を受けた地域に対し、

地域が行う農用地や水路、農道等の保全活

動に対して、国５０％、府と町がそれぞれ

２５％の割合で補助金を交付するものです。

現在、牧地区がこの地域指定を受けており

ます。 

  続きまして、予算説明資料１５２ページ、

予算書１０５ページのほ場整備事業でござ

います。 

  牧地区ほ場整備事業につきましては、先

日の全員協議会において、進捗状況の概要

を御説明させていただきましたところです。

昨年度は換地原案の策定に対し、業務委託

料を計上し、測定業務が終了したところで

すが、令和４年度以降の本格的な工事を進

める事前の事業としまして、令和３年度に

おいては、工事に必要な境界測量、詳細設

計、文化財等の試掘調査等を行う予定とし

ており、その事業費に係る町負担金として

４８５万1,０００円を計上するものでござ

います。 

  続きまして、予算説明書１５６ページ、

予算書１０７ページを御覧ください。 

  森林整備事業につきましては、平成２８

年度より取り組んでまいりました。美しい

森林づくり基盤整備事業が今年度で終了し

ます。これに代わる事業として、令和元年

度より基金として積み立てている森林環境

譲与税を活用し、今後の森林整備方針の策

定と緊急度の高い民有林等の間伐等、そう

いった森林整備に取り組んでいきたいと考

えています。 

  説明は以上です。よろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（井川佳子君） 

  これより質疑を行います。 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  中川です。 

  お伺いするのは、説明資料のページでい

きますと、１５２ページをお願いします。

説明資料１５２ページ、予算書は１０５ペ

ージになります。 

  先ほども、ちらっと説明されておりまし

たが、小事業名、牧地区ほ場整備事業とい

うことで上がっておりますが、この中のい

ろんな項目がありました。境界測量とか詳

細設計とか文化財の掘るんかな、試し掘り

の調査等というふうに書いてますけども、

これ文化財とか試して掘って、何か見つか

ったりすると、ほ場整備そのものがちょっ

と一時中断とかいうふうなことになったり

もするんでしょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  長谷理事、お願いします。 

○都市建設部理事（長谷典彦君） 

  都市建設部の長谷です。 

  文化財調査のほうなんですけども、牧地

区につきましては、周知の文化財の包蔵地

という指定のほうは受けてないんです。縮

図調査の結果、例えば重要な遺物なんかが

出てきた場合には、ちょっと今、委員御指



71 

摘いただいたような状況が発生するかもし

れません。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  いずれにしても掘ってみんと分からんと

いうことなんですね。 

○委員長（井川佳子君） 

  長谷理事、お願いします。 

○都市建設部理事（長谷典彦君） 

  都市建設部、長谷です。 

  委員の御指摘のとおり、既にちょっと知

られてます遺構跡があったりとかいう地域

ではありませんので、堀ったときにちょっ

と知られていないような遺物が出てきた場

合に、それが重要なものであったりした場

合にはちょっと詳細にその調査をやってい

かなあかんという判断を文化財保護課のほ

うがすれば、ちょっと調査期間が長くなる

という可能性はあります。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  もしもの話やけど、もし見つかったら、

どれぐらい調査期間がかかるんですか。実

際何か見つかった場合。 

○委員長（井川佳子君） 

  長谷理事。 

○都市建設部理事（長谷典彦君） 

  文化財調査のほうにつきましては、一応

出てきた遺物がどういうものかというのを

整理した上で、最終報告書という形で文化

財保護課のほうがまとめますので、ものに

もよるんですけど、長ければちょっと数年

という例もありますし、短ければ１年とい

うケースもあります。出てくる遺物の内容

によって変わるということです。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  逆になんか掘ったらえらいもん出てきた

となってしまったら、もうそれはずっとそ

こはもう整備できずに、ずっと今後永遠に

その場所を残しておかなあかんとかいうふ

うなことになったりすることはないんです

ね。 

○委員長（井川佳子君） 

  長谷理事。 

○都市建設部理事（長谷典彦君） 

  都市建設部の長谷です。 

  ちょっと他地区の事例なんですけども、

同じようにほ場整備した地区で、掘ったと

ころ古墳が出てきたというケースがありま

す。その場合、当初計画ではその古墳のと

ころに農道をつけるという計画だったんで

すけども、最終的に保存処置ということで、

ほ場整備の計画を変更する形で、古墳を保

存するという例はあります。ですんで、掘

ってみないと分からない部分はあるんです

けども、出てきたものによれば保存措置と

いうのが必要になるケースがあります。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  予算書の１０６ページ、説明書は１１０

になるのかな。ごめんなさいね。コミュニ

ティセンターのことです。 

○委員長（井川佳子君） 

  コミュニティセンター開発事業ですか。

説明資料は１５４ページです。 

○委員（秋元美智子君） 

  ごめんなさいね。町長のこの町政運営方

針を読ませていただくと、高山右近や顕彰

会に支援していくことで、コミュニティセ

ンターのその役割が発揮できるようにして

いくと、より多くの方が訪れるような事業

を展開していきますと書いてあるんですが、

これ具体的にここに上がっているのはコミ
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ュニティセンターの管理事業なので、これ

は指定管理者の分かな。ちょっとお願いし

ます。 

○委員長（井川佳子君） 

  泊農林商工課長。 

○農林商工課長（泊  進君） 

  農林商工課の泊です。 

  おっしゃるとおり、コミュニティセンタ

ーを指定管理していただいてますので、そ

れに係る費用でございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  ということは、東京ドームのままだと思

うんですけども、それは従来、今までと変

わらないので、ここにある、より多くの方

が訪れるような事業を展開していきますと

いう、ここの部分の予算というのは、この

下にある修繕費の２０万円ですか。これ、

トイレか何か修繕するのかしら。 

○委員長（井川佳子君） 

  泊農林商工課長。 

○農林商工課長（泊  進君） 

  農林商工課の泊です。 

  修繕費の２０万円につきましては、建物

自体がかなり相当古くなっておりますので、

経年劣化に対して一時的な修理という形で

考えた２０万円になっております。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  ほかの花折街道とかそういうのも、どこ

にちょっと予算が入っているのかなという

ふうに、でも、どうもそれなさそうなんで、

高山なんか活力あるまちづくりに向けて、

ほかにどこに予算が入っているんですか、

活力あるまちづくりに向けて。ちょっとそ

こが見当たらないので教えてください。 

○委員長（井川佳子君） 

  泊農林商工課長。 

○農林商工課長（泊  進君） 

  農林商工課の泊です。 

  観光関係の部分になるかなと思うんです

けども、予算措置の中では具体的な数字は

ございませんが、観光協会等と連携しなが

ら、そういったことは進めていきたいなと

いうふうには考えております。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  公認した予算はないということで理解さ

せてもらってよろしいですね。ほか、後か

らぽろっと出るとかじゃなくて。 

  これは要望ですけども、高山コミュニテ

ィセンターはトイレが多分駄目だったと思

います。体育館の中のほうが。使えない感

じです。本当にあそこで何とかまちおこし

を考えるならば、やはりそういったところ

にも目を向けていただきたいと思いますの

で、お願いします。これは要望で終わらせ

て、来年度に期待します。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  中川です。 

  私のほうからは、説明資料１５６ページ

をお願いします。それから、予算書は１０

７ページ、この説明資料１５６ページは森

林整備事業ということで、先ほども説明が

あったのかなと思いますけども、今回、森

林環境譲与税を活用して、こんなことやっ

ていきますみたいなこと書いてあるその中

の文言で、整備が必要な緊急度の高い民有

人工林から間伐整備を行うというふうに書

いてありまして、私、何年か前にこの森林

環境譲与税のことを一般質問させていただ

いた折に、そのお金を使って民間の森とか

そんなんをちょっと手入れできへんみたい
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なような答弁をいただいたような記憶があ

るんですけども、これってこの森林環境譲

与税でまさに民間のところを手を入れると

いうことは、それは可能なんですか。 

○委員長（井川佳子君） 

  泊農林商工課長。 

○農林商工課長（泊  進君） 

  農林商工課の泊です。 

  森林整備事業につきましては、現在、今

年度も行ってるんですけれども、美しい森

づくり整備事業というのを平成２８年度か

らやっております。この分につきましては、

基本的には民間の所有者の方の森のほうを

整備しているものです。この整備に当たり

ましては、豊能町森林組合さんと協力しな

がら地権者の方とかと調整させていただい

て、順次進めているところです。これから、

これが今年度で終わりますので、次年度以

降に間伐整備を行っていく際に関しても、

同様の形で森林組合さんと調整しながら、

民間のほうとかの整備とかに取り組んでい

きたい、そういうふうには考えております。 

○委員長（井川佳子君） 

  ごめんなさい、豊能町森林組合ではなく

大阪府森林組合ですね。 

○農林商工課長（泊  進君） 

  申し訳ございません。訂正いたします。

大阪府森林組合の豊能支店さんです。すみ

ません。 

○委員長（井川佳子君） 

  ありがとうございます。 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  そうなりましたら、府の民有人工林の間

伐というのは、予定としては、こことここ

とここみたいなのは、ある程度はもう絞ら

れているんですか。 

○委員長（井川佳子君） 

  泊農林商工課長。 

○農林商工課長（泊  進君） 

  農林商工課の泊です。 

  まだ具体的な場所は選定はできておりま

せん。それも含めて、次年度に、多分箇所

数とか大分多くなってくるのではないかな

と思いますので、その辺、選定作業と合わ

せて、次年度の分でちょっとずつやってい

きたいなというふうには考えています。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  ちょっと説明書のページを探そうと思っ

たけど分からなくて。予算書のほうの１０

９ページのところの商工事務事業、地域し

ごと創生スタート支援事業補助金、１００

万円上がってますね。これたしか去年は２

００万円で、その前は５００万円やったと

思うんです。これ何でこんなに減ってきて

いるのか、もう事業として満足している状

況なのか、お尋ねします。 

○委員長（井川佳子君） 

  泊農林商工課長。 

○農林商工課長（泊  進君） 

  農林商工課の泊です。 

  来年度の予算として１００万円、今年度

は２００万円、それ以前は委員おっしゃる

とおり５００万円でやっておりました。こ

の分につきましては、５００万円につきま

しては、地方創生交付金、まち・ひと・し

ごとの分で、その分で予算取りといいます

か、その交付金を活用して取り組んできた

もので、財源はそちらのほうを考えてやっ

ておりました。去年度から、町単費になっ

たこともございまして、またその交付金を

活用して３件か４件ぐらいの利用者もおら

れたこともありましたんで、一定その金額

については見直しだけをさせていただいて、

継続的に支援はしていくけども、金額の分

だけちょっと見直しという形で要求のほう
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させていただいておるところです。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  ちょっと失礼なへそ曲がりの受け取り方

かもしれないけど、過去２００万円、５０

０万円もかけても、そんなに効果なかった

ということもないと思うんですけども。や

っぱりそれなりに効果あったと思うんです

よね。だったらなぜ２００万円ぐらい頑張

らなかったのかなと。方やあっちのほうで

戸知山に四千何百万も使おうかと言ってる

中で。そういうその観光だって言いながら、

高山のほうも花折街道のほうも予算がほと

んどないというのを考えると、本当に観光

とか活力に向けて頑張っているのかなと、

ちょっと、失礼な言い方、頑張っているの

かもしれないけども、ちょっとすっきり入

ってこないものがあるんです。だから、そ

この説明をお願いします。縮小してという

こともあるだろうし、逆にもっと頑張って

予算取ってこいというのと、今は後者のほ

うですので。 

○委員長（井川佳子君） 

  泊農林商工課長。 

○農林商工課長（泊  進君） 

  農林商工課の泊です。 

  おっしゃるように、縮小の方向、町全体

でまち・ひと・しごとに関しては、一定の

ちょっと見直しといいますか、そういった

ことがございましたんで、そういったとこ

ろも少し影響するのかなと思っております

が、もちろん企業支援というのは重要なこ

とだと思っております。 

  この分につきましては、３年間５００万

円でやったときには合計で４件の利用者の

方おられまして、昨年も１名、今年も１名

と、１社という形で、本当に地域振興とい

いますか、事業者の支援にはなっていると

ころだと思いますので、今年度こういった

予算の状況でありますが、また検討といい

ますか、ちょっとまた頑張って、すみませ

ん。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  予算書の１０２ページ、労働諸費、説明

書では１４４ページです。 

  ここには労働支援事業はありますが、い

ろいろハローワーク、地域障害者雇用相談

の実施、豊能・三島地域就労活性化事業の

実施と労働者及び未就労働者の支援という

ふうに４項目が挙げられておりますが、こ

れまで実績はあるんでしょうか。お聞きし

ます。 

○委員長（井川佳子君） 

  泊農林商工課長。 

○農林商工課長（泊  進君） 

  農林商工課の泊です。 

  これ例年実施しておるところでして、特

に地域障害者雇用相談というような形で、

昨年１０月か１１月ぐらいに、保健センタ

ーのところで、保健センターというか横の

社協さんのところで、そういった相談窓口

を実施させていただきました。参加者はた

しか１名の方、参加いただいて、また専門

の方も来ていただいて相談のほうを行って

いただいたところです。 

  以上です。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  今回は去年からコロナ禍で失業された、

首になったという方も、町内では女性の方

からも聞きましたし、パートを辞めさせら

れたとか、そういう方もいらっしゃるんで

すけども、こういうのをやってますよとい

うＰＲというのは、どこでされております
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か。 

○委員長（井川佳子君） 

  泊農林商工課長。 

○農林商工課長（泊  進君） 

  農林商工課の泊です。 

  この前、実施させていただいたときには、

ホームページでの周知、また後、広報等で

も周知させていただいたところです。 

  以上です。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  前回の１名のときもそういう形を取られ

たんですね。それでやはりまだまだちょっ

と届いていないのかなと思うし、まだその

時期はコロナの影響もあんまりなかったの

かもしれませんけれども、今年度、令和３

年度については、そういう影響を受けた方

が多分来られるんじゃないかと思うんです。

それで、しっかりと対応できるような体制

を取ってもらいたいなと思うんです。 

  労働者及び未就労者の支援というのは、

こういう言い方していいかどうか、家にず

っといらっしゃる方とか、そういう方にも

外へ出ていただいて、また気分新たに仕事

に就こうかという力になるような、そうい

うことも大事だと思うんですけども、そう

いう方法というか、ＰＲというのはどうい

うふうにしたらいいか分かりませんけれど

も、やはりあの手この手でＰＲをぜひして

いっていただきたいと思うんです。広報板

にも貼ったりして。今、歩いてる方も多い

ですし、こんな情報があったよというのも

言えると思いますので。今はいろいろリモ

ートとかそんなんありますけど、そればっ

かりではなく、やはり多様性を利用して、

そのようにＰＲをぜひやっていっていただ

きたい。求めておきます。よろしくお願い

します。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  高尾委員の関連質問なんですけど、今の

ところなんです。多分ここの労働支援事業

の１８万5,０００円というのは、８０５０

問題という方のための業務委託をされたも

んだと思うんです。今、高尾委員がおっし

ゃったようなコロナや何かで働く場所が見

つからないとかという、若いとは言わない

けど、ある程度の年齢の人はハローワーク

へ行きます。その以外の高齢者です。高齢

者はハローワークそのものは、なかなか受

け付けてくれない。地域のシルバー人材セ

ンターに行ってくれとなるんです。それで、

毎数この補助金、何度も説明してきても。

これは今この場で、一般質問じゃないから

言わないですけども、やっぱり町はしっか

りと、ここにハローワークと大阪府総合事

務所との連携と書いてあるけども、やっぱ

りもっときちっと勉強していただきたい。

これ、要望します。もういつまでたっても

豊能町これかいなという、正直言って辛い

ですし。何があれだっていうと、やっぱり

頼む側が、この豊能町４５％高齢化なんだ

けど、頼むほうもやっぱり厳しいんですよ。

その事務手数料が。だからやっぱり町とし

て何ができるか、何かできる方法を持って

いながらしないというのは考えていただき

たい。ということで、その内訳、８０５０

のところの１８万5,０００円だなってこと

だけの確認をお願いいたします。 

○委員長（井川佳子君） 

  泊農林商工課長。 

○農林商工課長（泊  進君） 

  農林商工課の泊です。 

  委員おっしゃるとおり、この委託料につ

きましては、そういった８０５０問題を含

め、相談事業に係る分の委託料ということ
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で計上しております。よろしくお願いしま

す。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  中川です。 

  すみません、もう一度ちょっと私、初め

のほうに聞かせていただいた森林整備事業、

説明資料１５６ページ、予算書が１０７ペ

ージ、先ほど民有人工林間伐という話、質

問させていただきましたけども、これちょ

っとどう考えたらいいのか、今何か支障木

伐採というような形で、これは多分、町有

林というか、町の緑地とかそういったとこ

ろの木の伐採計画みたいなんをいろいろや

っていこうというような形で取り組んでお

られるんですけども、それはそれでいいん

やけども、例えば町有林と、そしてその横

に例えばこの民有林といいますか、そうい

ったものが接している場合、町が考えてい

る町有林の支障木伐採というのは、あくま

でも町が持っているところの土地の木だけ

を対象にしているんで、これ危ない木、こ

れ町有林であります。その隣に民有林にも

何か危なそうな木があります。でもそれは、

あくまで豊能町の支障木伐採というのは、

町有林だけの対応になるんで、その隣に何

かあやしいのがあったとしても、それは手

をつけられないから、そうなってくると、

今言うてはったこの森林環境譲与税を使っ

た今回の取組でいけるという、そこを手を

つけられるという意味でもないんですね。 

○委員長（井川佳子君） 

  泊農林商工課長。 

○農林商工課長（泊  進君） 

  農林商工課の泊です。 

  すみません、聞き返しで申し訳ないです

けど、確認ですけど、町有林の支障木と民

有林の支障木とあって、民有林の支障木を

手入れするのには、もちろんこの支障木と

いいますか、間伐を考えておりましたので、

それも合わせてになるのかなというふうに

思っているんですけど、それと合わせて、

町有林のほうもできないのかなというよう

な。民有林だけ。すみません。そうですね、

そういった状態、これからやっていくとこ

ろを選定していくことになると思うんです

けども、そういった状態になっているとこ

ろを、今、優先的にやっていくことになる

のかなというふうには思っています。 

○委員長（井川佳子君） 

  もう一度、質問していただいていいです

か。ちょっとお待ちください。 

○副委員長（中川敦司君） 

  要は、民有林といいますか、そういった

ところで何か危ないなと思われるところも、

この森林整備事業のお金を使っていけるん

かというふうなことをお伺いしたかったん

やけども。 

○委員長（井川佳子君） 

  泊農林商工課長。 

○農林商工課長（泊  進君） 

  農林商工課の泊です。 

  すみません、委員おっしゃるとおり、そ

ういったところは優先的にやっていきたい

なというふうに思っております。 

○委員長（井川佳子君） 

  今、何ておっしゃったの。森林整備とい

うのは、ある程度の面積があって進めてい

くものだと思うんですけど、違うんですか。

だから、民有林の支障木を伐採するための

森林整備事業ではないと思います。民有林

でもできるんですけど。 

  暫時休憩いたします。 

（午後 ４時３４分 休憩） 

（午後 ４時３５分 再開） 

○委員長（井川佳子君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 
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  泊農林商工課長、お願いします。 

○農林商工課長（泊  進君） 

  農林商工課の泊です。 

  今回の森林整備事業でやっていく分に関

しましては、一定の面積というか、一定の

危険区域とか、そういったところを考えて

やっておりますので、その中にたまたま支

障木があったらできるのかもしれませんが、

基本的にはもう一定の森林区域というとこ

ろを中心に、間伐等整備していきたいなと

いうふうには考えています。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  説明書のほうの１６０ページ、予算のほ

うは１０９ページ、この説明書の中の高山

右近サミットの開催に向けた検討を引き続

き進めると書いてますね。これ、前回も去

年のときも、たしか同じような文章上がっ

てきまして、コロナで前へ進めなかったと

思うんですけども、具体的にはどういった

ことを考えて、それは具体的にどこに予算

が上がっているかが、ちょっと私、分から

ないのでお願いします。 

○委員長（井川佳子君） 

  泊農林商工課長。 

○農林商工課長（泊  進君） 

  農林商工課の泊です。 

  高山右近サミットの件につきましては、

今年度の事業として約３０万円を計上して

いたかと思います。この事業を進めるに当

たりましては、まず町のほう、豊能町と高

山右近が洗礼を受けたところとして奈良県

の宇陀市というのがございます。こちらの

ほうと、この両者でその発起人という形で

こういったサミットをやっていこうと、や

っていけたらなという形で話が始まったと

思います。 

  今年度につきましては、関係市町とかに

連絡をして、そういったサミット等何かこ

ういった集まりをするときに一緒にやって

いかないかというような形で、各関係市町

とかと調整をするという形で、多くは旅費

という形で予算のほう計上していたもので

す。コロナの影響等もあり、この分につい

てはほとんど進めては、取り組んではこれ

なかったんですけども、現在、宇陀市の観

光担当のほうと連絡を取っているところな

んですが、引き続き、次年度に向けても考

えていきたいなというところで、今、話を

しているところです。 

  ですので、今回の予算の中身としまして

は、基本的にはもうコロナの関係があるの

で、なかなか移動とかが難しいと思います。

ですので、近隣の奈良市さんとの連絡用に

予算としては２万円ぐらいの旅費という形

では組んでおりますが、そういう形で予算

のほうは組んでいます。 

  以上です。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  分かりました。宇陀市とはそういうお話

で前へ進んでいるということで理解させて

いただきますので、頑張ってください。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  ２点、お願いしたいんですが、予算書は

１０４ページ、農業振興費、説明資料では

１４７ページです。 

  農業関係団体等支援事業と事業名ですけ

れども、この町農業団体及び農業振興事業

に対する補助及び支援なんですが、農業団

体って何団体かあるんですか、豊能町に。 

○委員長（井川佳子君） 

  泊農林商工課長。 

○農林商工課長（泊  進君） 
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  農林商工課の泊です。 

  こちらのほうは、農業関係団体支援事業

としまして、負担金と補助金という形で予

算をしております。負担金としましては、

農空間整備推進協議会の負担金という形で

２万円、能勢栗と振興協会の関係で３万5,

０００円、あと、北部農業共済組合の関係

の負担金で８１万9,０００円、合計で８７

万4,０００円の内訳となっております。 

  また、補助金のほうですけども、こちら

のほうは、農業祭の実行委員会の負担金と

いうことで１４万6,０００円、野間口の共

同作業場の補助金として１５万円、土地改

良区に関する補助金として１５万円、あと

高山の伝統野菜の生産者組合ということで

５万円、以上で４９万6,０００円の補助金

となっておりまして、合計で１３７万円と

いう内訳になっております。 

  団体数としましては、合計で７団体とい

うことになります。 

  以上です。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  それぞれ頑張っておられるので、この補

助金が出ているんだと思いますけど、次の

前のページで予算書の１０３ページ、農業

委員会費、説明資料では１４６ページです。 

  農業委員会運営事業なんですけれども、

これは農業委員の方たちがいろいろと考え

ていただくことでの援助金というか、補助

金かな、２５５万円があるんですけれども、

これの中で、耕作放棄地の解消による農業

の振興というふうに５番目に書いてあるん

ですけども、これは進んでいるんでしょう

か。この事業としての、放棄地の問題とし

ては。その点、聞きます。 

○委員長（井川佳子君） 

  泊農林商工課長。 

○農林商工課長（泊  進君） 

  農林商工課の泊です。 

  この農業委員会運営事業としましては、

主に農業委員会の委員さんに対する補助金

という形が主な支出のあれになります。 

  農業委員会のほうでも、農地のパトロー

ルとかいうような形で、有機地の調査とか

そういったことを毎年しているところなん

ですけども、耕作放棄地とかそういったパ

トロールの中では、見て、所有者の方に対

して行って、また農地の回復性を努めてほ

しいというような形で文章とかお送りしな

がら、なかなか耕作放棄地の解消までは、

なかなかつながらないですけども、一定そ

れ以上、広がらないようなことも考えなが

ら進めているところです。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  農業委員の方も努力していただいている

んだと思うんですけども、今、農業就農支

援というふうな形で、いろいろ支援金を出

している事業がありますけれども、この事

業もこの中で使われることもあるんでしょ

うけども、就農支援はやっぱりこういう放

棄地を使ってやっておられるのか、それと

もこういう土地を提供していただいて就農

されているのか、その点はいかがなんです

か。 

○委員長（井川佳子君） 

  泊農林商工課長。 

○農林商工課長（泊  進君） 

  農林商工課の泊です。 

  就農支援の関係で、就農支援塾というの

を運営しているところですけども、この土

地に関しましては、農家の方の土地をお借

りして、そちらのほうでやっているところ

です。一応、路地ができるように、路地の

ところと、あとハウス、両方お借りして、
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年間塾のほうを進めているところで、遊休

地の活用というところには、してはおりま

せん。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  担い手が本当に少なくなって大変な状態

ですけれども、この点はやっぱり豊能町と

しても、今こういう事業を進めておられる

ので、大変だと思いますけど、せっかくの

この豊能町のよさを、やっぱり進めていた

だくために、農業放棄地のところでは、い

ろいろお話してもそこは置いとくんだとい

うような方もいらっしゃるでしょうし、で

きないから放棄地になってるということだ

と思いますけど、その点の利用ができるよ

うな御理解とか、そういうふうなこともや

っぱり話を進められているんでしょうか、

農業委員の方の。その点は、分かりますか。 

○委員長（井川佳子君） 

  泊農林商工課長。 

○農林商工課長（泊  進君） 

  農林商工課の泊です。 

  農業委員さんに直接というわけではござ

いませんけども、やはりパトロールとかそ

ういったものを通じて、現状は御確認頂い

てるところです。そういったところで、こ

こは農業委員会の事務局である町のほうに

なるんですけども、町のほうからまた所有

者の方にも連絡等取るというような形で、

一定解消に向けたような形は取り組んでい

るところです。 

○委員長（井川佳子君） 

  そのほか、質疑ございますか。 

  寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

  予算書の１０７ページ、説明資料の１５

７ページ、野生鹿の防止事業なんですけれ

ども、今回、令和２年度と比較して、減額

になっている理由を伺います。 

○委員長（井川佳子君） 

  泊農林商工課長。 

○農林商工課長（泊  進君） 

  農林商工課の泊です。 

  こちらの分につきましては、この中で、

ここの中には、主に猟友会の方に対する報

奨金とかが主になるんですけども、そのう

ちの中身で、アライグマとかヌートリアと

いう有害鳥獣、こういった動物の処分費も

含まれております。今年度、この部分が今

年度より若干見込みが少なくなりましたの

で、その分を減額しているという形になり

ます。 

○委員長（井川佳子君） 

  寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

  この猟友免許の講習会の費用、１００％

補助しているということで、増員を図ると

いうことなんですけども、実際に増員は図

れている状況なのか伺います。 

○委員長（井川佳子君） 

  泊農林商工課長。 

○農林商工課長（泊  進君） 

  農林商工課の泊です。 

  猟友会の免許の、なかなか増員とまでは

いかなくて、猟友会の方自体が高齢の方も

多いですので、１人辞められて、また１人、

２人というような形で、新しく免許を取ら

れる方はおりますが、ほぼ横ばいの状態で

現在２０名程度になってはおります。 

○委員長（井川佳子君） 

  寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

  この柵の設置の費用は５０％補助してい

るということなんですけども、これは農家

の方にとっては、どういう状況ですか。 

○委員長（井川佳子君） 

  泊農林商工課長。 
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○農林商工課長（泊  進君） 

  農林商工課の泊です。 

  柵の補助につきましては、農家の方が自

分のところの田んぼとか畑を守るのに対し

て、電気柵とかそういうのを設置する分に

対して５０％の補助をしている分です。引

き続き、同額で予算のほうは措置をしてい

るところです。 

  以上です。 

○委員長（井川佳子君） 

  そのほか、質疑はございますか。 

  では、この区分の質疑は終結いたします。 

  次、１１１ページから款８・土木費から

１２１ページの款９・消防費までの説明を

お願いいたします。 

  坂田建設課長。 

○建設課長（坂田朗夫君） 

  建設課の坂田です。 

  予算説明資料等々、あとお配りしました

Ａ３の図面も一緒に御覧になっていただけ

たらと思います。こちらのほうの図面につ

いては、建設課の分と都市計画課の分、両

方入れております。ちなみに左下の判例の

中で、建設課分が１番の道路維持費から４

番目の交通安全費、飛んで６番目の自転車

駐車場運営費となってます。都市計画課の

ほうが５番の公園費と７番の下水道事業会

計となっております。 

  それでは、順番に参照等含めまして、御

説明させていただきます。 

  主要な工事ということですので、予算書

１１３ページ、道路維持費です。予算説明

資料１２４ページの道路維持費の工事請負

費1,９３５万5,０００円の主なものについ

てですが、このＡ３図面でいいますと、右

側にありますけども、１番と書いてある分

が道路維持になりまして、１－②、木代高

山線維持補修工事と、こちらのほう、中ほ

どですけど、１－③、高山地区湧水処理跡

復旧工事等が主なものとなっております。 

  それから続いて、予算書１１４ページ、

道路舗装費、予算説明資料１２７ページの

道路舗装費のほうの2,０５０万円の主要な

ものですけども、この図面の左上のほう、

２－①、高代寺保ノ谷線の舗装工事、それ

から図面の左側の下から３つ目の、２－②

のときわ台東２号線の舗装工事と、２－④

の吉川中央線舗装工事が主なものとなって

おります。このうち、２－②の舗装工事、

東ときわ台２号線については、公共施設等

適正管理推進事業債を活用しての事業とな

っておりまして、２－④の吉川中央線につ

いては、国の社会資本総合整備交付金を活

用しての事業となっております。 

  同じく予算書１１４ページ、予算説明資

料１２８ページの道路改良費ですけども、

これについては、この図面の３－②が橋梁

定期点検業務、主に余野、木代地区をメイ

ンとしたものと、あと、橋梁の補修設計を

行うものが主なものでございます。 

  それから、同じく予算書１１４ページの

交通安全費ですけども、予算説明資料は１

２９ページになります。主なものについて

は、この図面で言いますと、４－①のカー

ブミラー取替工事及び４－②、路面標示の

設置工事ということで、４－①のカーブミ

ラーの取替えについては、定期点検をして、

豊能町のカーブミラー５９２基ございまし

て、その中で腐食の激しいものを優先的に、

５基程度、取替えを行っていきたいと考え

ております。あと、これについても補足を

ちょっと同様、公共施設等の適正管理推進

事業費を活用して整備していく予定となっ

ております。 

  それから、ちょっと飛びまして、予算書

１１９ページ、予算説明資料は１３２ペー

ジ、１３３ページの自転車駐車場運営費で

すけども、こちらについては、主なものに
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ついては、この図面の左上のほうですけど

も、上から２つ目の６－①、光風台自転車

駐車場の整備工事というものが主なもので

ございます。 

  建設課から以上です。 

○委員長（井川佳子君） 

  山谷都市計画課長。 

○都市計画課長（山谷賢一君） 

  都市計画課の山谷です。 

  それでは、都市計画課の主な事業につき

まして、御説明させていただきます。 

  図面のほうは同じく主要工事予定箇所の

図面、Ａ３図面を御覧ください。 

  では、予算書１１８ページ、予算説明資

料は１４１ページでございます。 

  款８・土木費、項５・都市計画費、目

３・公園費、節１２・委託料でございます

が、例年の公園緑地等の除草業務に加えま

して、予定箇所数、右下の５－②としてお

ります支障木伐採業務、これを実施するも

のでございます。これにつきましては、令

和２年度に策定いたしました豊能町支障木

伐採計画に基づきまして、暴風等による倒

木で人家等に被害が発生するおそれのある

支障木を、順次伐採していくものでござい

ます。 

  同じく公園費の節１４・工事請負費でご

ざいますが、主要工事予定箇所図の左側の

上から３番目に、５－①としております。

ときわ台７号緑地擁壁改修工事でございま

す。これは令和２年度に施工いたしました

擁壁改修工事に続き、約３００メートルを

同じく施工するものでございます。 

  都市計画課からの御説明は以上でござい

ます。 

○委員長（井川佳子君） 

  浜本総務課長。 

○総務課長（浜本正義君） 

  総務課、浜本でございます。 

  総務課のほうから消防費の説明させてい

ただきます。 

  予算書の１１９ページ、１２０ページ、

目の１・常備消防費の２．消防広域化事業

でございます。予算説明資料では４５ペー

ジになります。そちらを御覧ください。 

  消防広域化事業３億1,３６３万8,０００

円でございますけれども、これは昨年度よ

り約1,４００万円の増となっております。

増加の主な要因は、豊能消防署東出張所署

員の人件費でございまして、豊能町全額負

担分が令和３年度は２名増になりまして８

名になると、こういったことで増になって

いるものでございます。 

  それから、予算書１２１ページの目の

３・消防施設費の１．消防施設維持管理事

業、予算説明資料では４７ページになりま

す。そちらを御覧ください。 

  説明資料の２、川尻分団ホース鉄塔補強

事業は工事請負費５９万7,０００円を予算

として、鉄塔コンクリート部に亀裂や段差

が生じ、倒壊のおそれがあるため、川尻分

団消防警鐘台用地整備工事を実施し、消防

施設の維持管理に努めるものでございます。 

  また説明資料の３．消火栓設置事業は負

担金６６万円を予算として、消防水利の充

実を図るため、野間口地区に消火栓１基を

新設し、消火活動の円滑化を図るものでご

ざいます。 

  説明は以上でございます。よろしくお願

いいたします。 

○委員長（井川佳子君） 

  これより質疑を行います。 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  中川です。 

  説明資料は１２２ページをお願いします。

予算書は１１１ページになろうかと思いま

す。 
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  これの項目の２番目、地籍調査推進事業

ということで、今回５９５万8,０００円、

前年、令和２年が５６万4,０００円で、実

際額が上がっておりますけども、この要因

は何か職員を増やすとか、何かそんなふう

な意味合いなんでしょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  坂田建設課長。 

○建設課長（坂田朗夫君） 

  建設課の坂田です。 

  地籍調査推進事業につきましては、今年

度は事前準備という形を取っておりまして、

本格的に令和３年度から事業を開始してい

こうと考えております。 

  まず、地理調査も本町では初めて取り組

んでおりまして、かなり大変な事業である

ということで、アドバイザー等から聞いて

おりますので、まずはＤＩＤ地区、人口集

中地、いわゆる5,０００人以上を対象とし

た地区ということで、ときわ台、光風台、

あと東ときわ台が豊能町では該当するんで

すけども、そのうちのときわ台の５丁目地

区をざっと４万平方メートル、４ヘクター

ルほどあります。宅地の数ということで１

７３筆ございます。まず、そちらのほうを

来年度はまず手がけ、最初のちょっと手始

めに進めていこうということで、それの策

定、地籍調査の本格的な策定の業務、それ

から来年度から始めていきますので、その

データを一旦、地籍調査専用のソフトみた

いなのがございまして、そちらのほうの物

件使用料ということで、リースすることに

なるんですけど、それの費用等がございま

す。 

  内訳から言いますと、業務委託料が５９

５万8,０００円のうち４３２万円、それか

ら物件使用料、リース代が１４０万円とい

う形で、これ初期投資含めてですので、最

初にちょっと費用かかるんですけども、あ

とはもう負担金事務費ということで２３万8,

０００円ということなので、メインは委託

業務と物件使用料となっております。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  この地籍調査については、３０年以上か

かるといって、びっくりするような年数の

話を聞かせてもらって、そういった意味で

も人員を増やしてほしいなみたいな、そう

いうふうなことは坂田課長のほうからは伺

っておったんですけども、そういった意味

では、まだ人員が増えるというところまで

は至っていないんですね。 

○委員長（井川佳子君） 

  坂田建設課長。 

○建設課長（坂田朗夫君） 

  建設課の坂田です。 

  正職としては、今年度、変わらず１名だ

けですけども、先ほどちょっと申したとお

り、地籍調査も豊能町初めてということで、

どういう形でやっていくか、ちょっと手探

りな状態から進めていかないといけないと

いうことで、大阪府のＯＢで、地籍調査推

進事業ずっと携わっていられた方がおられ

まして、その方が来年度ちょっと非常勤と

いう形で、ごめんなさい、非常勤というか

任用職員ですね、任用会計職員の方に１名

来ていただいて、あと、今年度もついてま

すけど、事務職員の計３名で、ちょっと次

年度、令和３年度は取り組んでいきたいと

考えております。 

○委員長（井川佳子君） 

  そのほか、質疑ございますか。 

  寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

  予算書の１１７ページ、説明資料の１４

０ページの空き家対策推進事業なんですけ

れども、令和３年度はどのような計画なの
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か伺います。 

○委員長（井川佳子君） 

  山谷都市計画課長。 

○都市計画課長（山谷賢一君） 

  都市計画課の山谷でございます。 

  空き家対策につきましては、苦情等あれ

ば、各課連動して対応していきたいという

ふうに考えております。 

  以上です。 

○委員長（井川佳子君） 

  ほか、質疑ございますか。 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  予算書の１１３ページの、説明書のほう

は１２６ページ、光風台の駅前エスカレー

ター管理運用事業なんですが、これはどう

いったことなんですか。何かやけに上がっ

てますが、保守管理委託料が上がっている

のかな、これ。ちょっと説明してください。 

○委員長（井川佳子君） 

  坂田建設課長。 

○建設課長（坂田朗夫君） 

  建設課の坂田です。 

  ５００万円ほど上がっております。その

内訳なんですが、平成３０年度の７月豪雨

のときの際なんですけども、光風台の駅前

周辺が結構水が、大雨降って冠水しまして、

能勢電鉄のほうにもその水が入ってしまっ

たということがありまして、そのときに光

風台のエスカレーターについても若干なん

ですけど、水がつかってしまっておりまし

て、そのエスカレーターの部分のレール、

手すりあるレールがあるんですが、それが

実は地下のほうにも入りながらぐるぐる回

っておるんですが、そのレールがその際に、

平成３０年の７月の豪雨の際に水につかっ

てしまっておりまして、管理する日立のほ

う、ビルのほうからは、もう１回つかると

ちょっと電気の具合が、器具等いろいろつ

いておりますから、ちょっと不具合がある

よということで、定期点検の際には出てお

ったんですが、ちょっと２年間はだましだ

ましずっと実は運用しながらやっておりま

して、もうちょっと限界ということで言わ

れておりましたので、今回、来年度、３年

度に５００万円、移動手すり交換工事とい

うことで５００万円計上させていただいて

おります。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  分かりました。その水が入った場所なん

ですけども、どこ、つなぎ目のところから

下、下は階段から上がっていく感じですよ

ね。ちょっとその水が入るというのがよく

分からないんだけども。単に吹き込んだと

いうことなのかな。つかったと今表現され

たから、ちょっと説明お願いします。 

○委員長（井川佳子君） 

  坂田建設課長。 

○建設課長（坂田朗夫君） 

  建設課の坂田です。 

  上側も真ん中にも踊り場というか、一旦

ちょっとあるんですけど、そこに水が流れ

込んできたような感じのイメージです。そ

れで、そのエスカレーターの中に水が入っ

て、最終的にちょっと下のレールの、レー

ルというか階段部の下のほうに水が回って

しまったといったものです。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  下の、ちょうど上っていって乗り換える

ところのここがあふれて、要するに下に向

かって流れ落ちたというふうなイメージを

したんですけども、そうなるとまた戸知山

引き合いにしちゃいけないんですけど、次

の大雨に向けて早く整備しなくちゃいけな
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いとは言ってます。となると、ここのとこ

ろも同じですわね。何かしらの今後に向け

て対策を練らなくちゃいけない。そういう

ことがある可能性があるわけですから。そ

このところの工事も今回入っているんです

か。 

○委員長（井川佳子君） 

  坂田建設課長。 

○建設課長（坂田朗夫君） 

  建設課の坂田です。 

  そういった、例えば、あそこコンクリー

ト舗装されておりますから、階段部分のと

ころに水切りというか、ちょっとカッター

で切って、ちょっと階段のほうに誘導する

ようなものが必要かと思っておりますけど

も、それについての費用はこの道路維持費

の中では、この1,０７８万円の中には含ま

れておりませんので、通常のメンテしてい

く道路年間工事のほうで対応していきたい

と考えております。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  ここの上がっている予算というのは、あ

くまでも日立が修理修繕する予算だけで、

次に向けて同じようなことがないようにす

るという、その予算は含まれていない。そ

れとも、町の職員が何かしらの手仕事でき

るのか、ちょっとそこら辺が分からないん

で、お願いします。 

○委員長（井川佳子君） 

  坂田建設課長。 

○建設課長（坂田朗夫君） 

  建設課の坂田です。 

  道路維持のほうで、枠という形で毎年４

００万円なり５００万円なり計上しており

ます。西地区、東地区合わせて８００万円、

９００万円、その中で維持補修という形で

対応していきたいと考えてます。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  予算書の１１９ページ、自転車駐車場運

営費です。説明資料では１３２ページです。 

  事業名の２番です。光風台自転車駐車場

再整備事業、ここが第２、第３自転車駐車

場へ移転するということで工事費になって

いますけれども、現在のところは、台数は

大分減っておりますけれども、その今、置

かれている台数をカバーできるような状況

に第２、第３駐車場は台数に準じていける

のかどうか、設置されるのかどうか、その

点、お聞きします。 

○委員長（井川佳子君） 

  坂田建設課長。 

○建設課長（坂田朗夫君） 

  建設課の坂田です。 

  現在、光風台の第１駐車場、調整池の上

に建っておるものなんですが、今回コロナ

禍の中ではありましたけども、平均でいき

ますと、自転車は日あたり３５台、原付が

１日１０台というような形です。１年前の

令和１年度でも自転車が３９台、バイクは

１４台。ただ、一時その夕方だけとか、そ

ういうときがちょっと若干その３０台が４

０台とか５０台になったときがあるという

ことなんですが、大体平均はそれぐらいな

っております。 

  今回、光風台の第２駐車場と第３駐車場

を整備していきますけども、第２駐車場の

上側のほうなんですが、自転車置場という

形で、最大マックスで置けるのが、屋根も

ちょっとつかないのも含めまして、ちょっ

と白枠で囲う台数がマックス５７台で考え

ております。 

  それから、第３の駅前の下のロータリー

のところですが、そちらのほうが原付２５

台をマックス置けるということで、今現在、
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計画しております。 

  以上です。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  十分カバーができるいう状況になる、こ

れからまた増えるかもしれませんけど、そ

の点はもう仕方がないんですね。これは有

料化はまだですよね。しませんね、まだ、

今回は。ちょっと御答弁ください。 

○委員長（井川佳子君） 

  坂田建設課長。 

○建設課長（坂田朗夫君） 

  建設課の坂田です。 

  取りあえず２年ほど前に有料化から無料

化にしておりまして、一応、来年３年度も

特に有料化するという計画はございません。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  今のその光風台の自転車駐車場、そこの

関連の質問なります。 

  これって実際、閉鎖をして、第２、第３

へ移転する工事というふうになってますけ

ども、これ大体いつ頃これが出来上がるみ

たいな、ある程度のあれはあるんですか、

想定は。 

○委員長（井川佳子君） 

  坂田建設課長。 

○建設課長（坂田朗夫君） 

  建設課の坂田です。 

  今年度末までが一応実施設計、現在も３

月３１日までの業務でやっておるんですが、

その中に自転車駐車場の上屋、柱と屋根の

ついた上屋を建築確認申請を取るべく、今、

作業進めておりまして、それが一応今月末

までには全部完了する予定になりますので、

４月以降であれば、いつでも工事の発注に

向けての、もう起案はかけれるような体制

にはなっております。 

  ただ、労務単価も２年度から３年度に切

り替わったりしておりますので、ちょっと

その設計の時間が必要ですので、今考えて

いるのは４月中に何とか、ゴールデンウイ

ーク明けぐらいまでには何とか設計を仕上

げて起案を上げて、そこから約１か月ぐら

いは入札、契約の手続かかりますので、早

くて６月くらいに契約できるのかなと。今

のところ、ざっと４か月ほど要するという

ことで、資料のほうが上がってきておりま

すので、６月発注すれば１０月末、秋口に

は工事完成するのかなと。そのときに、第

１駐車場を閉鎖、閉鎖の開口部はフェンス

か何かで完全に覆ってしまうという形で、

第２、第３に切り替えていきたいと考えて

おります。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  今の駐車場のところで、第２のほうです

けども、５７台といったら結構設置できる、

置けるんですけど、坂になっている部分が

ありますよね。そこの安全性はちゃんと設

計できちっと確保されているんですか。坂

道になっている部分がないですか。平たん

ではないですよね、あそこは。安全性につ

いて。 

○委員長（井川佳子君） 

  坂田建設課長。 

○建設課長（坂田朗夫君） 

  建設課の坂田です。 

  あそこは、道路は傾斜にはなっておるん

ですけども、一応設計でひな壇というか上

側と下側大きく分けて、こういう形で、入

り口は２か所ほどあるんですけども、一応

こういう形でひな壇でフラットの面を、若

干水勾配は取りますけども、フラットの面

をつくって安全になるような形で整備して
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いきたいと考えております。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  予算説明書の１１５ページで、説明書の

ほうが１３６ページの公営住宅のところ、

お尋ねします。 

  豊能町、多分町営住宅ですけど、吉川と

余野と野間口、ちょっと余野のはあれなん

だけど。今この対象となってるのは、何世

帯なのか、お尋ねします。たしか吉川のほ

うにも１つ、１軒残っていたような気がす

るんだけども。各所、幾つずつかというこ

とでお願いします。 

○委員長（井川佳子君） 

  山谷都市計画課長。 

○都市計画課長（山谷賢一君） 

  都市計画課の山谷でございます。 

  町営住宅の入居者でございますけれども、

余野住宅が３世帯、野間口住宅が２世帯、

吉川住宅が１世帯、合計６世帯でございま

す。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  これは一番最初に入居された方が、その

ままいらっしゃるということですね。その

方の子どもが、次に引き継いでということ

じゃないですよね。そこを確認します。 

○委員長（井川佳子君） 

  山谷都市計画課長。 

○都市計画課長（山谷賢一君） 

  都市計画課の山谷でございます。 

  委員おっしゃるとおり、最初入居された

方が今もお住まいでございます。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  ここに書いてありますように、もう相当

建ててから年数経ってると思うし、老朽化

していると思うので、これ万が一のときは

どういう形になりますか。町の責任、問わ

れませんか。それか、そういったことにつ

いて、日々この入居された方たちとお話さ

れているのかどうか、お尋ねします。 

○委員長（井川佳子君） 

  山谷都市計画課長。 

○都市計画課長（山谷賢一君） 

  都市計画課の山谷でございます。 

  おっしゃるとおり、かなり年数が経って

おります。特に余野住宅、それと吉川住宅

につきましては、既に対応年数を過ぎてお

ります。ただ、野間口につきましては、ま

だ対応年数の半分ほどしか過ぎておりませ

んので、その辺の分は大丈夫かなと思って

おります。その辺で、余野住宅にお住まい

の方、それから吉川住宅にお住まいの方に

つきまして、できれば野間口住宅に移って

いただきたいというお話はさせていただい

ておるんですけども、それはちょっと御了

解をいただけていないというところでござ

います。 

  以上です。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  余野も吉川も５０年ぐらいになるのかな。

私心配してるのは、万が一、たしか吉川な

んて木造だったと思う。あれ潰れたとき、

豊能町の責任、問われませんか。この辺り、

大丈夫ですか。ちゃんと調べてますか。 

○委員長（井川佳子君） 

  山谷都市計画課長。 

○都市計画課長（山谷賢一君） 

  都市計画課の山谷でございます。 

  おっしゃるとおり、もし万が一、地震と

かそういうので倒壊というおそれの場合で

すけども、当然、管理者責任という形で町
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に責任というものは、当然あろうかという

ふうに思っています。 

  したがいまして、先ほども言いましたけ

れども、できましたら、移っていただきた

いというふうな形で、入居者の方に御相談

はさせていただいておるんですけれども、

その辺の御了解がいただけていないという

ところでございます。 

  以上です。 

○委員長（井川佳子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  早急に話を進めてほしい。こういったら

こっちは、いつ南海地震やトラフやどうの

こうのと言ってて、それでそうやって頼ん

できたけど駄目だったと。本当にそうなり

ましたと。そしたらやっぱり町に責任が発

生するんだったら、これはやっぱり相手の

方に、万が一があっても町の責任問いませ

んと一筆でももらっているならまだ分かる

けども。その辺、本当に慎重に進めていた

だきたい。もうこれは要望に終わらせます。 

○委員長（井川佳子君） 

  そのほか、質疑ございますか。 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  中川です。 

  説明資料１４１ページ、予算書が１１７

ページ、この中で先ほどのときにも話、出

させてもらいましたが、この小事業名の３

番、支障木伐採という項目でありますけど

も、これって今回1,０００万円の予算計上

されておりますが、これって何本ぐらい、

計画的には何本ぐらいやらなあかんみたい

な、そんなん推定な数字あるんですか。 

○委員長（井川佳子君） 

  山谷都市計画課長。 

○都市計画課長（山谷賢一君） 

  都市計画課の山谷でございます。 

  先ほども少し申し上げましたけれども、

今年度、支障木伐採計画というものを計画

するに当たり、支障木の調査をしておりま

す。その際、支障木という形で認定させて

いただいたのが、合計で９９３本ございま

す。これを順次、数年かけて伐採していき

たいというふうに考えております。 

  以上です。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  ９９３本、当然、今３年ぐらいかけてと

言ってはったから、数年かけてやりますと。

だから今年については、令和３年について

は1,０００万円で、そのうちの３分の１ぐ

らい切る、３００本ぐらい切るんかなみた

いな、そんな感じですか。 

○委員長（井川佳子君） 

  山谷都市計画課長。 

○都市計画課長（山谷賢一君） 

  都市計画課の山谷でございます。 

  ９９３本、これの伐採につきまして概算

で費用を出しております。概算で全部切ろ

うとしますと約１億円かかります。そのう

ちの今年度、約1,０００万円かけてできる

限りのことをしたいというふうに思ってお

りますし、次年度以降につきましては、そ

の辺、財政当局等と相談しながら、進めて

いきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  ということは、今年は1,０００万円なの

で、残り9,０００万円を何か工面せなあか

んということなんですね。工面というか、

財政部局とも相談やけども。それで、お金

が9,０００万円オーケーよと言われたら、

全部その今言うたように９９３本切れるん
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やけども、お金出なかったら、当然残しと

かなあかんというか、木を。そんなふうな

ことになるんですね。 

○委員長（井川佳子君） 

  山谷都市計画課長。 

○都市計画課長（山谷賢一君） 

  都市計画課の山谷でございます。 

  おっしゃるとおり、ない袖は振れないと

いうふうな形で、お金がなければ事業は進

められないんですけれども、９９３本と申

しましたけれども、やはり緊急度が高いも

の、それから中ぐらいのもの、それから低

いものというふうに、仕分はしております

ので、緊急度の高いものから順次伐採をし

ていきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  ざっくりと言って、約、切らなあかんの

が９９３本、1,０００本かな、1,０００本、

トータル１億円、その１０分の１がこの令

和３年の費用になっているんで、ざっくり

というと、１００本ぐらい令和３年度に切

るような対象の本数になるのかなというふ

うになるんですかね、そしたら。 

○委員長（井川佳子君） 

  山谷都市計画課長。 

○都市計画課長（山谷賢一君） 

  都市計画課の山谷でございます。 

  単純計算でいくと、おっしゃるとおり、

約１００本ほどの作業になるかなと思うん

ですけれども、やはり作業の難易度といい

ますか、その辺におきましては、やはり増

えたり減ったりというふうになろうかとい

うふうに思っております。 

  以上です。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  今の支障木の伐採について、その有効利

用というのは考えておられるんですか、伐

採した。 

○委員長（井川佳子君） 

  山谷都市計画課長。 

○都市計画課長（山谷賢一君） 

  都市計画課の山谷でございます。 

  いわゆる山林の間伐木というのでしたら、

恐らく有効利用というのは可能かなという

ふうに思うんですけれども、緑地に生えて

おります木ですので、言い方悪いですけど

も雑木になろうかなというふうに思ってお

りますので、なかなか有効利用というのは

難しいかなというふうに考えております。 

  以上です。 

○委員長（井川佳子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  それは、その場にそのまま置いておくと

いう形ですか。どこかに移動させるという

ことですか。 

○委員長（井川佳子君） 

  山谷都市計画課長。 

○都市計画課長（山谷賢一君） 

  都市計画課の山谷でございます。 

  これにつきましては、ケース・バイ・ケ

ースかなというふうに考えております。例

えば、のり面に支障木が立っておって、そ

ののり面の下に家があるというような場合

がほとんどなんですけれども、そういうも

のに関しては、当然持ち出して処分という

形になろうかと思います。 

  逆にのり面の上に家があって、のり面の

下に何もないと。のり面、山が続いておる

というような場合でしたら、場合によって

はそのまま切ったところに置いておくとい

うのも可能かなというふうに考えておりま

す。 
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  以上です。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  雑木というふうな言い方してはったけど

も、例えばコナラとかクヌギとかいうのも

その中に入るのかなと思いますけども、当

然切る時期によりますけども、秋以降にも

し切ったんやったら、それはシイタケの菌

を植えたりとか、何かそんなんに利用もし

たりできるんかなと思いますが、その辺り

どうなんですか。 

○委員長（井川佳子君） 

  山谷都市計画課長。 

○都市計画課長（山谷賢一君） 

  都市計画課の山谷でございます。 

  実はこれ、計画をしましたときに、ちょ

っと情報として、一庫ダムのほうで同じよ

うに支障木というか、そういうのを切られ

たときに、引き取る方がいらっしゃったら

引き取ってくださいというような広報をさ

れておりました。当然、ある程度一定の大

きさに切ってからの話なんですけれども、

それをあるところに置いておいて、ある期

間申込みされた方がそれを自分で取りに行

かれるというようなこともございましたの

で、もし機会があれば、そういうこともし

たいかなというふうに、今は考えておりま

す。 

  以上です。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  同じく説明資料の１４１ページ、この小

事業名、ナンバー６の緑地擁壁改修事業、

これ先ほども説明はされてましたけども、

これ実際工事やって、いつ頃終わりそうか

みたいな、もし分かるようであればお願い

いたします。 

○委員長（井川佳子君） 

  山谷都市計画課長。 

○都市計画課長（山谷賢一君） 

  都市計画課の山谷でございます。 

  来年度、令和３年度につきましては、早

期発注に努めたいと思っておりまして、で

きれば年内には工事を終えたいなというふ

うに考えております。 

  以上です。 

○委員長（井川佳子君） 

  まだたくさん質疑ありそうですか。 

  寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

  予算書の１１５ページ、説明資料の１３

７ページの河川治水対策事業なんですけれ

ども、最近のゲリラ豪雨とかあって、河川

の治水対策が重要なことだと思うんですけ

ども、整備することによって景観の面でも

非常に重要かなと思うんですが、これで主

にこの町管理の河川とかいうのは、どの辺

りの河川のことなんでしょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  山谷都市計画課長。 

○都市計画課長（山谷賢一君） 

  都市計画課の山谷です。 

  町の管理河川という御質問でございます

けれども、東地区、こちらのほうでいいま

すと、牧川、それから宮浦川、そして大円

川になります。あと、西地区につきまして

は、吉川の平井川、この４河川になろうか

と思います。 

  以上です。 

○委員長（井川佳子君） 

  寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

  特にこの河川整備に対する住民要望の増

加ということが書いてあるんですけども、

目的のところに。どういう要望が出ている

んでしょうか。 
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○委員長（井川佳子君） 

  山谷都市計画課長。 

○都市計画課長（山谷賢一君） 

  都市計画課の山谷でございます。 

  やはり今、委員もおっしゃったように、

豪雨なんかによります河川の増水、これに

対しまして、護岸を洗堀されたりというよ

うな被害が度々出ておりますので、これに

対して整備をしていただきたいというよう

なお話は度々お聞きしております。 

  以上です。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  中川です。 

  この説明資料の１３３ページ、自転車駐

車場運営ということで、これは費用という

よりも予算書のほうでなりますけども、予

算書の１１９ページの目の５・自転車駐車

場運営費というふうにあります。この中の

説明の中のでいきますと、一番下、１３

番・その他に１４６万7,０００円という額

が計上、今回予算書にアップされておりま

すけれども、これそのものはときわ台駅前

の自転車駐車場の賃借料的な意味合いにな

るんでしょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  坂田建設課長。 

○建設課長（坂田朗夫君） 

  建設課の坂田です。 

  委員おっしゃるとおり、ときわ台駅前の

賃借料となっております。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  その他という表現が適切なのかどうか分

からんけども、賃借料やったら賃借料みた

いなそんな名前では書けないのかなという、

その辺りどうなんでしょう。 

○委員長（井川佳子君） 

  坂田建設課長。 

○建設課長（坂田朗夫君） 

  建設課の坂田です。 

  本町のほうから出しておる資料では、賃

借料という形で要望はさせていただいてお

るんですけど、この予算書のほうでは、こ

ういう形で上がってきておるようです。 

○委員長（井川佳子君） 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  ちょっと私の解釈が悪いかどうかも分か

りませんけども、坂田課長いわくには、賃

借料という名前で上げてはおるんやけども、

実際、書類が上がってきたらその他という

ふうになってましたという、そういうこと

なんですか。 

○委員長（井川佳子君） 

  坂田建設課長。 

○建設課長（坂田朗夫君） 

  建設課の坂田です。 

  そうですね。これ今年度からではなくて、

去年度ぐらいから計上されているものなん

ですけども、予算としては新規のものでは

ございませんので、今年度についてもこの

賃借料という形で計上させていただいてお

り、来年度、令和３年度も同様に、これ計

上になりますので、同じように要望はさせ

ていただいて、こういう表現になっておる

というところです。 

○委員長（井川佳子君） 

  そのほか、質問ございますか。 

  取りあえず、暫時休憩いたしまして、再

開は４５分。 

（午後 ５時３５分 休憩） 

（午後 ５時３９分 再開） 

○委員長（井川佳子君） 

  では、休憩前に引き続き、会議を開きま

す。 
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  仙波課長、大丈夫ですか。 

○行財政課長（仙波英太朗君） 

  行財政課の仙波です。 

  節・使用料及び賃借料の節の中には、機

械器具使用料、これはコピーとかパソコン

とか。２番・その次に駐車場使用料、これ

はどこか職員が出張した際、公用車を停め

る際の駐車場使用料、それから３・入場料、

入場料というのは例えば幼稚園の遠足なん

か行ったときに、どこかに入った際の入場

料、それと自動車借上料、自動車借上料と

いうのは、バスを借り上げたり、いわゆる

幼稚園の遠足バスとか、ほかどこかイベン

トとかでバスを借りた場合、自動車借上料、

５番・物件使用料、これは公民館などを使

用した際に物件使用料、受信料、受信料と

いうのはＮＨＫの受信料であるとか、イオ

ネットでやってるところの受信料、そして

その次に高速道路通行料、これは高速を使

用した際の使用料というこの項目がありま

す。今回の土地の賃借につきましては、そ

れのどの項目にも当たらへんので、今回そ

の他という表現にさせていただいておると

ころです。確認をしてきたんですけど、令

和２年度もその他という項目で上がってお

ります。今後は土地賃借料というふうな形

で、ちょっと分かるような形で次年度以降

は検討したいと考えております。よろしく

お願いします。 

○委員長（井川佳子君） 

  では、そのほかの質疑、受けたいと思い

ます。 

  中川副委員長。 

○副委員長（中川敦司君） 

  では、正式に質問させてもらいます。 

  説明資料１３８ページ、予算書は１１６

ページの内容です。 

  この説明資料でいきますと、小事業名が

建築物管理事業というふうになってまして、

これが令和２年と比べて５０万円ほど今回

アップしてますけども、そのアップ要因と

いいますか、その辺りどういった内容があ

るんでしょうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  山谷都市計画課長。 

○都市計画課長（山谷賢一君） 

  都市計画課の山谷でございます。 

  ここで５０万円増額しております。これ

につきましては、耐震設計と耐震改修工事、

これに対します補助金、これを２年度は１

件ずつを予定しておりましたが、来年度、

３年度につきましては、１件ずつ増やしま

して２件ずつという形に増やしております。

なぜかと申しますと、今年度、既に手を上

げてらっしゃる方がいらっしゃいましたが、

予算の関係で待っていただいているという

ものもございまして、１件ずつ増やさせて

いただいております。 

  以上です。 

○委員長（井川佳子君） 

  そのほか、質疑ございますか。 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  私もその下の、下がっていったところの

補助金の耐震診断補助金２５０万円と、耐

震設計改修補助金１００万円、これが年ご

とに令和元年が１００万円で、令和２年が

５０万円で、今年また１００万円と上がっ

ているのはどうしてかなと思ったら、今の

理由ですね。じゃもう分かりました。 

  このあと、ずっと続くのかという質問を

しようと思ったけど、そういう認識でよろ

しいですね。 

○委員長（井川佳子君） 

  山谷都市計画課長。 

○都市計画課長（山谷賢一君） 

  都市計画課の山谷でございます。 

  この補助につきましては、今年度以降も
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続けていきたいというふうに思っておりま

すけども、件数につきましてはケース・バ

イ・ケースで、増減はあるというふうに御

理解いただけたらと思います。 

○委員長（井川佳子君） 

  では、そのほか質疑、承ります。 

  西岡委員、よろしいですか。 

○委員（西岡義克君） 

  説明資料の１２４ページ、予算書の１１

３ページの町道維持管理事業の中の、この

説明資料の中の３番に法定外公共物維持管

理補助事業というのがあります。これに里

道等の生活道を維持し、住民の暮らしを支

えるということで３５０万円出ております。

令和２年度のときも３５０万円と同じ金額

出てるんですけど、この里道というのは法

定外ということで、どういう位置づけにな

って、どこの責任範疇になるのか、まずお

聞きしたいと思います。 

○委員長（井川佳子君） 

  坂田建設課長。 

○建設課長（坂田朗夫君） 

  建設課の坂田です。 

  法定外公共物については、委員おっしゃ

るとおり、法律に基づかないものというこ

とで、平成１７年の４月１日付で国を通じ

て大阪のほうから権限移譲ということで、

豊能町のほうに全て里道と水路、権限移譲

で預かったというか、それ以降は管理して

おるというところでして、基本、底地がこ

れまでの国だったものが、豊能町のほうに

権限が移っておるというところですので、

基本は本町のほうが管理していかないとい

けないんですけども、平成１７年４月以降、

維持管理については地元さんのほうに、使

ってはるのが一部の方、部分的にその里道、

水路を使っている、いうと数軒かそこらの

方が使っているパターンが多いので、地元

さんのほうに維持管理的なものはお願いし

てるというところが、現在も続いておりま

す。 

○委員長（井川佳子君） 

  西岡委員。 

○委員（西岡義克君） 

  ちょっと何や聞いたら、里道にも私道の

里道みたいなんありますんか。それはない

の。 

○委員長（井川佳子君） 

  坂田建設課長。 

○建設課長（坂田朗夫君） 

  建設課の坂田です。 

  一応、法務局の公図がございます。そこ

の中の赤線と呼ばれるものが里道に、赤線

というのは公図に赤色で塗ってるんですけ

ど、それから青線というのが水路と呼ばれ

てるんですけど、そちらを平成１７年４月

に豊能町のほうがいただいたということで

すので、その赤線と青線を豊能町のほうが

今管理しておるということで、それ以外の

もしかしたら皆さんが使ってはる、出し合

い道で使っている青線、赤線以外のものが

あるとすれば、それが私の道、皆さんが出

し合った私道になるのかなと思います。す

みません、ちょっと回答になってないかも

しれませんけど。 

○委員長（井川佳子君） 

  西岡委員。 

○委員（西岡義克君） 

  そこで何か、生活道なわけやから、そこ

で問題あったときには、町のほうが対応す

るというか、そのためのこれ予算ですか。

例えばその里道で問題が起きたとかなった

ときに、赤線の部分ね、それを管理してい

るのは町やから、国からのあれで、だから、

この町がその問題解決に向けての対応をす

ると、こういうことですね。 

○委員長（井川佳子君） 

  坂田建設課長。 
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○建設課長（坂田朗夫君） 

  建設課の坂田です。 

  国からいただいておるときに受けた事務

の流れなんですけども、一応皆さんが使っ

ているとはいえ、特に台帳みたいなものは

なく、その公図で何々、例えば木代の１番

地と２番地の間に里道とか青線があるとい

う形で一応受け継いでおりますので、その

里道が第三者の方が占有したりとか、勝手

に使ってしまうとか、そんなことがないよ

うにきちんと管理していってくださいとい

うことで受けておりますので、そういうこ

とがないような形の管理を我々はしておる

と。 

  あと、その青線とか赤線のところで、境

界がどこやねんという形で、よく受益者の

方から問合せがありますので、そのときに

は先ほど申した木代の１番地と２番地の間

にあるということは分かっておりますから、

例えばですけどね、その木代１番地と２番

地の地権者と管理しておる豊能町が出てい

きまして、あと地元の代表という形で自治

会長さん出て来ていただいて、その３者、

もしくは４者でどこにしましょうと。本町

については、一応里道は最低幅員９１セン

チと決めておりますから、９１センチが１

番地と２番地の間にあればいいということ

なので、どうしましょうという形で、それ

の境界明示というんですけど、そういった

ものを決めていくのが本町の役割と考えて

おります。 

○委員長（井川佳子君） 

  西岡委員。 

○委員（西岡義克君） 

  それは全部把握できているわけですね。

国からのあれがあるから。把握できていな

い部分もあって、これからそれも調べなが

ら、またあれしていくのかどうか、その費

用なのかどうか。 

○委員長（井川佳子君） 

  坂田建設課長。 

○建設課長（坂田朗夫君） 

  建設課の坂田です。 

  先ほど申しました平成１７年４月１日付

で引き受けたときに、それまで管理してお

ったのが大阪府の池田土木事務所さんのほ

うなんですが、そちらのほうからその境界

明示、要は座標付き等で毎年毎年どこです

かという、そういう境界明示の書類を数十

冊頂いております。その里道、水路とかの

境界明示を過去にされておるものについて

は把握しておるんですが、大半がまだ境界

明示されていないというところですので、

それについては、そういう申出がなければ、

本町のほう動きづらいんですけども、そう

いうのもあれば、一緒になって境界明示に

立ち合っていきたいと考えております。 

○委員長（井川佳子君） 

  以上で、質疑終結してよろしいですか。 

  では、ただいまの１２１ページまでの質

疑を終結いたします。 

  では、再開は明日というところで、今日

はここで置かせていただきます。 

  お疲れさまでした。 

 

散会 午後５時５０分 
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